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1 本書は山梨県南アルプス市下宮地字滝沢通 678番地に所在する、東出口遺跡の発掘調査報告書である。
2 発掘調査は、宅地造成工事に先立ち実施されたもので、佛パナホーム山梨の委託を受けた側山梨文化財研究所が、
発掘調査および整理作業にあたった。

3 本報告書の執筆・編集 。写真撮影等は、平野 修 (財団法人山梨文化財研究所)がおこなった。
4 本書挿図第 3図は、斎藤秀樹氏 (南アルプス市教育委員会)作成によるもので、 F山梨県考古学協会誌』第 16号
に所収されているものを転載し、掲載に際しては斎藤氏に使用許可を得た。

5 石器・石製品の石材鑑定については、財団法人山梨文化財研究所の河西 学氏にお願いした。
6 発掘調査および報告書の作成にあたっては、次の機関・団体及び個人から御指導 。ご教示・ご協力を賜った。記
して厚く感謝申し上げる (順不同・敬称略)。

南アルプス市教育委員会、岬テクノプランニング、仰スカイサーベイ、塩の会、山梨県考古学協会、岩本正三、

立松 彰、森 泰通、平川 南、田中大輔、斎藤秀樹、保阪太一、河西 学、櫛原功一、室伏 徹、望月秀和
7 本書に係る出土遺物及び記録図面、写真などは南アルプス市教育委員会が保管している。

凡 例

1 遺構 。遺物の縮尺は、原則として各図ごとに示している。
2 本書挿図第 1図で使用している地図は、南アルプス市都市計画図 (12,500)を 使用している。
3 遺物の挿図番号は、各遺構ごとに違番で付した。遺物分布図および観察表 。本文中の番号は対応している。
4 各遺構における遺物分布図で示したマークは、以下の通りである。
● :土師器  ▲ :須恵器  ■ :陶器 。磁器  □ :土製品  △ :石器・石製品  ○ :金属製品
◆ :骨    ☆ :炭化物・炭化材
5 遺構図版中で使用しているスクリーントーンP//////2は 礫断面、一――一破線は、推定線および焼土範囲、焼
土+炭化物範囲を示す。

6 遺物図版中で使用しているスクリーントーンおよび記号・線の凡例は、以下の通りである。
■■■■:須恵器・油煙 

―
:黒色化範囲・赤彩 P//////2:擦 り面 醒罐脚翻 :ゥルシ状付着物

↓  :灰釉範囲 また石器断面図における矢印は擦 り面の範囲を示している。、

7 土層および遺物の色調名は、 F新版標準土色周 13版 (農林省水産技術会議事務所監修 小山正忠・竹原秀雄編・
著 1993)に よっている。
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163 S133遺物出土状況 1

164 S133遺物出土状況 2

165 S133馬歯出土状況

166 SB l完掘状況 (南から)
167 SB l完掘弱大況 (東から)

図版13 168 SBl柱穴掘りかた (SKl17)セ クション
169 SB l柱穴掘りかた (SK■8)セクション

170 SK 4完掘状況 (北西から)

171 SK 5完掘状況 (北から)
172 SK 7・ 8完掘状況 (北東から)

173 SK15～ 20。 25・ 26完掘状況 (南から)
174 SK16～ 19(東から)

175 SK20完 掘状況 (南西から)

176 SK21完 掘状況 (南から)
177 SK31完 掘状況 (南から)
178 SK31焼 土検出状況 (南から)
179 SK32完 掘状況 (南西から)
180 SK34(S115内 )完掘状況 (北西から)
181 SK34(S115内 )遺物出土状況
182 SK41遺 物出土状況 (南西から)

図版14 183 SK41馬歯出土状況
184 SK44完 掘状況 (南東から)
185 SK72焼 土・炭化物検出状況 (南から)
186 SK88'89(S127内 )確認状況
187 SK92遺 物出土状況 1(北東から)

188 SK92遺 物出土状況 2

189 SK92遺 物出土状況 3

190 SK94遺 物出土状況 (北から)
191 SK95遺 物出土状況 (北から)

192 SK96・ 97完掘状況 (北から)

193 SK99遺 物出上状況 (西から)
194 SK100遺物出土状況 1(東から)

195 SK100炭 化材・土器覆土内混入状況

196 SK100遺 物出土状況 2

197 SKl■ 遺物出土状況 (南から)

図版15 198 SKl13・ ■4完掘状況 (東から)
199 SKl13遺 物出土状況

200 SKl15検 出状況 (南から)
201 SK116検 出状況 (南から)
202 SK125検 出状況 (南から)
203 SK127遺 物出土状況 (東から)
204 SD l完掘状況 (北東から)
205 SD 2西面セクション

206 SD 3完掘状況 (西から)
207 SD 4。 SK l～ 4完掘状況 (西から)
208 SD 5完掘状況 (北西から)

209 SD 6～ 8、 SK 9'10完掘状況 (北から)
210 SD 7・ 8完掘状況 (南西から)

2■ SD 8、 SK 9・ 10完掘状況 (南西から)

212 SD 9完掘状況 (東から)

図版16 213 SD9西 面セクション
214 SD 9・ 12、 SK24セ クション (東から)
215 SD10。 11完掘状況 (北から)

216 SD12完掘状況 (北から)
217 SD12遺物出土状況
218 SD13・ 14、 SK27～ 29完掘状況 (北東から)
219 SD15。 17、 SK42～ 44完掘状況 (南から)

220 SD15遺物出土状況
221 SD17遺物出土状況
222 SD16完掘状況 (南から)
223 SD16遺物出土状況 1

224 SD16遺物出土状況 2

225 SD18完掘状況 (南から)
226 SD18北面セクション

227 SD19及び周辺 SK群完掘状況 (南から)
図版17 228 SD21～ 23、 SK69・ 70完掘状況 (西から)
229 SD21・ 22、 SK69完掘状況及びセクシヨン (南西から)
230 SD29完掘状況 (南西から)
231 SD29遺物出土状況 1
232 SD29遺物出土状況 2

233 SD29遺物出土状況 3
234 SD30完掘状況 (南西から)
235 SD31完掘状況 (南から)
236 SD31】ヒ面セクション

237 SD31南面セクション

238 X9Y2グ リッド (遺構外)銭貨出土状況 1(北西から)
239 X9Y2グ リッド (遺構外)銭貨出土状況 2
240 X9Y2グ リッド (遺構外)銭貨出土状況 3
241 X9Y2グ リッド (遺構外)銭貨出土状況 4
242 X9Y2グ リッド (遺構外)銭貨出土状況 5

図版18 出土遺物 (1)
図版19 出土遺物 (2)
図版20 出土遺物 (3)
図版21 出土遺物 (4)
図版22 出土遺物 (5)
図版23 出土遺物 (6)
図版24 出土遺物 (7)
図版25 出土遺物 (8)
図版26 出土遺物 (9)
図版27 出土遺物 (10)
図版28 出土遺物 (■ )
図版29 出土遺物 (12)
図版30 出土遺物 (13)
図版31 出上遺物 (14)
図版32 出土遺物 (15)
図版33 出土遺物 (16)その他の上器 (焼塩土器群)



第 1節 調査 に至る経緯 と調査体制

山梨県南アルプス市下宮地地内に株式会社パナホーム

山梨が計画を進めていた宅地分譲地造成工事予定地は、

南アルプス市埋蔵文化財包蔵地KG-139-東 出日遺跡
に隣接していることから、南アルプス市教育委員会と株

式会社パナホーム山梨が協議した結果、試掘 。確認調査

を実施することとなり、平成 17年 (2005)6月 13～ 24

日、7月 27日 に試掘・確認調査を実施した。その結果、

弥生時代中期、古墳時代初頭、平安時代の土器片の出土

とともに、竪穴建物跡や溝状遺構、土坑、炉跡と思われ

る遺構群も確認されたことから、遺跡の存在が確実視さ

れたために、開発をおこなう際には、坦蔵文化財の発掘

調査が必要であると判断した。なお、試掘調査の詳細な

報告については、南アルプス市教育委員会が平成 18年

(2006)に刊行した『平成 17年度埋蔵文化財試掘調査報

告書』 (南アルプス市埋蔵文化財調査報告書第 11集)を

参照されたい。

平成 18年 (2006)2月 に、南アルプス市教育委員会

および株式会社パナホーム山梨より、財団法人山梨文化

財研究所に対し、東出口遺跡の発掘調査の依頼があり、

三者で協議をおこなった結果、協定ならびに委託契約を

結んで発掘調査および報告書刊行に向けた整理作業にあ

たることとなった。

委託者である株式会社パナホーム山梨、受託者であ

る財団法人山梨文化財研究所、統括・指導監督機関であ

る南アルプス市教育委員会の三者で埋蔵文化財発掘調査

業務に係る協定書を締結し、委託者ならび受託者の二者

で、 (仮称)「エコライフタウン滝沢通り」建設に伴う埋

蔵文化財発掘調査及び報告書作成業務委託契約を締結し

事業にあたった。なお、現在は「エコライフタウ

ン サンフィールズ滝沢通り」という名称の住宅
分譲地となっている。

調査体制については以下のとおりである。

○調 査 主 体 財団法人 山梨文化財研究所

○調査担当者 平野 修 (財団法人 山梨文化財
研究所)

○発掘調査・整理業務参加者および協力者 (五十

音順)

秋山高之助、飯室恵子、加藤由利子、神田久

美子、工藤忠誠、窪田信一、小菅春江、小林

素子、桜井理恵、清水裕子、手塚松雄、中川

博子、中川美治、萩原 忠、古郡 明、穂坂美

佐子 (以上、発掘調査参加者)

岩崎満佐子、小林澄子、小林典子、竜沢みち

子、手塚由美、手塚理恵、日向シンテイア (以

上、整理業務参加者)

○統括・指導監督 南アルプス市教育委員会

第 2節 調査の方法 と経過

(1)調査の方法

発掘調査は、開発予定地内において遺構確認面まで掘

削が及ぶ道路予定地部分のみの調査であった。試掘調査

の結果で、古墳時代から平安時代の確認面と、弥生時代

の確認面が存在することが確認されていたが、調査経費

や期間などの関係で、弥生時代の確認面調査については、

試掘 トレンチ内だけに留めた。調査区は道路予定地に全

体にわたっているが、試掘調査で判明した工場跡地があ

るが故、撹乱掘削が著しい北側の東西ラインの一部と、

東側の南北ラインの一部を除いて、重機による表土層お

よび撹乱層の除去をおこなった。なお、調査の便宜を図

るため、西側から時計回りに「第 1ト レンチ」「第 2ト

レンチ」「第 3ト レンチ」という名称を付けて調査を実

施した (第 3図 。4図参照)。

表土除去作業終了後、開発予定地全体を覆うように国

土座標にあわせて、南北方向をX軸、東西方向をY軸と

し、 5mメ ッシュを基本とするグリッドを設定した。南

西隅を基点として、世界測地系座標 X=‐43790.000、 Y
=-2795.000を 原点 (X=0、 Y=0)と している。グリッ

ドの名称は南北方向を南からXO・ Xlo X2・ ―、東西方

向を西からYOo Yl・ Y2・ … とし、南西隅を基点として、

「XlYlグ リッド」と呼称した。

表土および盛土層の除去・掘削については重機を使用

したが、遺構調査については、すべて人力にて覆土を除

去し、発生土のつF出についても人力にておこなった。洪

第 I章 調査に至る経緯と経過

-1-



水層である砂礫層の一部が遺構覆土に混入しているた  4月 3日⑪ S18'10。 11、 遺構確認作業
め、その除去には大変苦慮した。確認された遺構は、確  4月 4日明 S18。 10。 11、 SK12～ 15、 SD10・ 11等調
認されたものから順次遺構番号を付して調査をおこなっ        査、遺構確認作業
ていったが、重複し新旧関係が不明瞭な遺構については、  4月 6日 l■l S17・ 8。 10。 11等調査、遺構確認作業
同時に調査をおこない、土層観察・出土遺物の様相から  4月 7日④ S111・ 12、 SK12～ 20調査、遺構確認作業
新旧関係の決定をおこなってから遺構番号を付したもの  4月 10日 ⑪ S111・ 12等調査、遺構確認作業
もある。                        4月 12日 m S111・ 12、 SK21等調査

出土した遺物については、原位置が半J明する直径 3 cm  4月 13日 lAI S111・ 12、 SK15～ 20・ 25・ 26、 SD12等

以上の大きさを測る土器片等については、極力、光波測        調査
量機によって各出土地点ごとにナンバリングをして取り  4月 14日 ⑥ S112、 SD12等調査、遺構確認作業
上げていった。遺構の測量についても光波測量機による  4月 17日 D S112等調査、遺構確認作業
平面測量を中心におこない、カマドなど小規模な遺構に  4月 18日 側 S112等調査、遺構確認作業
ついては、1/10,1/20の 縮尺を基本として、平板測量  4月 19日 9kl S112・ 13、 SD28・ 30・ 31、 SD16等調査
と遣り方測量も併用しておこなった。          4月 21日⑥ S112・ 13、 SD13・ 14・ 16、 SK27～ 29調査

光波測量に用いた機器およびシステムは以下のとおり  4月 24日 ⑪ S114。 15、 SK37～ 41、 SD14。 15等調査、
である。                              2ト レンチ内遺構調査開始

○光波測量機……TOPCON GTS-320F Ⅱ A      4月 25日 山 S114・ 15、 SK33～ 41・ 42～ 44、 SD16等

○データコレクタ……TOPCON FC-7             調査

○取り上げ 。図化ソフト……アイシン精機株式会社製  4月 26日卿 1ト レンチ完掘全景写真撮影、S117、 SD18
遺構くん                          等調査

なお、遺構の名称は、以下ような略称を使用した。   4月 27日 l■l S117、 SD18等調査、遺構確認作業
○竪穴建物……SI O掘 立柱 。礎石建物……SB   4月 28日⑥ S117、 SK45～ 67、 SD18～ 20等調査
○溝状遺構……SD O土 坑・ピット…SK      5月 1日 ⑪ S117、 SK50・ 57～ 67・ 69等調査、3ト レ

(2)調査の経過                          ンチ内遺構調査開始

平成 18(2006)年                   5月 3日 い S117。 18、 SD24～ 26等調査

3月 6日⑪ 調査事務所設置、調査区重機による表土剥  5月 3日 m S117・ 18、 SD24～ 26等調査
ぎ開始                   5月 4日い S117。 18、 SD24～ 26等調査

3月 7日卿 機材搬入                 5月 5日 ⑥ S117・ 18等調査

3月 8日い  1。 2ト レンチ表土剥ぎ完了。発掘調査開  5月 8日 ⑪ S117～ 19等調査、2ト レンチ完掘全景写
始、遺構確認作業                   真撮影

3月 9日い 3ト レンチ表土剥ぎ、遺構確認作業を並行  5月 9日 囚 S117～ 19等調査、遺構確認作業
して実施                 5月 10日 m S118。 20等調査、遺構確認作業

3月 10日③ 3ト レンチ表土剥ぎ完了。遺構確認作業を  5月 11日 1/kl S118。 20。 21等調査、遺構確認作業
並行して実施               5月 12日 ④ S120～ 23、 SK72等調査、遺構確認作業

3月 13日 ⑪  lト レンチ内遺構調査開始 基準杭および  5月 15日 偶)S120～ 23、 SK72～ 82、 SD27等調査、遺
グリッド杭設定                   構確認作業

3月 14日 m S11、 sDl・ 2等調査開始          5月 16日 m S121～ 23、 SD27等調査、遺構確認作業
3月 15日 m S12・ 3等調査開始             5月 17日 卿 S121・ 23・ 24。 26～ 28、 SK72～ 83、 SD27・ 28

3月 16日 い S11カ マド調査調査                  等調査

3月 17日 ① S14・ 5、 SD4等調査開始          5月 18日 l■l SK84～ 86等調査、遺構確認作業

3月 20日 n S11'4・ 5、 SK2～ 5等調査        5月 19日 ④ S123・ 24・ 28・ 29等調査、遺構確認作業

3月 22日 lkl S14、 SK4等調査             5月 21日 (日)S121。 23～ 25。 28・ 29等調査、遺構確認

3月 23日 lAI S14～ 7等調査                    作業

3月 24日⑥ S11～ 7等調査              5月 22日 D S123・ 25～ 27・ 30。 31、 SK73～ 95等調査

3月 27日⑪ S15～ 7等調査、遺構確認作業       5月 23日卿 S123～ 27・ 30、 SK93等調査

3月 28日 m S15～ 10、 SK5、 SD5等調査        5月 24日 m S122・ 23・ 25。 26。 30、 SK96～100等調査

3月 29日卿 S15～ 10、 SK5～ 8等調査             5月 25日い  S122。 23。 25。 26・ 30、 SK96～ 99、 SD29
3月 30日 l■l S15～ 10、 SK5～ 10、 SD6～ 8等調査         等調査

3月 31日④ S15'8。 10、 SK10・ 11、 SD9等調査     5月 26日⑥ S122・ 23。 26。 30・ 31、 SK102～ 114調査

-2-



5月 27日田

5月 29日偏)

5月 30日しい

5月 31日ω0

6月 1日 l■ l

6月 2日 ④

S122・ 23、 SK100。 106・ 110～ H4等調査
S122-24・ 26・ 28。 30。 31、 SKl15´ヤ118

等調査

S124・ 26・ 27～ 29。 32、 SKl19～ 125調査

S124・ 26,27-29。 31´Ψ33、  SK128^ヤ 131、

SD30,31等調査

S124・ 28,30～ 33、 SK127、 SD30・ 31等

調査

S124・ 28,30～ 33、 SK132～ 134等調査、

3ト レンチ完掘全景写真撮影

市遵 櫛形 14号線

6月 3日 ω ラジヨンヘリコプターによる遺跡全体空撮
6月 5日∩ 機材撤収、調査事務所撤去、現地調査終了。

調査面積 778∬ (部分的に 2面調査を実

施したため実質 933.6∬ )

6月 8日い 埋蔵文化財保管所および埋蔵文化財調査終
了報告、埋蔵物発見届けを、南アルプス市

教育委員会を経由し、山梨県教育委員会・

南アルプス警察署に提出する。

なお、整理作業は平成 18年 7月 以降、断続的におこ

ない、本報告書刊行に至った。

―

―

i― ―   引

第 2図 調査区設定図 (1/600)
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第 1節 遺跡の位置 と立地

東出口遺跡は、甲府盆地の西部、御勅使川扇状地上に

形成された滝沢川扇状地の微高地上に立地している。国

内第 2位の標高 3,193mを 測る北岳を筆頭に、間ノ岳、

仙丈ケ岳など南アルプス (赤石山脈)北部の 3,000m級
の高峰、名峰が連なる。櫛形山累層の最高峰である櫛形

山 (2051.7m)に 端を発する大和川・高室川・入増川・

塩沢川・深沢川が流下しながら合流して滝沢川となり富

士川 (釜無川)に合流する。滝沢川は、古来から水害が

頻発する河川として知られ、天丼川を形成していた。近

世以降、いくたびかの改修工事が試みられてきたが、近

年の大改修工事によって、築堤河道から、掘込河道への

転換がなされて、ようやく安定した河相を見せるに至っ

たが、多くの中小河川では未だ天丼川を形成し、複雑に

入り組んで釜無川に合流しており、大雨の際には浸水被

害を生じることが多いという。

南アルプス市北部を東流している御勅使川は、総面

積約 40平方km、 海抜 250～ 500mに及ぶ広大な扇状地

を形成し、現在では南アルプス市と韮崎市を分界してい

る大河川である。しかし同市百々に所在する百々遺跡や

甲西バイパス建設関連に伴う発掘調査成果から、御勅使

川は平安時代以前には、現在よりさらに南側を流下して

いたことが判明し、東出口遺跡が属する現在の同市十日

市場地区でも御勅使川の旧流路の存在が指摘され、本遺

跡は、御勅使川扇状地の扇端部、さらに滝沢川によって

形成された滝沢川扇状地の扇頂部付近の右岸地帯にあた

る。遺跡の標高は、275～ 277mを 測る。

第 2節 層 位

本遺跡の地形状況は、西方から東方にかけての緩傾斜

地であるが、ここでは、遺跡東端に位置する第2ト レン

チの状況を中心に記しておく (第 2・ 4図参照)。 遺構の

切り込み面は、中世段階では第 2層直下、余良～平安時

代段階では第 5層直下もしくは第 6層中である。平安期

の遺構確認面までの深度は、本遺跡西端に位置する S11

号竪穴建物跡では、現表土から約80cm、 本遺跡東端に位

置する S117号竪穴建物跡では lm60cmを測り、西から東

に行くに従って徐々に深度を増し、このことからも西方

から東方にかけて地形的に傾斜していることがわかる。

第 1層 表土&客土層
第 2層 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3小礫含む)
第 3層 黒褐色砂質土 (10YR3/2砂礫中心)
第 4層 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3小礫含むが第 2

層より少ない)

第Ⅱ章 遺跡の位置と環境

第 5層 黒褐色砂質土 (10YR3/2砂礫中心)
第 6層 褐色砂質土 (10YR4/6ほ とんど礫含まず)
第 7層 暗褐色砂質土 (10YR3/4ややンルト化)
第 8層  黒褐色砂質土 (10YR3/2や やシルト化、砂礫

も含む)

第 9層 暗褐色砂質土 (10YR3/3シ ル ト化やや顕著、
小礫を含む)

第10層 砂礫層
第11層  オリーブ褐色砂質土 (2.5Y4/4)

第 3節 歴史的環境

平成の市町村合併以前の行政区画のうえでは、本遺跡

は旧中巨摩郡甲西町域にあたるが、当該地域は旧若草町

や旧櫛形町の旧町域が複雑に入り組んでいる。本遺跡が

位置する下宮地地区には、『廷喜式』にみえる式内社巨

麻郡五座の一つと伝えられる神部神社が鎮座している。

その脇を現在の国道52号線が通り、中世から近世にかけ

ては河内路 (駿州往還)の「西郡路」とも呼ばれる陸上

交通路が通っており、いつくかの陸上交通路とも交差し

ている。古代を中心とした遺跡もこうした各ルート上に

沿うように検出されており、これらルートの起源が古代

まで遡れる可能性を示唆している。

本遺跡に隣接する遺跡としては、同じ滝沢川右岸の

旧若草町の向第 1遺跡、滝沢川左岸では旧若草町の溝呂

木道上第 5遺跡、旧櫛形町の枇杷B遺跡などがあり、弥

生時代中期から平安時代に至る集落遺跡が確認されてい

る。向第 1遺跡では奈良時代初頭の竪穴建物跡が検出さ

れ、集落跡の一部が確認されている。溝呂木道上第 5遺

跡では、弥生時代後期の竪穴建物跡 1軒、古墳時代後期

の竪穴建物跡 2軒、 8世紀および10世紀代の竪穴建物跡

5軒、土坑等が検出され、連綿と続く集落跡が確認され

ている。甲西バイパス建設に伴う発掘調査では、古墳時

代後期および腰帯具も出土した奈良 。平安時代の集落跡

である新居道下遺跡、条里型土地割が展開し、中世の木

棺墓が検出された二本柳遺跡も比較的近接した位置にあ

る。

また、市之瀬台地方面に目を向ければ、縄文時代中期

の大集落遺跡とともに、奈良 。平安時代における大集落

遺跡も存在した鋳物師屋遺跡や〆木遺跡等があり、律令

制段階において中心的な郷の存在が当該地に想定されて

いた。今回の本遺跡の発掘調査地は、これまで考古学デー

タの上では空白地帯でありその実態が不明瞭であった。

今回の発掘調査で律令制段階の集落遺跡が、市之瀬台地

の東側の滝沢川右岸地帯においても展開していることが

判明し、左岸地帯の大規模集落遺跡との有機的な関連が

示唆される。
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第 3図 遺跡の位置と周辺遺跡位置図 (1/50,000)(斉藤秀樹氏作成)
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第 1節 竪穴建物 (SI)

S11(第 5図 )
(位置)第 1ト レンチXlYlグ リッド内で検出されて
いる。遺構の大半が西側の調査区外に延びている。(重複・

遺存状況)溝状遺構である SD2と 重複しており、それ

を掘り込んで構築している。 (形態・規模等)形全体像
は不明であるが、形態は隅丸方形を呈するものと思われ、

規模は東西は現状で 0。94m、 南北は2.84mを測る。 (壁・

壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さ

は確認面から最大 48clllを 測り、床面は貼床で、カマ ド

前面部の一部で堅固な範囲が確認された。 (柱穴)検出

されていない。 (カ マ ド)東壁においてカマ ドと思われ

る炭化材および焼土粒を含む長楕円形を呈する掘り込み

を確認している。焼土の残存は顕著ではなく、調査区の

境界断面には天丼石状の扁平な礫が検出されている。(出

土遺物)遺物の出土量は、あまり多くないが、床面直上

および貼床内からの出土が多い。古墳時代前期の土器片

とともに、土師器イ (刻書土器含む)、 須恵器邦などの

小片が出土している。 (時期)カマド出土の土師器奏の

時期から、 9世紀代の所産と考えられる。

S12(第 5図 )
(位置)第 1ト レンチXlYlグ リッド内で検出されて
いる。遺構の大半が東側の調査区外に延びている。 (重

複・遺存状況)S13お よび溝状遺構であるSDlと重複し、

遺構の大半が同溝状遺構に破壊されており、竪穴部コー

ナー部分を検出したのみ。 (形態・規模等)形態 。規模
とも不明。 (出土遺物)特になし。 (時期)不明。

Si 3(第 5図 )

(位置)第 1ト レンチXlYlグ リッド内で検出されて
いる。S12と 同様、遺構の大半が東側の調査区外に廷び

ている。 (重複 。遺存状況)S12お よび SDlと 重複し、

遺構の大半が両遺構に破壊され竪穴部コーナー部分を検

出したのみ。 (形態・規模等)形態・規模ともか明。 (出

土遺物)特になし。 (時期)不明。

S14(第 5図 )
(位置)第 1ト レンチX2・ 3Ylグ リッド内で検出さ
れている。 (重複・遺存状況 )S15、 SK2～ 4、 SD4と

重複し、S15覆土上面一部を構築しており、SK2～ 4、

SD4に切られている。 (形態・規模等)形態は隅九方形

を呈するものと思われ、規模は東西 2.82m、 南北は推

定で 2.96mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出さ

れていない。竪穴部の深さは確認面から最大 24cmを 測

り、床面は堅固な範囲が部分的に確認された。 (桂穴 )

検出されていない。 (カ マ ド)東壁においてカマドと思

われる浅い長楕円形を呈する掘 りかたを確認している。

第Ⅲ章 検出された遺構と遺物

その周囲の覆土上面には、焼土と小礫を含む黒褐色砂質

土の範囲が舌状に覆っていた。当初はカマドとして捉え

ていなかったが、焼上の範囲が床面においても残存して

いたため、カマドとした。 (出土遺物)遺物の出土量は

非常に少なく、カマド掘りかた内からわずかに図示した

土器群が出土しているに過ぎない。 (日寺期)遺構の重複

関係およびわずかな出土遺物から、 9世紀以降の所産と

考えられる。

S15(第 6図 )
(位置)第 1ト レンチX3Ylグ リッド内で検出されて
いる。 (重複・遺存状況)S14お よびS16と 重複し、両

遺構に切られている。 (形態・規模等)形態は隅丸長方
形を呈するものと思われ、規模は東西は現状で 2.16m、

南北は 2.96mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出

されていない。竪穴部の深さは確認面から最大 40clllを

測り、カマド前面部の床面は堅固である。 (柱穴)検出
されていない。 (カ マ ド)北壁において焼土を含む精円

形の掘りかたを確認している。掘 りかたは比較的深く、

その底面は赤化し、土師器発片が据え置かれたような状

態で出土している。 (出土遺物)遺物の覆土上層を中心
に一定量出土しているが、床面レベル出土の遺物は極め

て少ない。 (時期)カマド出土土師器奏などから、 8世

紀代の所産と考えられる。

Si 6(第 7図 )

(位置)第 1ト レンチX3Ylグ リッド内で検出されて
いる。 (重複・遺存状況)S15と 重複し、同遺構を掘 り

込んで構築している。本遺構の南東部分の約 1/4が調査

区外にかかっている。 (形態 。規模等)形態は隅丸長方
形を呈するものと思われ、規模は東西 3.14m、 南北 2.74

mを測る。 (壁・壁溝。床面等)壁溝は検出されていない。

竪穴部の深さは確認面から最大 42clllを 測 り、床面は散

在的に堅固な部分が認められる。 (桂穴)検出されてい

ない。 (カ マ ド)検出されていない。おそらく調査区外
の東壁側に付設されていると思われる。 (出土遺物)覆

土上層を中心に散在的に出土しているが、土師器郭が破

砕した状態で、床面直上レベルおよび壁際から出上して

いるものもみられる。 (時期)出土土器などから、10世

紀前半代の所産と考えられる。

S17(第 8図 )
(位置)第 1ト レンチX4。 5Yl・ 2グ リッド内で検
出されている。 (重複・遺存状況)S18と ほぼ重なるよ

うに重複し、同遺構を掘り込んで構築している。本遺構

の大半が、後世の撹乱によって破壊されていたり、西側

の調査区外にかかっている。 (形態 。規模等)形態は隅

丸長方形を呈するものと思われ、規模は東西方向は不明

で、南北は 3.44mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は
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検出されていない。竪穴部の深さは、セクション断面の

観察から、確認面より最大 46cmを測 り、床面は散在的

に堅固な部分が認められる。 (柱穴)検出されていない。
(カ マ ド)東壁の南東隅近くに付設され、精円形状を呈

する浅い掘りかたが検出されている。羽釜片等がその内

部および周辺から出土している。 (出土遺物)遺物の出

土量は多い。覆土上層から床面レベルにかけてまでまん

べんなく出土している。 (時期)出土土器などから、10

世紀前半代の所産と考えられる。

S18(第 8図 )
(位置)第 1ト レンチX4・ 5Yl・ 2グ リッド内で検
出されている。(重複・遺存状況)S17と 後世の撹乱によっ

て大半が破壊されており、さらに西側の調査区外にか

かっている。 (形態 。規模等)形態は不明であるが、隅
丸方形を呈するものと思われる。規模は東西方向は 3.08

mを測り、南北方向は不明である。 (壁・壁溝・床面等)

壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面より

最大 22cmを 測 り、検出された範囲内では、堅固な床面

は認められない。 (柱穴)検出されていない。 (カ マ ド)
東壁の南東隅に付設され、石組みを伴っている。 (出土

遺物)遺物の出土量は多い。覆土上層から床面レベルに

かけてまでまんべんなく出土している。 (時期)出土土

器などから、10世紀前半代の所産と考えられる。

S19(第 9図 )
(位置)第 1ト レンチX5。 6Yl,2グ リッド内で検
出されている。 (重複・遺存状況)S110お よびSD6の上

層に構築されており、試掘調査時のトレンチ掘削によっ

て欠失し、さらにその大半が調査区外にかかっており、

北壁の一部を検出したに過ぎない。 (形態・規模等)形態。

規模とも不明。 (カ マ ド)検出されていないが、試掘 ト
レンチ西面セクションにおいて、カマドに伴うと思われ

る焼土層が確認されているため、おそらく東壁に付設さ

れていたものと思われる。 (出土遺物)特になし。 (時期)

S110と の重複関係から、10世紀前半以降の所産か。

S110(第 9図 )

(位置)第 1ト レンチX5・ 6Yl・ 2グ リッド内で
検出されている。 (重複・遺存状況)S19の 下層および

SD6の 上層に構築されており、試掘調査時の トレンチ

掘削によって竪穴中央部を欠失し、さらに竪穴西側の

1/3程度が調査区外にかかっている。 (形態 。規模等 )

形態は隅丸方形を呈するものと思われる。規模は東西

3.38mを 測り、南北 3.12mを測る。 (壁・壁溝・床面等)

壁溝は検出された壁下にめぐっている。竪穴部の深さ

は、確認面より34cmを測り、床面は部部的に貼床を施し、

比較的堅固である。(桂穴)ピ ット2基が検出されており、

ピット1については、柱痕跡を示す堆積状況を示すが、

深さ10cm程度の浅いものである。 (カマド)東壁の南東

隅に付設されている。掘りかたのみの検出であるが、燃

焼部内底面および焼土プロックを多く含む覆土下層から

は、袖石状の扁平な礫 1個、土師器郭と奏が出土してい

る。カマド覆土の上層は一括埋土の状況を示し、本来は

石組みを伴うカマドであるが、人為的に破壊された可能

性が高い。 (出土遺物)遺物の出土量は少なく、カマド

から主に出土している。 (時期)出土土器などから、10

世紀前半代の所産と考えられる。

SHl(第 10図 )
(位置)第 1ト レンチX6。 7Y2グ リッド内で検出さ
れている。 (重複 。遺存状況)SK9・ 10、 SD8。 12の上

層および SK23を 切って構築されている。試掘調査時の

トレンチ掘削によって南西部分を欠失し、さらに竪穴東

側の 1/3程度が調査区外にかかっている。(形態・規模等)

形態は隅丸長方形を呈するものと思われる。規模は東西

は現状で2.62mを 測り、南北は3.52mを 浪よる。(壁・壁溝・

床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確

認面より30cmを 測 り、床面はカマ ド周辺部が比較的堅

固である。 (柱穴)不明。 (カマド)北壁のほぼ中央に付

設されている。燃焼部掘りかたと袖石とみられる礫の一

部が残存しており、燃焼部内からは土師器甕片と、板状

の焼土化した粘土等が出土している。この板状の焼土化

した粘土は、カマド本体に貼った粘土だと思われる。カ

マ ド覆上の上層は一括埋土の状況を示し、本来は石組み

を伴うカマドであるが、人為的に破壊された可能性が高

い。 (出土遺物)遺物はカマド周辺部を中心に出土して

おり、土器等に混じリカマドから抜き取られたと思われ

る礫が、カマ ド前面部において集積した状態で出土して

いる。 (時期)出土土器などから、 9世紀前半代の所産

と考えられる。

S112(第 11図 )

(位置)第 1ト レンチX8・ 9Yl・ 2グ リッド内で検
出されている。 (重複 。遺存状況)重複関係は特にみら

れない。遺構の約 2/3以上が西側調査区外にかかるが、

遺存状況は比較的良好である。 (形態・規模等)形態は
隅丸方形もしくは長方形を呈するものと思われ、規模は

東西は現状で 2.28mを測 り、南北は 5,02mを 測 り、本

遺跡としては比較的大型の部類に入る。 (壁・壁清・床

面等)壁溝は検出された壁下にめぐっている。竪穴部
の深さは、セクション断面の観察から、確認面より最大

66cmを 測り深い。床面は散在的に堅固な部分が認められ

る。 (桂穴)柱穴と考えられるピット等は検出されてい

ない。 (カマド)東壁の南東隅に付設され、石組みを伴っ

ている。燃焼部内の覆土上層から中層にかけて土師器郭・

甕等がまとまって出土している。カマド埋土の上部は人

為的に埋め戻されており、これら遺物は故意に埋設され

た可能性が高い。 (出土遺物)遺物はカマ ド内およびそ
の周辺部からややまとまって出土しており、緑釉陶器香

炉片が出土していることは注目される。こうした土器等

に混じり竪穴内北側では、礫が集積した状態で床面直上

から出土しており、その礫群を除去したところその下部
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からは精円形を呈し、焼土ブロックおよび炭化物を含む

黒褐色砂質土の覆土をもつ浅い掘りかたが 2基検出され

た。礫の中には、砥石と使用されたもの (第45図 40)が

見受けられたり、被熱したものがみられ、カマドの袖石

として使用された礫も含んでいる可能性が高い。 (日寺期)

出土土器などから、10世紀前半代の所産と考えられる。

SI刊 3(第 11図 )

(位置)第 1ト レンチX9Y4・ 5グ リッド内で検出さ
れている。 (重複 。遺存状況)他遺構との重複関係はな
いが、試掘調査時のトレンチ掘削によって欠失し、さら

にその大半が南側調査区外にかかっており、竪穴北側の

一部を検出したに過ぎない。 (形態・規模等)形態は不明。

規模は南面セクション断面観察から、東西約 404mを

測る。南北方向は不明。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検
出されていない。竪穴部の深さは、上部の整地層が深く

及んでおり、確認面からの深さは約 6 cmを測るに過ぎな

い。床面は散在的に堅固な箇所が認められる。ピットが

数基検出されているが、その性格は不明。 (炉・カマド)

火処と思われる痕跡は検出されていない。 (出土遺物 )

特になし。 (時期)不明。

Sl1 4(第 12・ 13図 )

(位置)第 1ト レンチX9Y3・ 4グ リッド内で検出さ
れている。 (重複・遺存状況)S115、 SK35～ 38と 重複

関係にあるが、それらとの新旧関係は定かではない。た

だ SK35。 36は本遺構に伴うピットの可能性がある。本

遺構は、試掘調査時の トレンチ掘削によって欠失し、さ

らにその大半が南側調査区外にかかっており、全体的に

遺存状態は良くない。 (形態・規模等)形態は隅丸方形
を呈すると思われ、規模は東西方向のみ約 3.92mを測る。

南北方向は不明。 (壁・壁溝 。床面等)壁溝は検出され
ていない。上部の整地層が深 く及んで、壁も部分的な検

出であり、竪穴部の深さは、確認面からの深さは約 24

cmを測る。床面は散在的に堅固な箇所が認められる。ピッ

ト2基 (SK35・ 36)が検出されているが、その性格は不明。

(炉・カマド)火処と思われる痕跡は検出されていない。

(出土遺物)出土遺物は少ない。図示できたのは、 8世

紀代と思われる土師器小片と古墳時代土師器小片のみで

ある。 (時期)不明。

SH5(第 12・ 13図 )
(位置)第 1ト レンチX9。 10Y4グ リッド内で検出さ
れている。 (重複・遺存状況)S114、 SK31・ 33・ 34・ 37

～40と 重複関係にあるが、それらとの新旧関係で明確に

なっているのはSK31のみで、SK31が本遺構を掘 り込

んで構築している。その他の SK遺構は、本遺構に伴う
ピットの可能性がある。本遺構も試掘調査時のトレンチ

掘削によって欠失し、さらにその一部が南側調査区外に

かかっており、全体的に遺存状態は良くない。 (形態・

規模等)形態は隅九長方形を呈すると思われ、規模は東
西方向のみ約 4,30mを測る。南北方向は不明。(壁・壁溝・

床面等)壁溝は検出されていない。上部の整地層が深く

及んで壁も部分的な検出であり、竪穴部の深さは、確認

面からの深さは約22cmを 測る。床面は散在的に堅固な箇

所が認められる。ピット・土坑が 6基 (SK33,34。 37

～ 39)検出されている。本遺構に伴う柱穴や床下土坑

である可能性はあるが詳細は不明。 (炉・カマ ド)火処
と思われる痕跡は検出されていない。 (出土遺物)出土

遺物は、古墳時代前期を中心とする小片が主体的に出土

している。竪穴覆土内からは平安時代の土師器片や須恵

器片がわずかに出土しており、SK遺構内からは古墳時

代前期土器片が主に出土している。 (口寺期)古墳時代前

期か。

Sl1 6(第13図 )

(位置)第 2ト レンチX9・ 10Y14グ リッド内で検出
されている。 (重複・遺存状況)SK50・ 58・ 66、 SD19

と重複関係にある。本遺構が SK66と SD19の上部に構

築し、SK50・ 58と の新旧関係は定かではない。壁面検

出でその大半が東側調査区外にかかっており、竪穴西側

の範囲も想定に過ぎない。 (形態・規模等)形態は不明。

規模は東面セクション断面観察から、南北約 5.25mを

測る。東西方向は不明。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検

出されていない。竪穴部の深さは確認面からは約 36clll

を測る。ピットが 2数基検出されているが、その性格は

不明。 (炉・カマ ド)火処と思われる痕跡は検出されて
いない。 (出土遺物)特になし。 (時期)不明①

SH 7(第 14・ 刊5図 )

(位置)第 2ト レンチX8・ 9Y14・ 15グ リッド内で検

出されている。 (重複 。遺存状況)SD24が、本遺構の

覆土上層部分を掘 り込み重複している。遺構の約 1/4程

度が西側調査区外にかかる。本遺構北側は、重機による

遺構確認の段階で、やや掘削し過ぎたため、棚状施設の

一部を欠失している。 (形態・規模等)建物全体形態は

隅丸長方形を呈する。竪穴部の形態は隅丸方形を呈する。

建物全体の規模は東西は現状で 440m、 南北も現状で

3.50mを測る。竪穴部の規模は東西 3.54mを測 り、南

北は 3.14mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は、竪穴

部東壁から南壁にかけてめぐっている。竪穴部の深さは、

セクション断面の観察から、確認面より最大50cmを測り

深い。床面は散在的に堅固な部分が認められ、竪穴部中

央部では浅い土坑状の掘りかたが検出されている。また、

カマド前面部周辺で、焼土・炭化物範囲が確認されてい

るが、いずれも床面上数cIIlの レベルで確認されている。

(柱穴 。その他施設)建物跡から5基のピット等は検出
されている。柱穴かどうかは不明だか、カマド南脇で検

出された土坑状ピットは貯蔵穴的な性格が強い。また、

本遺構周辺で検出されているSK53・ 54・ 60'71は 、埋

土状況および位置等からみて、本建物跡の竪穴壁外柱穴

の可能性もある。その他、棚状施設およびテラス状施設

を有しており、東側棚状部の東西幅は最大 1.12mを測る。
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(カマド)竪穴部東壁の中央部に付設され、石組みを伴っ
ている。煙道部はトンネル状を呈する。燃焼部の袖石は

ほとんど抜き取られており、抜き取リピットが検出され

ている。 (出土遺物)遺物はカマ ド内および竪穴内全体、
棚部から散在的に出土している。第46図 4の土師器皿は、

テラス部から転落したような状態を示している。また、

刀子・鎌・苧引金等の鉄製品や、鉄津の出上が比較的目

立っている。 (時期)出土土器などから、 9世紀後半代
の所産と考えられる。

SH 8(第 16図 )

(位置)第 3ト レンチX4・ 5Y12グ リッド内で検出さ
れている。 (重複・遺存状況)SD28。 30と 重複してい

る。両 SD遺構の痕跡が、本遺構のセクション断面にお
いて認められないことから、本遺構が両 SD遺構を掘り
込んで構築していると思われる。本遺構南東コーナー部

分の一部が南側調査区外にかかる。 (形態・規模等)形
態は隅丸長方形を呈する。規模は東西 4.84m、 南北 3.50

mを測る。 (壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていな
い。竪穴部の深さは、南面セクション断面の観察から、

確認面より最大 70cmを 測る。床面は貼床が施され、散

在的に堅固な部分が認められる。カマ ド前面部では浅い

土坑状の掘りかたが検出されている。(柱穴。その他施設)

建物柱穴等と考えられる遺構は検出されていない。 (力

マド)東壁の南東隅寄りに付設され、石組み等は残存せ

ず、掘りかたのみの検出されている。焼土層は顕著では

なく、燃焼部からは袖石の抜き取り痕と思われるピット

が検出されている。 (出土遺物)遺物はカマ ド内および
竪穴内全体から出土している。特に南壁および西壁付近

の覆土中層レベル、カマド南西部の覆土中層から下層に

かけてややまとまって出土している。 (時期)出土土器
などから、 9世紀前半代の所産と考えられる。

S119(第 17図 )

(位置)第 3ト レンチX5Y12グ リッド内で検出されて
いる。 (重複・遺存状況)他遺構との重複関係は特にみ
られない。本遺構の大半は北側調査区外にかかっており、

検出された範囲はごく僅かである。 (形態・規模等)形態・

規模ともに不明。 (壁 。壁清 。床面等)壁溝は検出され
ていない①竪穴部の深さは、北面セクション断面の観察

から、確認面より最大 58clllを測る。 (炉・カマ ド)火処
と思われる痕跡は検出されていないが、北面セクション

断面において、カマド構築土と焼土層が確認できる。こ

のことから東壁にカマ ドが付設されていた可能性が高

い。 (出土遺物)床面上のやや浮いたレベルから、土師
器郭片および礫等が出土している。(時期)出土土器から、

10世紀前半代の所産と考えられる。

S120(第 17図 )

(位置)第 3ト レンチX2・ 3 Y llグ リッド内で検出さ
れている。 (重複 。遺存状況)他遺構との重複関係は特
にみられない。本遺構の大半は西側と南側調査区外にか

かっており、さらに試掘調査時のトレンチ掘削によって

本遺構西側を一部欠失している。 (形態 。規模等)形態
は隅九方形もしくは長方形を呈すると思われ、規模はと

もに現状で東西 1.52m、 南北 3.88mを測る。 (壁・壁溝・

床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、西

面セクション断面の観察から、確認面より最大 36cmを

測る。床面は概して軟弱である。 (カ マ ド)カ マドは東

壁ほぼ中央部分に付設され、掘りかたのみの検出である。

(出土遺物)遺物は、カマ ド燃焼部内からの出土にほぼ
限られる。底部外面に線刻をもつ土師器皿片・奏片、雁

又式の鉄鏃および棒状鉄製品等が出土しており、カマド

覆± 1・ 2層中からまとまって出土している。さらに人

頭大の角礫も出土している。 (時期)出土土器から、10

世紀代の所産と考えられる。

S121(第 17・ 18図 )

(位置)第 3ト レンチXl・ 2Y H。 12グ リッド内で検
出されている。 (重複 。遺存状況)S125と 重複しており、

本遺構が S125を掘 り込んで構築している。本遺構の約

1/3程度が南側および西側調査区外にかかる。 (形態・

規模等)形態は隅丸長方形を呈すると思われる。規模は

東西 2.96m、 南北は現状で 2.86mを測る。 (壁・壁溝・

床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、西

面セクション断面の観察から、確認面より最大 37cmを

測る。床面は散在的に堅固な部分が認められる。 (柱穴・

その他施設)特に検出されていない。 (カ マド)東壁に
付設され、袖部の石組みおよび燃焼部の一部が検出され

ており、その大半が調査区外にかかる。 (出土遺物)遺
物はカマ ド周辺部および竪穴内全体から散在的に出土し

ている。竪穴覆土中層から下層にかけて土師器郭・甕を

はじめ、灰釉陶器、須恵器、刀子、鉄津が出土しており、

それらに混じり礫が床面直上レベルから数点出上してい

る。 (時期)出土土器などから、10世紀半ば頃の所産と

考えられる。

S122(第 18図 )

(位置)第 3ト レンチX2・ 3Y12グリッド内で検出さ
れている。 (重複 。遺存状況)S125と 重複しており、本

遺構がS125に 掘 り込まれている。本遺構の約1/3～ 1/4

程度が東側調査区外にかかる。 (形態・規模等)形態は
隅丸長方形を呈すると思われる。規模は東西が現状で

2.36m、 南北は 322mを 測る。 (壁・壁溝・床面等)壁

滞は検出されていない。竪穴部の深さは、東面セクショ

ン断面の観察から、確認面より最大 46cmを測る。床面

は散在的に堅固な部分が認められる。炭化材および焼土

と炭化物混じりの黒褐色砂質土の範囲が、竪穴中央部分

にかけてみられる。 (柱穴。その他施設)主に壁際に沿っ

て、柱穴状ピットが ■基検出されている。 (カマド)検
出されていないが、東側調査区際において、焼土化した

硬化面の範囲と、カマ ド構築上の痕跡と思われる白色粘

土の範囲が確認されている。おそらく、カマドは東壁に
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付設されているものと思われる。 (出土遺物)遺物は北

壁および南壁壁下から散在的に出土している。土師器郭・

奏片をはじめ、土錘や棒状、鉄津、砥石等も出土してい

る。 (時期)出土土器などから、 9世紀前半代の所産と

考えられる。

S123(第 19。 20図 )

(位置)第 3ト レンチX4・ 5Y10・ 11グ リッド内で検

出されている。 (重複・遺存状況)S124・ 32、 SD30と 重

複している。本遺構がいずれの遺構を掘り込んで構築し

ている。本遺構の南西隅付近が調査区外にかかる。 (形

態・規模等)形態は隅九方形を呈すると思われる。規模
は東西 3.82m、 南北 3.26mを測る。 (壁・壁溝 。床面等)

壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面より

最大 56cmを 測る。床面は貼床で、散在的に竪固な部分

が認められるが、やや不明瞭。 (柱穴 。その他施設)特
に検出されていないが、貝占床下部からは、土坑・ピット

状の浅い掘りかたが数基検出されている。 (カ マ ド)カ

マドは2基併設する。東壁の南東隅コーナー近く付設さ

れるもの 《カマド1》 と、北東隅に付設されるもの 《カ

マド2》 がある。当初、両カマドは時間差を有するもの

と思われたが、竪穴全体の埋土の状況から、両カマドは

同時併存していた可能性が高い。両カマドともに故意に

破壊された状況がうかがえる。カマド1は、袖部の石組

みの一部が残存しているが、カマド2は残存していない。

しかしカマド掘りかたから、袖石の抜き取り痕と思われ

るピットが検出されているため、石組みを伴っていた可

能性が高い両カマドともに、袖部は、石組みと灰黄褐色

土と黒褐色上の混合上で構築されていたと思われる。燃

焼部下部と煙道部にかけて、焼土化がともに顕著であり、

遺物の出土状況も酷似している。 (出土遺物)遺物の出

土量は多い。土師器邦・皿 。奏・羽釜、ロクロ整形土師

器小型甕、灰釉陶器椀 。壼等豊富である。遺物は、両カ

マド内およびその周辺部から集中的に出土している。カ

マド1。 2からはともに土師器羽釜が出土し、カマド1

の前面部からは灰釉陶器椀が伏せられた状態で出土して

いる。さらにカマド1北側脇からは、全長約20cmを測る、

やや大振 りな鉄製刀子が出土している。 (時期)出土土

器などから、10世紀前半代の所産と考えられる。

S124(第 19。 20図 )

(位置)第 3ト レンチX5Y10。 11グ リッド内で検出さ
れている。(重複・遺存状況)S123。 29・ 32と 重複しており、

本遺構が S129。 32を掘 り込み、S123に 掘 り込まれてい

る。現代の撹乱坑が竪穴西側の一部に及んでいる他、本

遺構の北側の約 1/4程度が北側調査区外にかかる。 (形

態・規模等)形態は隅丸方形を呈すると思われる。規模
は東西 3.88m、 南北は現状で 3.02mを 測る。 (壁・壁溝・

床面等)壁溝は東壁から南壁の一部の壁下で検出されて
いる。竪穴部の深さは、北面セクション断面の観察から、

確認面より最大 68cmを測る。床面は貼床で、散在的に

堅固な部分が認められる。 (柱穴 。その他施設)竪穴内
において柱穴状ピットは検出されていないが、本遺構周

辺で検出されているSK84～ 87・ 90。 91は、埋土状況

および位置等から考え、本建物跡の竪穴壁外柱穴の可能

性がある。 (カ マ ド)焼土・炭化物・灰褐色粘質土等を

覆土にもつ楕円形を呈する掘りかたが、北側調査区際に

おいて検出されている。覆土および位置的状況から、カ

マ ドの痕跡とみてよかろう。 (出土遺物)遺物は撹乱部

分を除いて、竪穴内のほぼ全域にわたって散在的に出土

している。出土量はさほど多くはないが、土師器郭・奏

片をはじめ、内面に磨痕がみられる須恵器奏片などが出

土している。 (時期)出土土器などから、 9世紀前半代
の所産と考えられる。

S125(第 17・ 18図 )

(位置)第 3ト レンチX2Y ll・ 12グリッド内で検出さ

れている。 (重複・遺存状況)S121と 重複している。本

遺構が S121に掘り込まれており、その大半が久失して

いる。 (形態・規模等)形態は不明。規模は東西 2.90m、

南北は現状で 0.74mを測る。 (壁 。壁溝・床面等)壁溝
は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面より最大

16cmを測る。床面は散在的に堅固な部分が認められる。

(柱穴 。その他施設)特に検出されていない。 (カ マ ド)

北壁に付設されている。袖部は灰黄褐色土と石組で構築

されており、天丼部は破壊されている。袖部内側は焼土

化が顕著であり、土師器郭および羽釜片が燃焼部覆土中

層から主に出土している。 (出土遺物)遺物は前述 した

とおリカマ ド内から主に出土している。 (時期)出土土

器などから、10世紀前半から半ば頃の所産と考えられ

る。

S126(第 21図 )

(位置)第 3ト レンチX4・ 5Y8・ 9グ リッド内で

検出されている。 (重複・遺存状況)S127、 SK94。 95、

SD31と 重複している。本遺構が SD31の上部に構築し、

S127、 SK94・ 95に掘り込まれている。現代の撹乱坑が

竪穴西側の一部に及んでいる他、試掘 トレンチによって

一部欠失し、本遺構の約 1/3程度が南側調査区外にかか

る。 (形態・規模等)形態は隅丸長方形を呈すると思わ

れる。規模は東西 3.84m、 南北は現状で 2.40mを測る。

(壁・壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部

の深さは、南面セクション断面の観察から、確認面より

最大 44cmを 測る。床面は貼床で散在的に堅固な部分が

認められる。 (桂穴 。その他施設)貼床下部からは、土

坑・ピット状の浅い掘りかたが数基検出されている。 (力

マド)東壁に付設され、袖部の石組みの一部が壁面にて

検出されており、その大半が調査区外にかかる。 (出土

遺物)遺物はカマド周辺部において袖石状の礫が散在 し、

それらに伴って焼土範囲が確認されている①遺物は土師

器郭・皿・蓋・奏・羽釜、灰釉陶器重等が、竪穴覆土上

層から中層から下層にかけて主に出土している。 (時期 )
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出土土器などから、 9世紀末～ 10世紀初頭頃の所産と

考えられる。

S127(第 22図 )

(位置)第 3ト レンチX5Y9・ 10グ リッド内で検出
されている。 (重複・遺存状況)S126・ 28。 34、 SK92、

SD29・ 31と 重複している。S134が本遺構を掘 り込んで

いる他は、本遺構がその他の遺構を掘り込んで構築して

いると思われるが、SK92と のあいだに新旧関係がある

かどうかは不明である。また、現代の境乱坑が竪穴北東

側で一部及んでいる他、試掘 トレンチによって 1/2以上

一部欠失、本遺構北側の一部が北側調査区外にかかる。

(形態・規模等)形態はいびつな隅丸長方形を呈すると
思われる。規模は東西 436m、 南北方向は不明。 (壁・

壁溝・床面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、

北面セクション断面の観察から、確認面より最大 64cm

を測る。床面は全体的にやや不明瞭。(桂穴。その他施設 )

SK88。 89は本遺構に伴うと思われる小ピットで、覆土

には多量の焼土が混入しているが、その性格については

不明。 (カ マ ド)覆土に多量の焼土ブロックと炭化物を

含んだ SK92と した浅い土坑状の掘 りかたが、その可能

性の一つとして考えられる。試掘 トレンチよって床面が

分断され、竪穴床面との連続性が捉えられないが、竪穴

南西隅にあたるという位置的な状況からみて、本遺構の

カマ ドであることは充分考えられる。 (出土遺物)出土

遺物は極めて少なく、北壁北西隅付近から土師質土器小

皿片等がわずかに出土しているのみ。 (時期)出土土器

などから、11世紀末～12世紀初頭頃の所産と考えられる。

S128(第 23図 )

(位置)第 3ト レンチX4・ 5Y9。 10グ リッド内で検
出されている。 (重複・遺存状況)S127、 SK92、 SD29

と重複している。本遺構がすべての遺構に掘り込まれて

いる。また、現代の撹乱坑が竪穴中央部分に及んでいる

他、試掘 トレンチによってその大半を欠失し、本遺構

の約 1/4程度が南側調査区外にかかる。 (形態・規模等)

形態は隅九方形を呈すると思われる。規模は東西 3.12m、

南北は現状で 2.40mを測る。 (壁・壁溝 。床面等)壁溝
は検出されていない。竪穴部の深さは、南面セクション

断面の観察から、確認面より最大 40cmを 測る。床面は

検出された範囲は狭いが、散在的に堅固な部分も認めら

れる。 (柱穴・その他施設)特に検出されていない。 (カ
マ ド)東壁に付設され、その大半が調査区外にかかる。
袖部は石組みと白色粘土・黒褐色土混じりの責褐色砂質

土で構築されている。 (出土遺物)遺物は主にカマド内
およびその周辺部において出上している。土師器郭・甕・、

灰釉陶器椀等がみられる。 (時期)出土土器などから、
10世紀前半～半ば頃の所産と考えられる。

S129(第 19・ 20図 )

(位置)第 3ト レンチ X5Y10グ リッド内で検出されて
いる。 (重複 。遺存状況)S124と 重複している。本遺構

が S124に掘り込まれており、その大半が欠失している。

(形態・規模等)形態・規模ともに不明。 (壁・壁溝・床
面等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、北面
セクション断面の観察から、確認面より最大34cmを測る。

床面は不明瞭。 (柱穴 。その他施設)検出されていない。

(炉・カマド)火たについては不明。 (出土遺物)特にな
し。 (時期)重複関係から、 9世紀前半代以前の所産と
しかいえない。

S130(第 23・ 24図 )

(位置)第 3ト レンチX4・ 5Y7・ 8グ リッド内で検
出されている。 (重複 。遺存状況)S131、 SK126。 132～

134と 重複している。本遺構がすべての遺構を掘 り込ん

で構築している。また、現代の撹乱坑および試掘 トレン

チが、本遺構東側部分に及んで欠失している他、本遺構

南側のほんの一部が南側調査区外にかかる。 (形態・規

模等)形態は隅九方形を呈すると思われる。規模は東西
2.02m、 南北は現状で 2.72mを測る。 (壁・壁清・床面

等)壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、南面セ

クション断面の観察から、確認面より最大 24cmを 測る。

床面は貼床で散在的に堅固な部分が認められる。 (柱穴・

その他施設)特に検出されていない。 (カ マ ド)明確な
火処は検出されていない。SK126の 上面部分で調査当

初、焼上の範囲が顕著に認められ、カマドと想定して調

査を進めたところ、その掘りかたが土坑状を呈したこと

からカマ ドとは認定しなかった。しかしその後の検討に

よって、焼土は SK126覆土第 1層にあたり、その断面

形状が皿状を呈することから、SK126覆土第 1層部分が、

S130の カマ ド燃焼部の掘 りかたの一部である可能性が

考えられる。 (出土遺物)遺物はこの K126覆土第 1層
の焼土範囲周辺部から主に出土している。 (時期)出土

土器などから、10世紀前半頃の所産と考えられる。

Si31(第 23・ 24図 )

(位置)第 3ト レンチX4・ 5Y7・ 8グ リッド内で検
出されている。 (重複 。遺存状況 )S130、 SK126・ 132

～ 134と 重複 している。S130が本遺構を掘 り込んで構

築しており、SK126・ 132～ 134は本遺構に伴う床下土

坑と考えられる。また、現代の撹乱坑および試掘 トレ

ンチが、竪穴東部分を分断中央部分に及んで欠失してい

る。 (形態・規模等)形態は隅丸長方形を呈し、規模は

東西 406m、 南北 2.78mを測る。 (壁・壁溝・床面等 )

壁溝は検出されていない。竪穴部の深さは、確認面よ

り最大 12cmを 測る。床面は貼床で散在的に堅固な部分

が認められる。 (柱穴 。その他施設)前述のとおり、床

面下からSK126。 132～ 134と した土坑が検出されてい

る。また遺構番号は付けなかったが、竪穴北東隅でも土

坑状の掘 りかたが検出されている。 (カマ ド)東壁に付
設され、掘りかたのみの検出である。焼土ブロックが各

層に混入する程度で、焼土は顕著ではない。掘りかた内

から、土師器奏片がわずかに出土している。 (出土遺物 )
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遺物の出土量は少ない。カマド内出土の他、床下土坑の

SK132か らはやや大型の上錘が 1点出土している。 (時

期)出土土器などから、10世紀前半頃の所産と考えら

れる。

Si32 (第 19・ 20図 )

(位置)第 3ト レンチX4・ 5Y10。 11グ リッド内で検

出されている。 (重複 。遺存状況)S123・ 24と 重複して

いる。本遺構は S123・ 24の下部から検出されたもので、

壁の一部が残存する程度で、遺存状況は極めて悪い。 (形

態・規模等)形態 。規模とも不明。 (壁・壁溝・床面等 )

部分的に検出された壁から竪穴部の深さは 8 clllを測る。

(柱穴 。その他施設)本遺構に伴うと思われるピット1
～ 3が検出されている。 (カ マ ド)明確な火処は検出さ

れていないが、ピット1が覆土の状況、検出位置等から、

本遺構のカマ ドの残骸ではないかと考えられる。 (出土

遺物)遺物は上層遺構のものと判別しにくい状況にある

が、土師器郭・奏、須恵器重などが出土している。須恵

器重は底部破片であるが、その形状からいわゆる「壼 G」

の可能性が高い。 (時期)出土土器などから、 8世紀末
～ 9世紀前半代の所産と考えられる。

Si33(第 24図 )

(位置)第 3ト レンチX5Y2・ 3グ リッド内で検出さ
れている。 (重複 。遺存状況)SK102～ 104と 重複して

いる。いずれも本遺構覆土上部から掘り込んで構築して

いる。また本遺構の西側と南側は、現代の撹乱坑と試掘

トレンチによって久失し、北側は調査区外にかかってお

り、検出された範囲はごく僅かである。 (形態・規模等)

形態は不明。規模は東西南北方向ともに現状で、1.88m

×1.18mを 測る。 (壁 。壁溝・床面等)壁溝は検出され

ていない。竪穴部の深さは、北面セクション断面の観察

から、確認面より最大 28cIIlを 測る。床面は散在的に堅

固な部分が認められる。 (桂穴 。その他施設)本遺構に

伴うと思われるピットとが 1基検出されている。 (炉・

カマ ド)火処と思われる痕跡は検出されていない。 (出
土遺物)床面上やや浮いたレベルから、ウルシが付着し

た土師器イ等が出上している。また、覆土上層からは馬

歯の一部も出土している。 (時期)出土土器から、10世

紀前半～半ば頃の所産と考えられる。

S134(第 22図 )

(位置)第 3ト レンチX5Y8'9グ リッド内で検出さ
れている。 (重複・遺存状況)S127と 重複している。遺

構の大半は北側調査区外にかかっており、S127を掘 り

込んで構築している。本来の遺構確認面がかなり上方に

あり、かつ遺構の掘り込みが浅いこと、そして現在の撹

乱坑によってかなり破壊を受けていたことから、表土剥

ぎ段階で、遺構の大半を欠失してしまったため、壁面の

みの検出となっている。 (形態・規模等)形態は不明。
規模は東西方向のみ現状で 2.76mを測る。 (壁・壁清・

床面等)竪穴部の深さは、北面セクション断面の観察か

ら、確認面より最大16cmを測る。 (カ マ ド)火処はおそ
らくカマドだと思われるが、焼土層を含む皿状の掘りか

たが、北面セクション断面でで確認できる。このことか

ら東壁側にカマドが付設されていた可能性が高い。 (出

土遺物)特にない。 (日寺期)S127と の重複関係から、12

世紀以降の所産と考えられる。

第 1表 東出口遺跡SI(竪穴建物跡)データー覧表

穴

号

堅

番
図
号

挿

番
位置

(Grid)
重 複 平面形態

長軸 X短軸 (m)
( )=現存値
[ ]=推定値

壁 ズ 司
'深
さ

(m)

( )=現存値

壁尺部 薗榎 (面 ,

(カ マ ド含 む )

( )=現 存値

軸

位

主

方

カマ ド

・炉

位置

時期 備  考

第 5図 SD2 不  明 284× (094) (237) 東壁 9C前 尭塩土器片出土

第 5藤 不  明 不 明 不明
SDlに よつて大半を欠失
している

第5藤 12、  SDl 不  明 不 明 不 明
SDlに よつて大半を欠失
している

第 5区 (2・ 3Yl
15、  SK2-
、 SD4

隅九方形 282× [296] 0 24 (713) NE92 東壁中央
S15覆土上面の一部を掘

り込んで構築

第 6区 隅丸長方形 296× (216) (6 94) NW5 北壁 8C前 先塩土器片出土

第 7区
X3・ 4Yl・

2
隅丸方形 ? 314× 274 (569) NV99 東壁か

‐ＯＣ前

”半

S17 第8区
X4・ 5Yl・

2
隅丸方形 ? (0 46) 配 ■0

東壁南東
隅寄り

‐ＯＣ前

”半

第 8区
X4・ 5Yl・

2
17 不  明 308×  一 NEl10 南東隅壁

‐ＯＣ前

”半

第 9区 X5・ 6Yl 110、  SD6 不  明 東壁 か 不 明 110の 上部に構築

第 9屁
X5・ 6Yl

2
S19、  SD6 隅丸方形 ? 338× 312 NV79 南東隅壁

‐ｏＣ前

”半

第10区 X6・ 7Y2
SK9。 10・ 23

SD8・ 12
隅丸長方形 352× (262) (783) NE5 北壁 一則

第■区
X8・ 9Yl

2
な し

隅丸方形もし

くは長方形
502× (228) (0 66) (1057) NW81 南東隅壁 鰤

”半第■図 X9Y4・ 5 な し 不  明 404× 一 (0 06) NE9 不 明 不 明 出土遺物ほとんどなし

紳
・‐３図

X9Y3・ 4
S115、  SK35・

86・ 37・ 38
隅丸方形 392× 一 0 24 NE28 下明 不 明

穀
・‐３図

X9。 10Y4

S114、  SK31
33・ 34・ 37・

38・ 39。 40

隅丸長方形 ? 430× 一 0 22 NE33 不明 繊嗽酸
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穴

号

竪

番

図

号

挿

番
位置
(Grid)

重  複 平面形態
長軸 X短軸 (m)
( )=現存値
[ ]=推定値

堅穴部深さ

(m)

( )=現 存値

竪穴部面積 (ド )

(カ マ ド含む)
r 、=錦た楢

主軸

方位

カマド
・炉
希詈

時期 備   考

第 13区
X9'

10Y14

SK50・ 58・

36、  SD19
不  明 525×  一 0 36 不 明 不 明

第 14
'15図

X8・

9Y14・ 15
SD24 隅丸長方形

竪穴部
354× 314
棚状施設部幅
1 12-0 40
建物長

`440Ⅲ

×rA 5o、

0 50 (861) NE105
竪穴部
南東壁

9C後 ヽ

10C初

棚状・テラス状施設あ
り、竪穴壁外柱穴を伴 う
可能性あり

第16図 5Y12 隅丸長方形 484× 350 0 70 北壁北東
隅寄り

9C前 焼塩上器片出土

菊 17区 X5Y12 な し 不  明 0 58 NE104 東壁か

第 17図 X2・ 3Yll な し
隅丸方形もし

くは長方形
(388)× (152) 0 36 (376) NE106 東 壁

10C前
～半 ?

第 17
.18図
Xl

2Yll・ 12
S125 隅丸方形 ? 296× (286) 0 37 (600) 東壁

10C前

～半
S122 第 18区 X2・ 3Y12 S125 隅 丸長 方形 ? 322× (236) 0 46 (706) NE100 東壁 か 一削 暁塩 土器 片 出 土

第 19
'20図

X4・

5Y10・ 11
S124・ 32 隅丸方形 ? 382× 326 0 56 (1335) NE104 北東隅壁 焼塩土器片出土

第 19
,20図

X5Y10・

11
]123・ 32 隅丸方形 ? 388× (302) 0 68 (1026) NE5 北壁 一削

竪穴壁外柱穴を伴 う可能
性あり

S125
第 17
.18図
X2Yll
12

121・ 22 下  明 290× (074) 016 (157) Jヒ壁
10C前

～半

第21区
X4 5Y8・

9

S127、  SK94・

95、  SD31
隅丸長方形 ? 384× (240) 0 44 (781) NE97 東壁

9C後 ～
10C初
カマ ドは調査区壁面にて

袖石のみ確認

第22区 X5Y9'1

・ 28
SK92、

・ 31
隅九長方形 ? 486× 一 不 明

11ヽ ―

12C

第23区
X4・ 5Y9・

10

S127、  SK92
SD29

隅丸方形 312× (240) (777) NE87 南東 隅壁

S129 第
17

・18図
X5Y10 な し 不  明 不 明 9C以 試

S124に よつて大半を欠失
しているとともに、調査
xttι rttrベス

第23
・24図

X4・ 5Y7・

8

131、  S(126
132-134 隅丸長方形 (272)× 202 (5 24) 東壁か

10C前

～半
尭塩土器片出土

第23
・24図

X4・ 5Y7・

8

130、  SK126
133・ 134

隅丸長方形 406× 278 0 12 NV94 東
壁南東
隅寄り

10C前

～半

S132 第
17

・18図
X4・

5Y10。 11
123・ 24 不  明 (008) 東壁 か

8C末～
9C初

S123・ 24の 下部から検
出、三G片出上

S138 第24区 X5Y2・ 3 SK102-104 不  明 (118)× (118) NE7 不 明 10C後 馬歯 出土

第22区 X5Y8・ 9 不  明 (276)× 一 0 16 東壁か ”
∝ 調査 区蟹 面 に

て確 認

第 2表 東出口遺跡竪穴内ビットデーター覧表

竪穴Nc&ピ ットNo. 平面形態
長軸×短軸(m)
( )=現存値 深さ(m) 竪穴 No。 &ピ ットNo 平面形態 長軸

(

×短軸 (m)
)=現存値

深さ(m)

O Pl 円形 0.24× 020 0,08 S122 P7 円形 0.18× 0 16 0 07

2 Pl 隅丸長方形 134× 056 0,11 S122 P8 円形 0.30× 026 0 12

2 P2 精円形 100× 066 0.11 S122 P9 円形 024× 0.20 0 12

6 Pl 円形 042× (032) S122 P10 円形 044× 0.40 0 16

6 P2 円形 026× 022 0 07 S122 Pll 円形 034× 030 0,30

S122 Pl 円形 020× 0 0 16 S126 Pl 精円形 0 60× 0 40 0.05

S122 P2 円形 014× 0 0 02 S126 P2 円形 0.98× 050 0 12

S122 P3 円形 0.28× 0.24 0 08 S132 Pl 精円形 0.98× 062 0 14

S122 P4 円形 0.22× 0.20 0.07 S132 P2 円形 0.64× 0.52 0.1

S122 P5 円形 020× 018 0 04 S132 P3 円形 ? 0.58× (036)
S122 P6 円形 014× 012 0 03 S138 Pl 円形 050× 042 0,09

-15-



第 2節 掘立柱建物 (SB)

5m前後という道幅のトレンチ調査であることから、

本遺構の検出・認定には困難を伴うだろうと予測してい

たが、SK遺構として調査したピット群の中に柱穴掘り

方と思われる地積上の状況をもつピット群の規貝J的な配

列がみられたため、掘立柱建物跡と認定したものである。

SBl(第25図 )
第 3ト レンチX4・ 5Y5。 6グ リッド内で検出され

ている。SKl17'118。 120。 122・ 123。 124と した柱掘

りかたから構成される側柱建物である。SK125や現代

の撹乱によって北側梁行 (東西方向)の柱掘りかたの一

部は久失している。主軸方向はほぼ正方位で、推定され

る梁行は3間であり、桁行 (南北方向)は 2間分検出さ

れているが、南側調査区外にさらに延びている。柱掘り

かたの形態は、円形もしくは不正円形を呈し、規模は径

50cm程度を測り、深さは確認面より15～ 35cm前後を測

る。SK122～ 124の覆土断面には、幅 15cm前後の柱痕

が認められる。各柱掘りかたからの出土遺物はなく、基

礎固めに関わる痕跡も認められない。所属時期について

は、出土遺物がなく不明である。ただ、掘りかたの掘 り

込み層位から、平安時代の所産とみてよかろう。

第 3節 土坑・ ピット (SK)

今回の調査では、発掘調査時において確認された土坑

とピット類の性格判別を簡略化するため、両者すべてに

封して SK血を付して調査にあたった。この中には欠番

となったものもあり、SK遺構として検出された総数は

最終的に 132基である。これら132基の中には、先に報

告した掘立柱建物跡の柱掘りかたや、竪穴建物跡に伴う

竪穴壁タト柱穴やカマド掘りかた、床下土坑等にあたるも

のも含まれている。

ここでは、上記の性格以外の遺構だけを報告しておき

たい。その他の遺構についてのデータについては一覧表

(第 3表)を作成したので、それを参照されたい。

SK21(第26図 )

第 1ト レンチX9Y2グ リッド内で検出されている。
北側調査区外に遺構の一部がかかっている。隅丸長方形

を呈し、長軸 2.07m、 短軸 ■54m、 深さ 32clllを 測る。

覆上の状況が一括埋上の状況を示し、時期詳細不明の上

師質鉢底部破片や陶器類が出土している。中世～近世段

階の所産であろう。

SK31(第26図 )
第 1ト レンチX9Y4グ リッド内で検出されている。

S115を 切って構築されており、形態は長楕円形を呈し、

規模は長軸 1.12m、 短軸 0,75m、 深さ 12cmを 測る。北

壁から東壁の底面から壁面にかけて、焼土を主体とする

褐色砂質土が顕著に堆積しており、底面も赤化している。

出土遺物はなく、その性格や時期については不明である

が、何らかの焼成坑である可能性が高い。

SK41(第 26図 )

第 1ト レンチX9Y3・ 4グ リッド内で検出されて
いる。S115を 切って構築されており、本遺構北側約 1/2

程度が調査区外にかかる。形態は不正円形を呈すると思

われ、規模は長軸 上82m、 短軸は現状で 0.88m、 深さ

は北面セクション断面の観察から、確認面より最大 43

clllを測る。覆土第 1層下面レベルで、人頭大の礫数個、

常滑甕片、馬歯などが、ややまとまった状態で出土して

おり、中世段階における馬の墓壊の可能性が高い。

SK72(第 33図 )

第3ト レンチX4Y12グ リッド内で検出されている。
SD27を 切って構築されており、形態は長楕円形を呈し、

規模は長軸 0.83m、 短軸 0.62m、 深さ20cmを測る。覆

土上層には焼土と炭化物の混合上の範囲が認められ、北

壁東寄りには焼土が充満した小ピットが耳状に突き出し

た状態で確認されている。出土遺物はなく、その性格や

時期については不明であるが、本遺構も何らかの焼成坑

である可能性が高い。

SK100(第 27図 )

第 3ト レンチX5Y4グ リッド内で検出されてい
る。SK99・ 113と 重複 してお り、SK99に掘 り込まれ、

SKl13を 掘り込んで構築している。形態は方形を呈し、

規模は長軸 1.19m、 短軸 ■08m、 深さ 46clllを 測る。覆

土第 1層中には多量の炭化材が混入し、土師質土器皿片

も混入している。黄褐色土ブロックと焼土ブロックも多

く含んでおり、一括埋め戻しの状況がうかがわれる。炭

焼に関わる遺構であろうか。出土した土師質土器は 10

世紀末から11世紀前半代と考えられる。

SKl13・ 114(第 27図 )

第 3ト レンチX4Y4・ 5グ リッド内で検出されて
いる。本両遺構も炭焼に関わる遺構 と考えられるもの

である。SKl13が SKl14を 掘 り込んで構築し、SK100

に掘り込まれている。SK100と 同じような形態を呈し、

SKl13は 長軸 1.14m、 短軸 ■03m、 深さ45cmを 測 り、

SKl14は 長軸 ■04m、 短軸は現状で 0.78m、 深さ45cm

を測る。覆土は SK100と は若千異なり、焼土ブロック

はほとんど混入せず、炭化材と黄褐色土ブロックのみが

顕著に混入している。出土遺物は、SKl13か ら10世紀

半ば前後の上師器秦片が数点出土している。
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第 3表 東出口遺跡SK(土坑・ピット)データー覧表

SK Nc 挿図No.
位 置
(Grid)

重 複
形 状
()=推定

長 軸 (m)
()=推定値
[]=現存値

短 軸 (m)
()=推定値
[]=現存値

深 さ(m)
()=推定値
[]=現存値

出土遺物/備 考

身子29優∃ SD4 (円形 ) 0.55 (0 30) 0.45
SK 2 身号29層剰 S14、  SD4 円形 0.45 0 45 0.17
SK 3 日S29 羽 形 0.50 0.50 0.08
SK 4 0.60 0 60 0_21

SK 5 7 億し 形 0.64 0 52 0 14 十 師 器 零 片 、 須 東 器 片

SK 6 勇 7凶 な し 円形 0.38 0.34 0 06
SK 7 第26図 X4Y2 な し 円形 0.57 0.55 0 24 須点器篭片

SK 8 第26図 X4Y2 な し 円形 0.47 0,47 0.24

SK 9 第29図 X7Y2
SK10、

(円形 ) (0,07)

SK10 第29図 X7Y2
、 SK9、

(円形 ) 0 35 (0.25)

8 � X5Y2 な し 0 46 (0_26) 0 32

29じ型 X6Yl 絞 し (0 50) 0 50 0 17

身憲29趣当 X6Yl な し 円形 0.67 0 65 0 18

第30図 X7Yl な し 隋円形 0 42 0 35 0 14
SK 第30図 X8Y2 SD10 隋円形 0 50 0.30 0 28

第30図 K8Y2 SDll 円形 0 24 0 22 0 07
K8Y2 円 形 0.24 0.22 0.04
X8Y2 円 汗 0 32 0 30 0 14

X8Y2 な し 0.50 0 45 0 20

第26図 X8Y2 な し 隋 形 0 76 0 70 0 25
SK21 第 26図 X9Y2 後し (長方形 ) 2.07 1.54 0.32 :目由 1、  土 目巾宵 1
SK22 言30図 X7Y2 よし 楕円形 0.50 0 40 0 27

再30図 X7Y2 SIll (円形 ) 0.50 (0.25) 0 20
SK24 1305珂 K7Y 旨円 形 0.50 (0.20) 0 30
SK25 X8Yl 円 汗 0_35 0 30

X8Yl /~dし 0 46 0 34
コ な し 形 0.30 0 25 0 19

SK28 窃写26匡コ な し 隋円形 1.14 0 84 0 33 RIh僅「/1、 m
SK29 第 30図 X8Y2 SD14 長方形 0.94 0 60 0 52

第 31図 X9Y3 蛮し 円形 0.40 0 38 0 20
SK31 身予26優� X9Y4 S115、  SK40 長楕 円形 1 12 0,75 0.12 壁際に焼土 。炭化物層堆積
SK32 雷子265剛 (岳方 平 (0.60) 0.57 0.15 覆土内に焼土ブ ロ ック混入顕著
SK33 毎 2・ 1 X9Y4 S115 円 汗 0 50 0 42
SK34 2・ ユ X9Y4 円 形 0 80 0 74 0.10 ぢ年 口縁奪

第 2・ 13図 X9Y3・ 4 S114 円形 0.38 0.36 0 12
SK36 第 2・ 13凶 X9Y4 S114 脩円形 0 64 0.54 0.11

SK37 第 2・ 13図 X9Y4 S114、  SK38 隋円形 0,64 0.50 0 30

SK38 第12・ 13図 X9Y4
15、  SK37・

円形 0 60 0.60 0.18

SK39 第 2・ 13図 X9Y4 115、  SK38 惰 形 0.92 0,76 0 07 古婚 時 代 語 片

SK40 第 2・ 13図 X9Y4 S115、  SK31 惰円形 1.42 1.08 0.13
SK41 第26図 X9Y3・ 4 な し 不正円形 1 82 (0 88) 0 43 片

SK42 第 31図 X9Y5 まし 円形 0 34 0.34 0.13 口

SK43 311図 惰円形 0 44
SK44 脩 円 形 1 02 0,94 0。 17 釉陶器
SK45 4 な し

SK46 4 0 35 0 32 0 13
SK47 夢毒32じ」 4 な し 円形 0 34 0 32 0 13
SK48 第32図 4 な し 円形 0 44 0.08
SK49 第32図 4 SD19 (楕円形 ) 0.34 (0 26) 0 14
SK50 13図 X9Y 4 S116 円形 0 42 0.38 0.27
SK51 32優] (9Y 4 (円形 ) 0 18 0.08
SK52 32図 (9Y 4 円 干 0 24 0.22 0.06
第 14・ 1 X9Y 4 SK54 0 36 0 82 7

SK54 第 14。 1 X9Y 4 SK53 0 22 0.22 0 06 の

久  番
SK56 第32図 X9Y14 な し 円形 0.16 0.06
SK57 第32図 X9Y14 蛮し 円形 0 46
SK58 第13図 X9Y14 S116 円形 0.26 0.07
SK59 第32図 (υ Y14 後し 脩円形 0 32 0 22 01
SK60 K9Y14 円 平 0.22 0 09 正17の 竪穴壁外柱 穴の

SK61 K9Y14 El】 0 26 0 26
X9Y14 蟄 し 0 24 0 22

32圧電 X10Y14 0.06
SK64 第 32図 X9。 10Y14 な し 脩円形

SK65 第32図 X OY14 SK67、  SD20 惰円形 0.65 0.57 0,08
SK66 子13図 OY14 S116 (方形 ) (0.68) 0 68 0.06

32歴圏 OY14 (精円形 ) 0 63 0.45 0.09
SK68 32B珂 OY14 円 平 0.28 0 25 0.05
SK69 K5,6Y14 円 汗 0 65 0_05
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SK No. 挿図No
位 置

(Grid)
重 複 状
綾
形
＞〓

長 軸 (m)
()=推定値
[]=現存値

短 軸(m)
()=推定値
[]=現存値

深 さ(m)
()=推定値
[]=現存値

出土遺物/備 考

SK70 第33図 3 な し 楕 円形 1 1 0 14
SK71 第 14・ 15嵯彎 X8Y 5 な し 円形 0.46 0.46 0.1 117の竪穴壁外柱穴の可能 あ り

SK72 第33・ 34図 X4Y12 SD27 長精円形 0.83 0 62
覆土内に炭化物及び焼土フ ロンク
〉昆入昂百ヨ
=

SK73 第33・ 34図 な し 円形 0 25 0 22
SK74 第33・ 34図 X4Y SD27 円形 0.42 0.38 (0.33) 須恵器片

SK75 第33・ 34図 X4Y 2 SD27 円形 0 25 0 25 土師器甕片

SK76 第33・ 34図 X3・ 4Y12 SD27 円 形 0 26 0.25 0.19
SK77 SD27 円 形 0 27 0 19

SK78 夢333・ 34 2 SD27 02 0 18 01

SK79 a愚 33・ 34 2 SD27 0.24 0.2 0.11
SK80 第33・ 34図 2 SD27 円形 0.15 0 15 0 07

SK81 第33・ 34図 2 な し 円形 0.22

SK82 第33・ 34図 2 な し 精円形 0 35 0 25 0.24

SK83 第 33・ 34図 2 SD28 円形

19図 アお1 円 汗 0 26 0_22 01 S124の 辱 穴 群 外 tF穴 の 可 あ り

SK85 企 し 円 汗 02 0.16 01 S124の 呼 穴 呼 外 祥 穴 の 可 能 あ り
lC X5Y Ilフレ) 0 321 0.22 0 12 S124の竪穴壁外柱穴の可能性あ り
lC 楕円形 0.32 0.26 0.12 S124の事穴壁外柱穴の可能性あ り

SK88 第 22図 S127 円形 0 26 0.22 0 07 院土 ピッ ト

SK89 第22図 X5Y9 S127、  SD31 円形 0.16 0,13 0.06 廃土 ピッ ト

SK90 第19図 X5Y10 な し 円形 0 24 0.24 0 09 S124の竪穴壁外柱穴の可 あ り

SK91 第 19図 X5Y10 な し 円形 0.26 0.26 0.05 3T24の 呼 穴 確 外 梓 穴 の 可 辞 あ り

SK92 第22図 X5Y9
S127・ 28、

SD29'31
(楕円形 ) 0.84 (0.64) (0 15)

粘土塊、稜土に焼土ブロック・灰

化物混入顕著、S127の カマ ドの可
能性あり

SK93 丈  番

傷写22優∃ S126、  SD31 (精円形 ) (0.32) 0 25 十 肺 昇華1不・ 攀 片

傷写22優コ S126 (円 形 ) 0.44 (0.28)

SK96 9守 27優コ X4Y3 SK97 楕 円形 1 08 0 53 灰釉陶器片

第 27図 X4Y3 SK96 (円形 ) (0 89) (0.33) 05

第27図 X4Y2 な し 円 形 1_02 0_12 十 師 器 郷

寄写27「珂 K5Y /tX lッ 円 形 09 0_81 0_15 十師器 、密点器

SK100 第27図 X5Y4 SKl13 方形 1 19 (108) 0 46
土師質土器、焼塩土器小片、覆土
内に炭化材及び焼土ブロック多量
混入、炭焼遺構か

SK101 第23図 X5Y10 な し 円形 0 42 0 38 0 14

SK102 第24図 X5Y2 S133 (円形 ) (0.48) (0,32) 0 11
SK103 第24図 K5Y3 S133 円形 0 24 0 24 0 06

SK104 第24図 X5Y3 S133 円形 0 28 0 06 S133覆土を掘 り込んで構築
SK105 第27図 (5Y3 な し 円 形 0 79 (0 50 0 19
SK106 275珂 (5Y3 円 形 0 48 02

(5Y3 さし 0 27 0 27 01

(5Y3 とし 0 29 0,06

(5Y4 とし 円形 0 24 0 22 0,09

0 第 27凶 X5Y3 な し (長方形 ) (0 20) 0 71

1 第28図 X5Y3 K (楕円形 ) 1 03 (0 67) 0 45 須恵器片

2 第28図 X5Y4 K ll (精円形 ) 0.81 (0 59) 0 14

SKl13 第27図 X4Y4 SK100,114 (方形 ) 1.14 1.03 0 45
土帥器縫片、覆土内に灰イヒ材及び

靡十ブ ロック湯 入

第27図 X4Y4・ 5 (方形 ) 1 04 (0 78) 0 45

第28図 X5Y4 な し (円形 ) 0 25 0.35

第28図 X5Y4 な し (楕円形 ) 0.32 (0 16) 0 28
7 再25図 X5Y5X な し (円形 ) (0.32) 0.32

再25図 5Y5 (円 形 ) 0_52 0 36

(5Y5 こし ロチ形 03 0 28 0 15

X5Y5 し 橋 円 升 0.56 0 33 塩土器 /1ヽナキ、 sB l柱掘 りかた、
1 X4Y4 営し 円 形 1.12 (0 87) 0.14

i25怪J X4Y5 後 し 円形 0 52 0.19 SB H主掘 りかた
第25図 X4Y6 な し 円形 0 48 0.15 SB 嘘 掘 りかた
第25図 X5Y6 な し 円形 05 0,48 0.22 SB 嘘 掘 りかた
第25図 X5Y5 な し (方形 ) 13 (0 96) 0 84

第 23・ 24図 X4・ 5Y7・ 8 S130・ 31、 SK132 (楕円形 ) 0 92 0,84 0 27 1131の 床 下 十 坑

第 35図 X4・ 5Y6 SD32 方 形 0_76 0 58 十師器窄 片

a写 281 X5Y7 企 し 円 形 0 43 0 42 0.1

9写 28 X5Y6 SK130 0 64 0 501 0 11

X5Y6 3K129 0.63 0.46 0.14

1 X4・ 5Y6・ な し 隋円形 0 93 0,75 0 13

SK132 第23・ 24図 X5Y7
S130・ 31、

(楕円形 ) (0.84) (0,74) 0.24
土錘、焼塩土器小片、S1131の 床下
+甘

SK133 第23。 24図 X5Y7
S130・ 31、

くて,R4 (楕円形 ) [0 84] 0.64 0 23 S1131の床下土坑

SK134 第23・ 24図 X5Y7
S130・ 31、

くFit,。 lR■ (精円形 ) l.24 [112] 0 35 土師器・須恵器、S1131の床下土坑

-18-



第 4節 溝 (SD)

溝跡および溝状遺構とされるSD遺構は、総計 32条

検出されている。セクション断面観察から、本遺跡では

平安時代以降の決水に伴う砂礫層と、古墳時代以前と思

われる洪水に伴う砂礫層の存在が確認されているが、そ

の掘り込み層位から、溝状遺構の年代は大きく二時期 (上

層 。下層)に分けることができる。

奈良・平安時代の建物遺構と同一面もしくは、それを

掘り込んでいる上層検出のものは、SD l・ 3・ 4・ 5・ 9・

11・ 13。 14。 15。 17・ 19。 21・ 24・ 29・ 30。 31?である。

奈良・平安時代の建物遺構下部、古墳時代以前と思われ

る層位から検出されたもの (下層)の ものは、SD 2・ 6・

7 ・ 8 ・10。 16・ 18・ 22・ 23。 25・ 26・ 27・ 32である。

上層検出における溝状遺構は、その形態や規模、検出

状況等から、畑に伴う畝状遺構状的な溝や、区画等に伴

うものが中心だと思われる。その一方、下層検出におけ

る溝状遺構の多くは、地形の傾斜に沿って流下する自然

流路的性格をもつものがほとんどであり、当該期の地形

条件を色濃く反映しているものと思われる。

出土遺物は、上層・下層検出の各遺構ともに概して少

なく、単一時期の遺物が比較的まとまって出土している

のは、下層検出のSD16のみで、古墳時代前期段階の土

師器高杯・壷・奏片が出土している。

第 5節 遣構外出土遺物

ここでは、X9Y2グ リッド内において出土している
銭貨について主に報告する。銭貨は計 7枚出土している

(第 61図 18～ 24)。 その内の 6枚 (第 61図 18～ 20、

22～ 24)が同グリッド内から南西から北東方向約 lm
の幅で一直線状に出土している(第 35図参照)。 銭名は、

「天聖元費」「治平通費」「元豊通費」「政和通費」「永楽

通費」の北朱銭 。明銭である。

これら銭貨が、土坑やピットに伴う可能性が考えられ

たため、精査をおこない遺構の確認に努めたが確認でき

ず、遺構外出土遺物として取り扱っている。しかしなが

ら出土レベルがほぼ同一であり、しかもそれぞれが近接

して、一直線状に6枚並んで出土していることから、い

わゆる「六道銭」とも捉えることもできる。本来は墓媛

に埋納された銭貨ではないかと推測している。銭貨は伝

世する性格をもつため、その使用された時期の詳細につ

いては不明であるが、銭貨出土地点の周辺には、SK21

等の中世～近世段階に伴うと思われる土坑が数基存在し

ている。

第 6節 その他の上器

ここでは、その他の土器として、古代の製塩に関わる

土器資料を取りあげた (以下、「焼塩土器」とする。第

61図参照)。

山梨県内における焼塩土器資料の事例を正式に報告す

るのは山梨県の考古学史上、今回が初めてである。その

発見の経緯については後述するが、まず、土器資料の特

徴を述べておきたい。

①砂粒を多く含む土師質土器。②細片状のものがほと

んど。③文様はなく、回縁部の内外面に若干のハケメ状

調整はみられるものの、内外面調整はほとんどみられな

い。①外面に粘土紐接合痕を残していない手づくね状。

⑤二次焼成を受け、器面が赤化もしはは灰色化し、荒れ

たりしているものもみられる。

これら五点が大きな特徴であり、山梨県内の在地産土

師器などとは明らかに異なる、異質な土器である。

今回、すべての出土土器資料から、抽出・掲載できた

資料数は計 25点である。いずれも細片ばかりで全形が

把握できないが、長胴丸底の器形になろうか。器厚は2

～ 3 11ullほ どで概して薄手であり、手づくね成形。口縁部

の形態は、内外に屈曲・湾曲・直立するものなどさまざ

までそのは内外面に横位・斜位ハケメ痕跡を残すものが

ある。大方は指頭調整やナデ調整のみ。土器胎土には砂

粒を多く含み、あきらかに地元土器の様オロとは異なって

いる。色調は明黄褐色や浅黄橙色等を呈する。

出土遺構は、S11・ 5。 22・ 23・ 30、 SK100・ 120。

132、 SD27であり、 8世紀前半から10世紀代にわたる

竪穴建物跡の覆土内からの出土である。遺構外出土資料

もこれら遺構が存在する周辺から出土している。
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第
38
豚
14
土
師
器

甕
ハ
ケ
メ

ハ
ク
メ

褐
色

俗
日ヽ
・
黒
日
卍
す
、

牛
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
39
区
15
土
師
器

甕
ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

明
示
楊
停

や
や
酸
著

S1
7
第
39
区

土
師
器
小
型
甕

(1
36
)・
 
―
―
 
・
 
―

口
縁
～
胴
部
ナ
デ
、
ハ
ク
メ

ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

ギ
マ
租
(日
・
無
・
亦
色
杜
す
、

谷
魯
三
舟
 
秒
対
】

勺
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
7
第
39
区
17
上
師
器

羽
釜

(2
40
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

ぐ
マ
省
く
日
・
黒
・
亦
包
杜
十
、

金
色
雲
母
)

勺
外
面
の
摩
滅
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず

S1
7
第
39
区

土
師
器

羽
釜

(3
00
)最
大
鍔
径
 
―
  
―

鍔
部

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

橙
色

ぐ
ギ
伯
(日
・
黒
・
亦
包
杜
十
、

金
包
雲
母
)

内
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
7
第
39
区

土
師
器
置
き
カ
マ
ド

日
縁
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

や
や
粗
(黒
自
色
粒
子
、

公
魯
=■
計ヽ

第
39
区

須
恵
器
置
き
カ
マ
ド

ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

本
格
と
尋
 
′
卜
融
ヽ

空
気
孔
あ
り
、
内
外
面
の
摩
滅
・
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

S1
7
第
39
区

須
恵
器
置
き
カ
マ
ド

炊
き
日
部
ナ
デ
、ハ
ク
メ

ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

守
ギ
租
(日
・
黒
日
tr
十
、

各
魯
三
舟
ヽ

内
外
面
と
も
摩
滅
や
や
顕
著

S
7
第
39
区

須
恵
器

壼
―
・
最
大
胴
径
(2
30
)・
―

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

や
や
粗
(白
黒
色
粒
子
)

外
面
に
自
然
釉

S
7
第
39
区

須
忘
器

一 肩
タ
タ
キ

ナ
デ

貢
灰
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
と
も
摩
滅
や
や
顕
著

S1
7
第
39
図

須
恵
器

甕
胴
部
タ
タ
キ

ナ
デ

外
!灰
赤
色

丙
 
匠
白
名

密
(黒
白
色
粒
子
)

内
面
摩
滅
や
や
顕
著

7
第
40
図

奪
胴
部
タ
タ
キ

ナ
デ
、
当
て
具
痕

天
色

洵
外
而
μ
羊ゝ
屋
減
や
や
腋
著

第
40
図

1
土
師
器

多
下
か

―
 
・
(5
0)
・
 
―

体
部
～
底
部
ヘ
ラ
ケ
ス
リ
、
ほ
部
回
転
糸
切
り

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

登
色

や
や
粗
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
)
カ
マ
ド
出
上
、
内
外
面
摩
滅
や
や
顕
著

第
40
図
2
土
師
器

杯
―
 
・
(4
0)
・
 
―

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ズ
リ
、

廣
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

密
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
)

カ
マ
ド
出
土
、
内
面
黒
色
化

第
40
図
3
土
師
器

不
(5
0)

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

綿
力

|

ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

密
(黒
・
赤
色
粒
子
)

内
外
面
と
も
摩
滅
頭
著

第
40
図
4
土
師
器

甕
―
 
・
 9
4・
 
―

月
同
言ヽ
～
底
言
Б
ケヽ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ケヽ
メ
、
指
頭
痕
月
赤
褐
色

や
や
粗
(自
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

王 妻
ギユヽ

均
外
面
の
荒
れ
・
摩
滅
顕
著
、
底
部
外
面
木
葉
痕
の

賄
括
子
Ⅲ
.汁
Nl
 l
匡
造
泳
い

第
40
図
5
土
師
器

甕
―
―
 
・
 9
0 
・
 
― ―

月同
音
i～
底
吉
Б
ケヽ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

登
色

や
や
粗
(自
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

三
尋
.′
代
絶
ヽ

刃
外
血
の
荒
れ
・
摩
灰
や
A‐
p吸
者
、
ほ
ヨ
∫ 外
向

第
40
図
6
土
師
器
小
型
甕

(■
6)
・
 
―
―
 
・
 
―

口
縁
～
胴
部
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
、
指
頭
痕
月
赤
褐
色

や
や
粗
(黒
・
白
・
赤
色
粒
子
、

三
尋
.′
、
荒
弦
ヽ

カ
マ
ド
出
上
、
内
外
向
の
摩
顔
jN
Dギ
映
者
、

Å
面
今
依
が
皇
亦

第
40
図
7
土
師
器
小
型
甕

(1
50
)・
 
― ―
 '
 
一

日
縁
～
胴
部
オ
デ
、ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
、
指
頭
痕

月
赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、
内
面
摩
滅
・
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

第
40
図
8
土
師
器
小
型
甕

(1
64
)。
 
一 ―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

月
赤
褐
色

彗
(白
・
黒
色
粒
子
、

缶
色
室
母
、
砂
粒
)

外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
40
図
9
土
師
器
置
き
カ
マ
ト

底
部

ケヽ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

月
赤
褐
色

や
や
l■
(黒
・
臼
色
l~
子
、

争
魯
雪
母
 /
卜
石
Ⅲ

内
外
面
と
も
摩
滅
や
や
顕
著

第
41
図

と
土
師
器

不
(1
62
)。
 
一 ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
掲
色

や
や
粗
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

カ
マ
ド
出
上
、
内
外
向
と
も
摩
滅
や
や
映
者
、

一
部
破
片
二
次
嫌
茂
狩
う
tす
秀
侮

第
41
図
2
土
師
器

皿
12
8・
 4
0・
27
5

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ

蒔
獣
同
誤
糸
樹
n

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

匿
(自
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

公
務
奎
再
ヽ

カ
マ
ド
出
上
、
内
外
面
の
摩
滅
は
あ
ま
り
顕
著
で
は

な
い
が
、
ス
ス
状
付
着
物
は
顔
著

第
41
図
3
上
師
器

竃
(3
06
)一
―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ
、

1旨
百
莉
首

明
赤
掲
色

ぐ
ヾ
祖
(日
黒
亦
包
杷
十
、

垂
S】

カ
マ
ド
出
土
、
胴
部
下
半
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
41
図
4
土
師
器

甕
(3
10
)。
(2
94
)最
大
胴
径
・
―
日
縁
～
月 日
常
Б
ナ
デ
、
ケヽ
メ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(日
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

筆
舟
ヽ

カ
マ
ド
出
上
、
外
面
摩
滅
や
や
顕
署
、

4氏
A来
ι十
田
一
桐
休
の
前
能
性
十

第
41
図
5
土
師
器

甕
―
 
。
(2
82
)最
大
胴
径
・
―

胴
部
ナ
デ
、
ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(自
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

董
母
 
ホ
店
ゝ

カ
マ
ド
出
上
、
外
面
摩
滅
や
や
顕
著

第
41
図
6
土
師
器

甕
―
 
。
(1
00
)・
 
―

胴
部
～
底
部
ナ
デ
、ハ
ク
メ

ハ
ケ
メ

赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
黒
。 赤
色
粒
子
、

二
十
ユヽ

カ
マ
ド
出
上
、
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
41
図
7
土
師
器
小
型
甕

―
 
・
 7
6・
 
― ―

月同
部
～
底
吉
Б
ハ
ケ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ハ
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ
明
赤
褐
色

や
ギ
社
(日
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

筆
母
、
小
穫
、
小
石
)

カ
マ
ド
出
土
、
外
面
摩
恢
や
や
■VR
者
、

蒔
=R
内
面
里
亦
語
娑

第
42
図

l
土
師
器
高
台
」 4
N

―
 
・
(6
0)
・
―

体
部
～
高
台
音「
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
状
ミ
ガ
キ
、

底
部
静
止
糸
切
り
、

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
付
高
台

ナ
デ

橙
色

密
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

雲
母
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
42
図
2
土
師
器

畜
(2
35
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
シヽ 月
同
吉ヽ
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

クヽ
メ
、
指
頭
痕
赤
褐
色

マ
ギ
租
(無
・
日
・
亦
色
tr
十
、

⌒
魯
室
舟
ヽ

カ
マ
ド
出
上
、
内
面
ス
ス
付
着
顕
著



|

囀 呻

|

地
点
図
版
番
号
種
別

器
種

口
径
底
径
器
肩
(C
m)

()
=復
元
値
、
[]
=現
存
値

部
位
・
形
態

整
形
施
文
技
法
(外
)

調
整
技
法
(内
)

色
調
(外
・
内
)

胎
土

備
 
考

第
42
区
3
土
師
器

甕
(2
72
)・
 
―
―
 
・
 
―

日
縁
～
月同
=Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

明
赤
掲
色

ぐ
マ
社
(日
・
無
・
亦
包
杜
十
、

慕
為
三
f子
ヽ

カ
マ
ド
出
上
、
二
次
焼
成
を
う
け
全
体
的
に

S1
11
第
42
区
4
土
師
器

甕
―
 
・
 9
0・
 
―

月同
音
、～
底
部
ハ
ケ
メ
、
底
部
本
葉
痕

ハ
ケ
メ
、
す
デ
、

4寺
0百
巧
宝

明
赤
褐
色

マ
マ
租
く幕
°
日
・
亦
包
村
す
、

金
色
雲
母
多
)

カ
マ
ド
出
上
、
内
外
面
摩
滅
や
や
顕
者
、

虚
と
R祉
面
冠
早
拌
庁
痘
示
n

第
42
区
5
土
師
器

甕
―
 
。
(1
78
)最
大
胴
径
。
一

肩
部
～
胴
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

外
:橙
色

内
:に
ぶ
い
昔
楊
俸

ぐ
ぐ
祉
(日
色
杜
十
多
・
亦
・

里
れ
対
子
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
42
区
6
土
師
器

甕
―
 ・
(1
78
)最
大
胴
径
・
―

胴
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

外 丙
浅
貢
橙
色

匠
善
想
名

や
や
l■
(日
色
粒
子
多
・
赤
・

里
為
対
年
ヽ

カ
マ
ド
出
上
、
内
面
の
摩
滅
顕
著

第
42
区
7
土
師
器

甕
―
 
。
(1
79
)最
大
胴
径
・
―

凋 同
吉
Б
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

外 均
寝
吏
橙
色

灰
責
褐
色

粗
(白
色
粒
子
多
・
赤
・

里
れ
締
子
Ⅲ

カ
マ
ド
出
上
、
内
面
の
摩
滅
顕
著

S
1
第
42
区
8
須
恵
器

甕
州
Hl
電
器
タ
タ
キ
、
す
デ

ナ
デ

天
白
色

密
(臼
・
黒
色
粒
子
)

為
外
面
の
摩
滅
・
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

S
1
第
42
区
9
古
墳
か

=チ
ュ ア
鉢

(7
2)
・
 
―
 
・
 
―

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

ナ
デ

明
赤
褐
色

密
(自
・
赤
・
黒
色
粒
子
)

外
面
の
摩
戒
や
や
顕
著

S
1
第
42
区
10
古
墳
S字
日
縁
甕

(1
34
)。
 
一 ―
 
・
 
―

日
縁
―
月 同
吉
Б
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

橙
色

ぐ
ギ
祖
(日
・
黒
・
亦
包
rt
 r
十
、

考
尋
 
川
、れ
雲ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
43
区

1
上
師
器

郷
12
4・
 3
8・
41
5

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ス
ツ
、

廣
都
同
転
糸
切
り
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
褐
色

や
や
密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)
内
外
面
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
顕
著

第
43
区
2
土
師
器

杯
(1
28
)。
(5
0)
・
40

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ
、

直
穂
同
転
糸
切
リ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

密
(赤
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
・
ヨ
ゴ
レ
み
ら
れ
ず

第
43
区
3
上
師
器

添
(1
30
)・
(4
2)
38

口
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

廣
蝋
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

密
(赤
黒
白
色
粒
子
)

内
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
43
屋
4
土
師
器

杯
(1
30
)4
6・
42

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
ア
、
ヘ
フ
ク
ス
リ
、

蒔
獣
同
頷
糸
切
リ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

や
や
粗
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)
内
外
面
の
摩
滅
・
ヨ
ゴ
レ
顕
著

第
43
区
5
土
師
器

不
14
0・
 6
0 
45

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
す
ア
、
ヘ
フ
ク
ス
リ
、

氏
部
回
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
カ
メ
キ
状
ロ
ク
ロ
ナ
ブ
橙
色

密
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

内
面
二
次
的
に
黒
色
化
、
分
面
摩
捩
・

ヨ
ゴ
レ
や
や
服
著

S1
12
第
43
区
6
土
師
器

郵
(1
40
) 
62
・
41
5

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
デ
、
ヘ
ラ
ク
ス
リ
、

睫
都
回
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
褐
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

勺
外
面
の
摩
滅
は
あ
ま
り
み
ら
れ
ず

S
2
第
43
区
7
土
師
器

IT
h

40
  
50
 4
55

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ス
ツ

庚
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

「
く
」
字
状
に
内
外
面
に
か
け
て
ス
ス
付
着
、

墜
減
痛
臓
闇
著
で
た
い

S
2

8
土
信而
器

邦
20
)

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

や
や
相
(示
黒
侮
粒
子
)

内
外
而
の
摩
滅
や
や
顕
著

S
2
第
43
匡
9
上
師
器

邦
28
)

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

麻
(示
黒
白
侮
粒
子
)

二
次
好
成
″
う
け
内
外
面
と
(ゝ
部
分
的
に
変
色

S
2
第
43
区
10
土
師
器

イ
30
) 
一 ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
褐
色

密
(赤
黒
白
色
粒
子
)

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
と
も
ヨ
ゴ
レ
・

S
2

11
七
師
器

郷
47
)

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

蔭
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

内
而
黒
侮
イ
ヒ
す
る
が
二
次
的
か

第
43
区
12
土
師
器

皿
(1
28
)・
(4
4)
・
18
5

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ズ
リ
、

直
螺
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
褐
色

密
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)
内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S
2
第
43
区
13
土
師
器

皿
62
2 
25

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

瞳
色

為
外
面
と
ヰ
、
摩
減
や
や
顕
著

S
2
第
43
区
14
上
師
器

皿
12
8・
 5
8 
27

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

橙
色

密
(赤
黒
白
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著
、
体
部
上
半
外
面

ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
顕
著

第
43
区
15
土
師
器

皿
一
 
・
(5
0)
・
 
―

体
部
～
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
底
部
回
転
糸
切
り

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

密
(赤
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
43
区

吹
釉
陶
暑

椀
(1
40
)・
 6
2・
37

日
縁
～
高
台
部
ロ
ク
ロ
す
ア
、

医
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
付
高
台
ロ
ク
ロ
ナ
デ

灰
白
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

勺
面
に
重
焼
痕
あ
り
、
つ
く
り
は
全
体
に

お
お
娑
日
雑
 
丙
爪
面
の
IH
Il
 r
mユ
深

S
2
第
43
区
17
灰
釉
陶
暑

皿
6 
0 
・
2 
75

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
す
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

同
振
十
ギ
 
村
盲
合

ロ
ク
ロ
ナ
デ

灰
白
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

勺
外
面
の
摩
滅
あ
ま
り
み
ら
れ
ず
、

S
2
第
43
区

緑
来
由
陶
暑
呑
炉
蓋

(9
0)

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

オ
リ
ー
ブ
灰
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

A而
や
や
努
符
す
る
、
外
而
瞼
刻
支
湧

S
2
第
43
属

緑
釉
陶
署
香
炉
身

脚
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、 
底
音
Б
ロ
ク
ロ
ナ
デ
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
オ
リ
ー
ブ
反
侮

丸
而
や
や
分
各
す
る

S1
12
第
43
露

土
師
器
小
型
甕

(1
40
)・
 7
4・
12
5

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
テ
、
ハ
ケ
メ
、

席
=R
大
董
痛

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

ぐ
マ
祉
(日
・
無
・
亦
色
II
十
、

⌒
各
三
母
】

皮
片
一
部
カ
マ
ド
出
上
、
内
面
ス
ス
付
着
顕
著

第
44
区

土
師
器
小
型
甕

(1
44
)・
 
―
 
・
 
―

日
縁
ヤヽ 胴
吉
ト
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
掲
色

ギ
マ
租
(亦
°
日
・
無
色
tr
す
、

⌒
荏
望
塁
う

勺
外
面
の
摩
滅
・
荒
れ
顕
著

第
44
区

土
師
器
小
型
甕

(1
52
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
―
月同
吉ヽ
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

ぐ
ギ
租
(日
・
黒
・
亦
包
杜
十
、

本
れ
三
母
ヽ

外ヽ
面
の
摩
滅
・
荒
れ
顕
著

第
44
区
23
土
師
器

養
―
 
・
 8
0'
 
一

胴
部
～
底
部
ハ
ケ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ハ
ケ
メ
、

虚
=К
指
十
ヂ

明
褐
色

粗
(自
黒
・
赤
色
粒
子
、

本
為
=舟
ヽ

対
外
面
と
も
摩
滅
映
者
、
ほ
郡
外
面
種
子
状

ギ
痘
ユ
、
示
め

第
44
図

土
師
器

甕
―
 
・
 8
4 
 -

胴
部
～
底
部
ケヽ
メ
、
底
部
木
葉
痕
、
ヘ
ラ
書
ハ
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ
明
赤
褐
色

や
や
粗
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
、
氏
部
外
面
ヘ
ラ
書
|+
Jあ
り

希
子
峠
匡
「
H立
、
泳
h

第
44
図

土
師
器

寮
日
縁
を
偲
ケヽ
メ

ケヽ
メ

明
赤
褐
色

配
日ヽ
・
無
・
亦
色
杜
十
、

.I
、
融
ゝ

均
外
面
の
摩
滅
顕
著
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色
調
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S1
12
第
44
図

土
師
器
置
き
カ
マ
ド

―
 
。
(3
40
)・
 
―

底
部
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ
、
指
頭
痕

隆
色

密
(自
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

雪
舟
 
ホ
題
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
あ
ま
り
顕
著
で
は
な
し

第
44
図

須
恵
器

甕
(3
42
)・
 
―
―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
色

密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

ァ|
、
趣
ヽ

口
唇
部
内
面
に
細
い
欠
け
み
ら
れ
る
、

内
外
而
の
摩
滅
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず

S1
12
第
44
図

須
恵
器

甕
ナ
デ
、
タ
タ
キ

ナ
デ

外
:灰
色

丙
 
千
扉
魯

密
(白
色
粒
子
)

外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著
、
内
面
一
部
剥
落

S1
12
第
44
図

須
恵
器

甕
月同
音
Б
―
底
吉
Ь
タ
タ
キ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

灰
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
、
小
礫
)

底
部
先
端
摩
滅
顕
著
、

庚
部
内
而
具
ず
み
ヨ
ゴ
レ
函
著

第
44
図

須
忘
器

甕
タ
タ
キ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

外 内
灰
色

褐
灰
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
、
雲
母
)
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著
、
内
面
一
部
剥
離

S1
12
第
44
図

須
恵
器

甕
タ
タ
キ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

朴
:伯
X色

内
!に
ぶ
い
ホ
楊
俸
密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
)
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
45
図

須
忘
器

甕
タ
タ
キ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

外
:灰
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
45
図

須
恵
器

甕
タ
タ
キ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ツ ト
:灰
日

勺
:褐
灰
侮

,

密
(白
・
黒
色
粒
子
、
小
礫
)
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
45
図

須
恵
器

甕
胴
部
タ
タ
キ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

外
:貢
灰
～
灰
色

丙
 
瓶
旺
魯

密
(臼
赤
色
粒
子
少
)

外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
12
第
45
図

須
恵
器

甕
胴
部
タ
タ
キ

ナ
デ

外
:灰
褐
色

丙
 
庁
讐
為

や
や
粗
(白
・
黒
色
粒
子
、

外
面
の
摩
滅
・
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
署

第
45
図

須
恵
器

箋
胴
部
タ
タ
キ

ナ
デ
、ハ
ケ
メ

蜀
灰
色

密
(白
赤
黒
色
粒
子
)

カ
マ
ド
出
上
、
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
45
図

須
忘
器

養
タ
タ
キ

ナ
デ

包 れ

伯 苦

狭 匠

朴 Å
や
や
粗
(臼
・
黒
色
粗
子
、

呵
、た
は
/」
)ヽ

均
外
面
の
摩
滅
あ
ま
り
み
ら
れ
ず

第
45
図

天
XH
I陶
留

士 霊
―
 
。
(1
30
)・
 
―

胴
部
～
高
台
音「
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
付
高
台
ロ
ク
ロ
ナ
デ

疋
白
色

密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
)

苛
台
部
外
縁
部
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
12
第
45
図

古
墳

豆
肩
部

ナ
デ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

月
赤
褐
色

阻
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

均
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S
4
第
46
図

1
土
師
器

抗
体
吉
Б
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ミ
ガ
キ
ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

登
色

“

ホ
・
具
・
白
色
粒
子

勺
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

窮
46
反
2
十
師
繋

直
口
市

口
縁
～
月同
部
ケヽ
メ
、
す
デ
、
ミ
ガ
キ
か

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

月
赤
褐
色

密
白
黒
・
赤
色
粒
子

均
外
面
の
摩
滅
顕
著

4
8

一 市
ナ
デ

月
赤
褐
色

色
白
・
黒
・
赤
色
粒
子

角
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

S
15
第
46
図

1
土
師
器

邦
- 
 5
0 
 -

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
テ
、

底
都
回
転
糸
切
り
か

ロ
ク
ロ
ナ
デ

完
黄
橙
色

俎
白
・
黒
・
赤
色
粒
子

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

5
2

帝
(1
56
)一
―
 
・
 
―

日
辺
部
日
唇
部
に
亥
」
日
、
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
ナ
デ

登
色

白
黒
・
赤
色
粒
子

内
外
面
の
摩
減
顕
著

第
46
図
3
古
墳
か

奏
―
 
。
(1
00
)・
 
―

月同
吉
、～
底
=馬

ナ
デ
、
底
部
木
葉
痕

ナ
デ

こ
ぶ
い
橙
色

豊
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S
15
第
46
図
4
須
恵
器

甕
月同
事
Б
タ
タ
キ

ナ
デ

天
色

や
や
粗
(自
・
黒
色
粒
子
)

土
器
融
看
痕
あ
り

S
7
第
46
図

1
土
師
器

邦
H6
・
 4
6・
41

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
す
デ
、
ヘ
フ
ケ
ス
ツ
、

廣
都
同
転
糸
tJ
り
 
ヘ
ラ
ケ
ズ

'

ロ
ク
ロ
ナ
デ

登
色

や
や
粗
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)
内
外
面
摩
滅
や
や
顕
著

S
?
第
46
図
2
土
師
器

杯
(1
32
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
す
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
す
デ

第
46
図
3
土
師
器

tT
(1
17
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

瞳
色

硲
(亦
°
日
黒
包
tr
十
、

ヨ
母
ヽ

内
外
面
摩
滅
や
や
頭
著
、
内
面
に
ス
ス
状
付
着
物

S1
17
第
46
図
4
土
師
器

皿
13
2・
 5
6・
24

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

麻
蔀
同
談
糸
筋
リ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
こ
ぶ
い
黄
橙
色

弯
(亦
°
日

冬
魯
三
舟

無
包
杜
十
、

内
外
面
摩
旗
や
や
映
看
、
つ
く
り
や
や
粗
雑
、

八
面
tr
国
,ド
、
田
峠
陪
す

S1
17
第
46
図
5
土
師
器

皿
13
2

2 
45

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
す
テ
、
ヘ
フ
ク
ス
リ
、

底
部
回
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
日 音
文
明
赤
褐
色

吟
(亦
・
日
・
黒
色
柾
十
、

へ
為
=舟
ヽ

内
外
面
摩
滅
や
や
顕
著
、
つ
く
り
や
や
粗
雑

SH
7
第
46
図
6
土
師
器

皿
―
 
・
(6
0)
・
 
―

体
都
～
底
部
ヽ
ラ
ク
ズ
ツ
、

寅
部
回
転
糸
切
リ
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
橙
色

密
赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

S1
17
術
46
図
7
十
師
器

皿
体
部

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
線
亥
J

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
橙
色

内
外
而
″
ヰ
擢
減
腋
著
 
体
外
繰
刻

第
46
図
8
土
師
器

FT
―
 
・
(5
0)
・
 
―

体
部
～
底
部
ヘ
ラ
ク
ズ
リ
、

虚
望
R同
離
率
lm
い
  
幼
ゥ
‖

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
橙
色

密
白
・
赤
・
黒
色
粒
子
)

rN
j/
卜
lE
Iと
る
奪
rp
l塚
者
、

第
46
図
9
土
師
器

甕
(3
40
)・
 
― ―
  
―

日
准許
～
月 同
音
Б
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

指
市
痘

明
赤
褐
色

性
(黒
。
日
・
赤
色
粒
子
、

公
梅
●
尋
 
′
|、
Fa
7ヽ

内
外
面
と
も
摩
減
や
や
顕
著

第
47
図

土
師
器
小
型
甕

(1
40
)。
 
―
 
・
 
―

日
縁
―
月 同
吉
Б
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤
褐
色

や
や
社
(日
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

金
色
_f
母
)

内
面
の
摩
滅
顕
著

S1
17
第
47
図

土
師
器
小
型
甕

(1
76
)・
 
―
―
 
・
 
―

日
縁
―
月同
吉
Б
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

Vギ
租
(黒
°
日
・
亦
色
杜
十

ヽ
魯
T・
舟
ヽ

外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
47
図

零
月
同
部
タ
タ
キ

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ

庚
色

白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
と
)ヽ摩
滅
や
や
顕
著
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S1
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1
土
師
器

不
11
0 
 4
6・
41
5

ほ
ぼ
完
形

ロ
ク
ロ
す
デ
、
ヘ
ラ
ク
ズ
ツ
、

底
部
回
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ク
ズ
ヅ

、
線
刻

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
黄
橙
色

密
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
摩
滅
や
や
顕
著
、

二
次
焼
成
を
う
け
器
面
変
色

S1
18
第
47
区
2
土
師
器

邦
(1
30
)・
 6
2・
42
5

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
テ
、
ヘ
ラ
ク
ス
ヅ
、

寅
都
同
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
に
ぶ
い
黄
橙
色

密
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
摩
滅
や
や
顕
者
、

日
唇
部
に
ス
ス
状
付
着
物

第
47
区
3
土
師
器

不
(1
00
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
カ
橙
色

密
(赤
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
47
区
4
土
師
器

郭
(1
20
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
橙
色

匿
(赤
。
日
・
黒
色
粒
子
、

筆
母
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
47
区
5
土
師
器
高
台
杯

- 
 7
4・

 
―

体
部
～
底
部

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

底
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
削
り
出
し
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
橙
色

密
(赤
,自
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
47
瞑
6
土
師
器

皿
(1
44
)・
 
― ―
  
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
時
得

踏
(ホ
・
白
・
黒
色
粒
子
)

日
唇
部
内
外
面
に
ス
ス
状
付
着
物

第
47
区
7
土
師
器

皿
(1
50
)。
(6
6)
・
29
5

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ク
ズ
リ

康
喜
К
同
禁
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
 
繰
刻
ロ
ク
ロ
す
デ
、
暗
文
明
赤
褐
色

密
(赤
黒
・
白
色
粒
子
)

内
外
面
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
顕
著

第
47
区
8
須
恵
器

坪
―
 
・
(8
0)
・
―

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
テ
、

虐
=К
同
鉄
ヘ
ラ
ケ
ズ
L

ロ
ク
ロ
ナ
デ

灰
色

や
や
密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
)
内
外
面
に
幅
広
の
火
欅
痕

第
47
属
9
土
師
器

甕
(2
60
)・
 
― ―
 
・
 
一

日
縁
～
月 同
吉
Б
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
橙
色

監
(日
・
黒
び
色
杜
十
、

⌒
れ
三
母
ヽ

対
面
摩
滅
や
や
顕
著

第
48
区
10
土
師
器

甕
(2
36
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
―
月同
吉
Б
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ク
メ
、
す
デ
、
橙
色

ぐ
ギ
/f
I(
黒
・
日
・
亦
色
杜
十
、

本
格
=舟
ヽ

勺
外
面
の
摩
滅
顕
者
、
外
面
ス
添
付
着
顕
著

第
48
区
11
土
師
器

奏
(2
54
)・
 
― ―
 
・
 
一

日
縁
～
胴
部
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤
褐
色

や
や
粗
(自
・
黒
・
赤
色
l~
子
、

ハ
名
=再
ヽ

ヽ
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
48
区

土
師
器

甕
(2
63
)・
 
― ―
 
・
 
―

口
縁
―
月同
言
Б
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ク
メ
、
す
テ
、

指
市
痛

明
赤
褐
色

密
(黒
・
白
・
赤
色
粒
子
、

司
外
国
の
摩
檄
ギ
ギ
」L
R者
、

て
い
ね
い
た
つ
く
り

第
48
区
13
土
師
器

甕
胴
部
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ
、
指
頭
痕
赤
褐
色

密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

谷
魯
三
舟
ヽ

勺
面
の
摩
滅
顕
著
、
11
と
同
一
個
体
か

第
48
区

土
師
器

甕
―
  
(7
0)
一

胴
部
～
底
部
ナ
デ
、ハ
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

赤
褐
色

租
(日
・
黒
・
亦
色
41
+、

本
れ
=科
ヽ

勺
外
面
と
も
摩
滅
顕
著

第
48
図
15
土
目T
器

甕
―
 
・
(7
0)
・
 
―

胴
部
～
底
部
ハ
ケ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ケヽ
メ
、
指
頭
痕
赤
褐
色

や
や
粗
(白
黒
色
粒
子
、

ハ
侮
三
母
Ⅲ

勺
外
面
と
も
摩
滅
や
や
顕
著

第
48
図

土
師
器

甕
―
 
。
(9
0)
・
 
―

胴
部
～
底
部
ハ
ケ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

ぐ
ギ
IB
(日
・
黒
び
日
秘
十
、

本
名
=舟
ヽ

勺
面
摩
滅
や
や
顕
著

第
48
区
17
須
恵
器

甕
頸
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

畷
白
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
・
石
英
)

第
48
図

須
恵
器

甕
タ
タ
キ

灰
白
色

密
(白
色
粒
子
)

朴
面
摩
滅
や
や
顕
署

第
48
図

須
恵
器

甕
ナ
デ

灰
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

朴
面
摩
滅
や
や
顕
著

第
48
図

1
土
師
器

不
(1
25
)・
(3
4)
・
42

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
テ
、
ヘ
フ
ク
ス
リ
、

底
部
回
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

や
や
粗
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
と
も
摩
滅
顕
者
で
、

ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
ヰゝ
顕
著

第
48
図
2
土
目 下
器

不
―
 
。
(4
2)
・
 
―

体
都
～
底
都
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ス
ツ

底
部
回
転
糸
切
り

ロ
ク
ロ
ナ
デ

瞳
色

密
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

均
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
20
第
49
図

1
土
師
器

皿
―
 
。
(4
2)
。
 
一

体
部
～
底
部
ヘ
ラ
ク
ス
リ
、
底
部
ヘ
ラ
ク
ス
ツ

、
線
刻

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
こ
ぶ
い
橙
色

密
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

均
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
者

第
49
図
2
土
樹 下
器

甕
胴
部

ケヽ
メ

ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

堀
赤
褐
色

や
や
祖
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、
勺
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
21
第
49
図

1
土
師
器

杯
(1
26
)・
 4
4,
40

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ス
リ

康
郎
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

月
赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
)
勺
外
面
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
・
摩
滅
顕
著

2
郵

(1
47
) 
(7
0)
・
48

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

第
49
図
3
土
師
器

不
(1
20
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

登
色

や
や
粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
)

内
外
向
の
摩
阪
映
者
、

日
縁
部
一
部
片
日
状
を
呈
す
る

第
49
区
4
土
師
器

不
(1
36
)・
 
―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
し

ロ
ク
ロ
ナ
デ

喝
色

阻
(白
赤
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
荒
れ
・
摩
滅
跛
者

第
49
図
5
土
師
器

14
N

(1
36
)・
 
― ―
 
・
 
一

日
縁
―
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

暁
黄
橙
色

密
(赤
黒
・
白
色
粒
子
)

内
外
表
面
の
摩
滅
非
常
に
政
者

第
49
図
6
土
師
器

イ
―
 
。
(6
0)
。
一

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
か
、

底
部
回
転
糸
切
り
か

ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)
内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
21
第
49
図
7
灰
釉
陶
審
椀
か

―
 
・
 7
0'
 
一

体
部
～
高
台
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

す
デ
、
付
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

密
(黒
・
白
色
粒
子
)

底
部
外
面
磨
り
面
み
ら
れ
う
す
く
黒
ず
む

第
49
図
8
土
師
器

甕
(2
50
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
月同
音
Б
ハ
ク
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ
、
指
頭
痕
に
ぶ
い
橙
色

ぐ
マ
租
く
亦
・
日
終
包
f_
す
、

←
色
雲
母
、
小
礫
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
21
第
49
図
9
土
師
器

奉
日
縁
―
打
Ft
tБ
ケヽ
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色
や
や
粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
)
外
而
の
座
減
や
や
顕
著



― ］ ９ １

主 点
出 地

図
版
番
号
種
別

器
種

口
径
属
笹
器
目
(C
m)

()
=復
元
値
、「
]=
現
存
値

部
位
・
形
態

整
形
施
文
技
法
(外
)

調
整
技
法
(内
)

色
調
(外
・
内
)

胎
土

備
 
考

第
49
図

土
師
器

甕
(2
70
)・
 
― ―
  
―

日
縁
～
胴
部
ケヽ
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ

掲
色

や
や
粗
(自
・
赤
・
黒
色
粒
子

=ギ
子ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
49
図

土
師
器

甕
(2
84
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
―
月 同
部
ケヽ
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

指
頭
痕

橙
色

や
や
粗
(白
赤
・
黒
色
粒
子
、

ヨ
母
、
3～
7D
ul
程
の
小
礫
を
含

い
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
49
図

上
自下
器

甕
(2
94
)・
 
―
―
  
―

日
縁
～
胴
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ

月
赤
褐
色

替
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
49
図

土
師
器

甕
―
 
・
(8
0)
・
 
―

胴
部
～
底
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
底
部
木
葉
痕
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

登
色

密
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

三
母
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
21
第
49
図

土
師
器

甕
―
 
・
(7
0)
・
 
―

胴
部
～
底
部
＼
ケ
メ
、
底
部
ナ
デ

ナ
デ

こ
ぶ
い
赤
褐
色

否
(自
・
芥
黒
色
粒
子
、

耳予
ヰユヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
21
第
49
図

土
師
器

甕
―
 
・
(8
0)
・
 
―

月同
吉
FS
―
底
吉
ト
ケヽ
メ
、
ナ
デ
底
部
木
葉
痕

ハ
ク
メ

登
色

や
や
粗
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

菫
母
 
′
卜
池
ヽ

勺
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
21
第
49
図

土
師
器
小
型
甕

(9
8)
・
 
―
 
・
 
一

日
縁
―
胴
言
Б
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

指
繭
痛

月
赤
褐
色

や
や
粗
(自
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

冬
魯
重
母
ヽ

勺
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
50
図
17
土
泊 下
器

羽
餐

(2
50
)・
 
― ―
 
・
 
―

ロ
イス
ー
月 日
常
Б
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
す
デ

こ
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(自
・
黒
。 赤
色
粒
子
、

奎
芋予ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
50
図
18
須
忘
器

甕
肩
部
タ
タ
キ
、
す
デ

ナ
デ

色 色
日 灰
灰 責

朴 均

密
(自
・
黒
色
粒
子
、

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
50
度

須
恵
器

甕
タ
タ
キ

ナ
デ

天
白
色

勺
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
50
図

須
恵
器

甕
タ
タ
キ
、
す
デ

ケヽ
メ
、
す
デ

天
色

お
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
21
第
50
区

灰
釉
陶
器

一 電
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

語
(壕
手
白
色
光
立
子
)

内
外
面
に
釉
が
た
れ
て
い
る

S1
21
第
50
図

灰
釉
陶
器

壷
―
 
。
(9
0)
・
 
―

胴
部
～
高
台
音
|

回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

英
都
ロ
ク
ロ
す
デ
ヽ
付
言
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

密
(黒
・
白
色
粒
子
)

外
面
全
体
や
や
黒
ず
む

S1
22
第
50
図

l
十
師
器

杯
(1
08
)

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

琴
仲

乙
(示
・
自
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
22
第
50
区
2
土
師
器

添
(1
36
)

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

彗
魯

麻
(ホ
・
白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

S1
22
第
50
図
3
土
師
器

甕
(2
56
)。
 
一 ―
 
・
 
―

日
縁
～
頚
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

＼ ケ
メ
、
す
デ

凋
赤
褐
色

や
や
粗
(黒
・
白
色
粒
子
、

岱
れ
‐ T
母
塚
】

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
22
第
50
図
4
土
師
器

甕
ハ
ケ
メ

ハ
ク
メ
、
す
デ
、

指
言
百
渡

凋
褐
色

ぐ
ギ
Tl
l(
日
・
無
び
g秘
す
、

争
魯
1雲
母
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
50
図
5
土
師
器

甕
―
 
。
(7
0)
・
 
―

胴
部
～
底
部
ハ
ケ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ケヽ
メ

刀
褐
色

密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

本
為
T―
尋
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
22
第
50
図
6
土
師
器

甕
―
 
。
(8
0)
・
―

月
同
言
Б
―
底
守
Б
ナ
デ
、
底
部
木
葉
痕
か

ナ
デ

月
赤
褐
色

や
や
粗
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子

多
 
本
魯
壱
舟
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

毎
50
図
7
須
点
器
甕
か
垂

胴
部
タ
タ
キ

X色
密
(白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
署

S1
22
第
50
区
8
須
恵
器
甕
か
重

月同
部
タ
タ
キ

ヘ
ラ
ナ
テ

天
白
色

密
(黒
・
白
色
粒
子
)

外
面
の
摩
滅
顕
者

S1
22
第
50
区
9
須
恵
器
甕
か
重

月「
]モ
争ほ
タ
タ
キ
、
す
デ

灰
白
色

密
(黒
白
色
粒
子
)

外
面
の
摩
減
吸
者

S1
23
第
51
区

と
土
師
器

不
(1
20
)(
36
)・
31

口
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
ア
、
ヘ
フ
ク
ス
リ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

や
や
粗
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

殉
外
面
の
摩
扱
や
や
吸
者
、

や
や
厚
ば
っ
た
い
つ
く
り

S1
23
第
51
区
2
土
師
器

不
12
2
3 
8 
・
3 
65

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
す
テ
、
ヘ
フ
ク
ス
ツ
、

氏
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

外
面
の
摩
滅
は
や
や
み
ら
れ
る
が
、

六
而
ォ十
淋
ヤ
い
な
ス
カ
ず

第
51
区
3
土
師
器

イ
(1
3 
4)
・
  
4 
8 
・
4 
95

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ズ
ツ
、

度
事
Lケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
す
デ

黄
橙
色

密
内
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

第
51
区
4
土
師
器

然
(1
40
)。
(6
0)
・
39

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

虚
ヨ
R画
艤
率
伽
め

ロ
ク
ロ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

密
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
51
区
5
土
師
器

鉢
15
0・
 5
0・
46

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

直
部
同
嫉
糸
切
り
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

や
や
糧
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
)
内
外
面
と
も
二
次
焼
成
を
う
け
変
色
・
摩
滅
顕
著

S1
23
第
51
区
6
土
師
器

皿
(1
20
)。
(3
2)
・
26

口
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

蔭
草
К
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
褐
色

や
や
粗
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
多
)
内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
23
第
51
区
7
土
師
器

郵
日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

為
而
黒
得
イ
ヒ
、
内
外
而
の
座
減
顕
著

第
51
区
8
土
師
器
高
台
杯

(1
68
)・
(8
0)
49
5

日
縁
～
高
台
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

ケ
ズ
リ
、
底
部
ナ
デ
、
付
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、

ミ
ヂ
井

明
褐
色

ぐ
ヾ
租
く
日
・
黒
・
亦
巳
tl
f十
、

T‐
舟
ヽ

均
面
黒
色
化
、
外
面
も
日
縁
部
か
ら
約
2c
血
の
幅
で

許
状
に
黒
俸
,イ
ヒ
、
内
外
面
の
摩
減
や
や
顕
著

第
51
区
9
上
師
器

郵
―
 
・
(4
4)
・
 
一

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
テ
、
ヘ
ラ
ク
ス
リ
、

庚
都
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
23
第
51
区
10
土
師
器

不
―
 
・
 5
4・
 
―

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ズ
ソ

廣
剤
回
転
糸
切
り

ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

密
(赤
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著
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上 点
出 地

図
版
番
号
種
別

器
種

日
径
ほ
径
器
高
(C
m)

()
=復
元
値
、
[]
=現
存
値

部
位
・
形
態

整
形
施
文
技
法
(外
)

調
整
技
法
(内
)

色
訓
(外
・
内
)

胎
上

備
 
考

S1
23
第
51
図
11
灰
和
陶
器

椀
(1
54
)・
 7
6・
57

日
縁
～
高
台
罰
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

、
底
部
回
転
ナ
デ
、
付
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

粗
(白
・
黒
色
粒
子
、

34
ul
前
後
の
小
礫
多
く
含
む
)

つ
く
り
は
雑
、
内
外
面
と
も
摩
滅
は
あ
ま
り
み
ら
れ

な
い
が
ヨ
ゴ
レ
顕
著
、
底
部
内
面
に
は
二
久
的
に
使

用
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
磨
痕
範
囲
が
み
ら
れ
る

S1
23
第
図

灰
釉
陶
基

椀
38
)・

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

更
白
倖

(黒
白
角
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
23
第
51
図
13
灰
釉
陶
基

椀
(1
40
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

や
ぐ
社
(1
～
34
ul
牲
の

白
色
粒
子
・
黒
色
粒
子
)

二
次
焼
成
を
う
け
た
た
め
か
、

内
外
m‐
の
帯
拍
′嗣
著

S1
23

14
皿

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

密
(黒
自
色
粒
子
)

カ
マ
ド
出
十
、
内
外
面
の
摩
減
や
や
顕
老

S1
23

区
紬
陶
撃

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
自
色

内
外
面
の
摩
滅
あ
ま
り
み
ら
れ
ず

第
51
図
16
灰
釉
陶
碁

椀
(1
60
)一
―
  
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

ギ
ギ
租
(日
e狂
す
多
、

黒
色
粒
子
)

つ
く
り
は
雑
、
二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面

S1
23

17
吹
紬
陶
基

椀
日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

S1
23
第
図

灰
触
瞬

椀
72
)

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

二
次
貯
成
を
う
|す
内
外
面
や
や
荒
れ
て
い
る

第
5
図
19
上
師
器

甕
(2
60
) 
―
―
  
―

日
縁
～
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤
褐
色

ぐ
ギ
租
(日
無
tL
秘
す
、

雲
母
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
51
図

土
銅
器

弩
(2
96
)・
 
―
―
 
・
 
―

口
帝激
―
月 同
言
Б
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ

橙
色

給
(日
・
黒
・
亦
包
秘
十
、

争
侮
雲
母
)

内
外
面
の
ス
ス
の
付
着
は
わ
ず
か
に
み
ら
れ
る
が
、

基
減
痛
,■
鱚
娑
で
,■
/F
い

第
51
図

土
師
器

餐
(3
12
)・
 
―
―
 
・
 
一

日
縁
マ
Б
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
す
デ

に
ぶ
い
赤
褐
色

ぐ
ギ
4B
く
日
黒
亦
包
程
十
、

三
舟
 
ホ
題
や
や
宏
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
23
第
51
図

土
師
器
小
型
甕

(1
24
)・
(7
3)
13
35

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
ロ
ク
ロ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

や
や
粗
(自
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

T―
尋
ヽ

カ
マ
ド
出
土

S1
23
第
52
図

土
師
器

羽
釜

口
縁
―
月同
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

橙
色

密
(白
黒
。 赤
色
粒
子
、

金
色
雲
母
)

二
次
焼
成
を
う
け
る
が
、

隊
就
l■
泳
寺
め
幅
才
歪
ヶ■
か

第
52
図

土
師
器

羽
釜

(1
90
)―
 ・
―

日
縁
～
胴
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

赤
褐
色

ぐ
ヾ
社
(日
黒
・
亦
t■
tr
十
、

へ
れ
=科
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
52
図

土
師
器

羽
釜

(2
20
)・
 
― ―
 `
 
―

日
縁
彰ヽ
月同
音
Б
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、
内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
52
図

上
師
器

羽
釜

(2
32
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ハ
ケ
メ
、
す
デ

クヽ
メ

月
赤
褐
色

陰
(日
・
黒
歩
色
杜
十
、

基
れ
=母
ヽ

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
と
も
摩
滅
非
常
に
顕
著

S1
23
第
52
図

土
師
器

羽
釜

(2
30
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(自
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

/_
Nt
t‐
T―
母
 
′
、胞
お
お
夕
ヽ
カ
マ
ド
出
土
、
内
面
の
ス
ス
付
看
欧
者
だ
が
、

丙
択
蒜
の
藩
清
14
示
ヤ
め
及
云
力
ず

S1
23
第
52
図

土
師
器

羽
釜

(2
18
)・
 
―
 
・
 
―

口
縁
～
胴
部
ハ
ケ
メ
、
す
デ

ケヽ
メ

月
赤
褐
色

や
や
密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、
二
次
焼
成
を
強
く
う
け
、
摩
滅
も
顕
著

S1
23
第
52
図

土
師
器

甕
―
 (
26
3)
最
大
胴
径
・
―

胴
部
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

月
赤
褐
色

硲
く
日
・
黒
び
包
杜
す
、

公
魯
三
舟
ゝ

カ
マ
ド
出
上
、
肉
外
向
の
摩
薇
や
ギ
映
者
、

S1
23
第
52
図

土
師
器

甕
―
 
。
(8
0)
。
 
一

胴
部
～
底
部
クヽ
メ
、
底
部
木
栗
痕

ケヽ
メ

天
褐
色

や
や
粗
(自
・
黒
色
粒
子
、

雲
母
、
4d
ul
l以
下
の
小
礫
を
含

す
o)

内
外
面
の
摩
減
非
常
に
顕
著
、

特
に
内
面
は
オ
コ
ゲ
状
付
着
物
に
よ
り
黒
色
化

第
52
図

土
師
器
羽
釜
か

―
―
 
・
 1
00
' 
一

月同
音
Б―
底
音
ト
ハ
ク
メ
、
底
部
本
粟
展

ケヽ
メ

月
赤
褐
色

や
や
密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

金
色
雲
母
)

外
面
の
摩
滅
は
や
や
取
署
だ
が
、
内
面
は
あ
ま
り
み

ら
れ
な
い
、
底
部
外
面
木
葉
痕
の
他
、

FS
子
峠
序
荒
爾
雲

第
53
図

土
師
器
置
き
カ
マ
ド

底
部
ハ
ケ
メ

ケヽ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

マ
ギ
祉
く
日
・
幕
び
包
秘
十
、

董
手こ
}ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
53
図

須
恵
器

甕
肩
部
タ
タ
キ
、
す
デ

当
て
具
痕

月
赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

2m
n程
の
白
い
′
卜
灌
矛
含
す
oう
内
外
面
と
も
摩
滅
顕
著

S1
23
第
53
図

須
恵
器

壬 霊
―
。
(2
10
)最
大
胴
径
・
―

胴
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
色

省
(日
誅
包
杜
十
、

3H
ul
l程
の
小
換
を
含
む
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
頭
著

第
53
図

灰
釉
陶
器
長
頸
壷

(6
0)
頸
部
径
・
―
・
―

頸
部
～
肩
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

や
や
粗
(黒
自
色
粒
子
、

1～
Am
m程
の
ホ
題
歩
合
〕
内
外
面
と
も
に
あ
ま
り
摩
滅
は
み
ら
れ
ず

第
53
区

天
釉
陶
基

士 霊
胴
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

更
白
俸

落
(妄
群
白
侮
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
53
図

1
士
師
器

不
(H
O)
・
 
―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
外 内
明
亦
伯
e

裕
俸

密
(赤
色
粒
子
)

同
グ
ト
回
の
摯
腺
マ
ヾ
lt
R者
、

内
外
面
部
分
的
に
二
次
的
に
黒
色
化

第
53
図
2
土
師
器

杯
(1
2 
4)
・
 (
7 
6)
・
 3
 5

口
縁
～
底
部

ロ
ク
ロ
ア
ア
、

ミ
ガ
キ

外 均
に
ぶ
い
貢
橙
色

黒
魯

密
(赤
色
粒
子
、
雲
母
)

四
グ
ト
回
t/
欅
腺
Jl
k者
、
四
画
黒
包
4ヒ
、

わ
ず
か
に
ミ
ガ
キ
残
る

第
53
図
3
土
師
器

芸 エ
(1
62
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
す
デ
、
暗
文
男
赤
褐
色

密
(赤
色
粒
子
)

内
外
面
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

子5
3区
4
土
師
器

蓋
(1
68
)・
 
― ―
 
・
 
―

口
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
褐
色

密
(赤
色
粒
子
、
雲
母
少
)
内
外
面
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
者

第
53
図
5
土
師
器

甕
23
5・
 
―
 
・
 
―

口
縁
～
頚
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、ハ
ケ
メ

ハ
ケ
メ

赤
褐
色

硲
(日
・
無
色
杜
十
、

公
魯
三
舟
多
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著
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ぶ
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工 点
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図
版
番
号
種
別

器
種

口
径
底
径
器
高
(c
m)

()
=復
元
値
、「
1=
現
存
値

部
位
・
形
態

整
形
施
文
枝
法
(外
)

調
整
技
法
(内
)

色
調
(外
・
内
)

胎
土

備
 
考

第
53
図
6
土
師
器

甕
(2
45
)―
―
 
・
 
一

日
縁
音
焉
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

外 内 色

赤
褐
色

橙
色
～
明
赤
褐
や
や
粗
(白
黒
色
粒
子
、

雲
母
多
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
53
図
7
土
師
器

甕
(2
28
) 
― ―
 
・
 
―

日
縁
9`月
同
音
Б
ハ
ク
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ
、
す
デ

に
ぶ
い
褐
色

マ
マ
租
日ヽ
色
tl
r十
多
、

里
格
貯
子
 
本
格
=舟
多
ヽ
内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
53
図
8
土
師
器

甕
(2
50
)。
一
 
・
―

日
縁
～
胴
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
黒
色
粒
子
、

ハ
為
と
再
ヽ

第
53
図
9
土
師
器

甕
―
 
・
(8
0)
。
 
一

ハ
ケ
メ
、
民
部
末
素
厘

粒
子
、
雲
母
多
)
外ヽ
而
の
麿
滅
千

第
53
図

土
師
器

寮
―
 
・
(8
0)
 
一

胴
部
～
底
部
ハ
ケ
メ
、
底
部
木
葉
痕
か

ハ
ケ
メ
(ナ
デ

に
ぶ
い
褐
色

マ
ギ
租
(日
無
包
柾
十
、

争
角
雲
母
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
53
図
11
土
師
器

甕
―
 
。
(7
0)
・
 
―

胴
部
～
底
部
ハ
ケ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
黒
色
粒
子
、

公
榔
=舟
夕
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
54
図
12
須
恵
器

士 霊
―
―
 
・
 8
5・
 
―

胴
吉
FS
―
底
吉
Б

ロ
ク
ロ
ナ
デ
,回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

、
底
部
回
転
糸
切
り
、

ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

外 内
灰
～
灰
美
色

灰
黄
色

密
(黒
色
粒
子
少
)

底
部
外
面
塁
痕
状
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

た
だ
し
磨
痕
は
認
め
ら
れ
な
い

第
54
図
〔
3
須
恵
器

甕
タ
タ
キ

ナ
デ

外
:黒
褐
色

丙
 
匠
為

密
(黒
色
粒
子
)

内
面
磨
痕
認
め
ら
れ
二
次
転
用
さ
れ
て
い
る

か
タ
タ
キ
、
自
然
釉

ナ
デ

戻
色

粒
勺
外
足
讃
打
痕
ら
し
よ

署

S1
25
第
54
図

1
土
師
器

不
(1
60
)(
48
)・
50

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ク
ス
リ
、

底
部
回
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

月
赤
褐
色

阻
(白
色
粒
子
多
赤

車
れ
対
子
ヽ

つ
く
り
は
雑
、
二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
の
荒
れ
非

世
ォr
市
立

S1
25
第
54
図
2
土
日 万
器

不
(1
30
)・
 
― ―
  
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

堀
赤
褐
色

や
や
粗
(白
色
粒
子
多
・
赤

軍
れ
埒
子
 =
尋
ヽ

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
25
第
54
区
3
十

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

隻
黄
搭
色

1粒
子
)

外
而
の
屋
減
非
や

S1
25
第
54
図
4
土
師
器

邦
―
 
・
(6
0)
・
 
―

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

廣
■
偲
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

第
54
区

土
師
器

羽
釜

(1
76
) 
一 ―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

橙
色

腎
(赤
・
黒
・
自
色
粒
子
、

奎
舟
ヽ

二
次
焼
成
は
う
け
る
が
、
内
外
面
の
摩
滅
は

ム
予
h.
I決
拓
f

S1
25
第
54
図
6
土
樹 下
器

甕
月 同
部

ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

密
(黒
・
白
・
赤
色
粒
子
、

本
格
T―
母
ヽ

勺
外
面
と
も
強
く
被
熱
し
て
い
る

第
54
区

1
土
師
器

邦
―
 
・
(5
0)
・
 
―

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
′

底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

雲
母
)

勺
外
面
ウ
ル
シ
状
ヨ
ゴ
レ
顕
著
、
外
面
二
次
焼
成
を

う
け
た
た
め
か
器
面
や
や
荒
れ
る
、

吉
孝
К
λ
面
盛
筆
誦
娑

S1
26
第
54
区
2
土
師
器

皿
―
 
。
(5
2)
・
 
―

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
テ
、

医
部
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
橙
色

密
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

二
次
焼
原
を
つ
け
肉
外
向
の
変
色
・

帯
力
や
や
簡
必

第
54
区
3
土
師
器

蓋
(1
56
),
 
一 ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

密
(赤
色
粒
子
多
白
・

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
55
区
4
土
師
器

甕
(2
90
)・
 
― ―
  
―

日
縁
～
頸
部
ケヽ
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤
褐
色

マ
ギ
祖
(口
巳
狂
す
多
燕

赤
色
粒
子
、
令
杵
,雲
母
修
内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
26
第
55
区
5
土
師
器

甕
―
。
(2
92
)最
大
胴
径
・
―

月 同
吉
Б
ハ
ケ
メ
、
指
頭
痕

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

ぐ
ギ
租
(日
包
任
十
多
・
黒
・

未
れ
業
↓
子
 =
尋
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
26
第
55
区
6
土
師
器

羽
釜

(1
88
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
―
月 同
=Б

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ

橙
色

や
や
粗
(臼
色
粒
子
多
、
黒
・

未
魯
対
キ
 =
科
歩
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
26
第
55
区
7
土
師
器

甕
―
 
。
(1
00
)・
 
―

月 同
音
、～
底
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、
底
部
木
葉
痕
ハ
ケ
メ
、
指
頭
痕
明
赤
褐
色

や
や
糧
(臼
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

本
名
●
尋
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

古
墳

甑
41
=

浅
責
橙
色

密
(白
・
具
色
粒
子
)

撃
|こ

9
度
釉

|

空
肩
部
～

ロ
ク
ロ
サ
ラ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

密
(具
・
白
色
粒
子
)

外
面
の
麿
減
あ
ま
り
み
ら
れ
▼

S1
27
第
55
図

I
土
師
器

皿
(8
 0
)。
 (
4 
8)
 2
 4
5

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
褐
色

密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

ハ
魯
ご
尋
夕
ヽ

饗
の
焙
上
に
て
つ
く
ら
れ
る
、
二
次
焼
成
を

う
け
て
い
る
が
摩
滅
痕
等
は
顕
著
で
な
い

第
55
図

1
土
師
器

不
(1
40
)・
(4
4)
・
43
5

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
デ
、
ヘ
ラ
ク
ス
リ
、

吏
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
黄
褐
色

密
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

カ
マ
ド
出
上
、
内
外
面
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
お
よ
び

器
面
の
荒
れ
顕
薯

第
55
図
2
土
師
器

杯
13
0)
・
 
―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

伐
黄
橙
色

酷
(黒
・
赤
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
55
図
3
灰
釉
陶
器
椀

―
 
・
 6
0・
 
―

日
縁
～
高
台
剖
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

同
辞
十
ギ
 
料
意
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
自
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

つ
く
り
は
や
や
粗
雑

第
55
図
4
灰
釉
陶
群

椀
高
台
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
ロ
ク
ロ
ナ

デ
、
付
高
台

ロ
ク
ロ
ナ
デ

天
白
色

や
や
粗
(白
色
粒
子
多
、

黒
色
粒
子
、
2～
3H
ul
の
白
色
の

礫
を
含
む
)

内
面
磨
痕
非
常
に
顕
著
、
内
外
面
ヨ
ゴ
レ
頭
著

第
55
図
5
土
師
器

甕
(2
16
)・
 
―
―
 
・
 
―

日
縁
～
頸
部
ハ
ケ
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ

褐
色

や
や
粗
(白
黒
・
赤
色
粒
子
、
外
面
の
摩
滅
顕
著



|

囀 ∞

|

土 点
出 地

図
版
番
号
種
別

器
種

日
後
lH
径
器
嵩
(C
m,

()
=復
元
値
、
[]
=現
存
値

部
位
・
形
態

整
形
施
文
技
法
(外
)

調
整
技
法
(内
)

色
調
(外
・
内
)

胎
土

備
 
考

S1
28
第
55
図
6
土
師
器

甕
(2
82
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
頸
部
ハ
ケ
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ

明
赤
褐
色

や
や
粗
(黒
・
白
・
赤
色
粒
子
、
内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
28
第
55
図
7
土
師
器

甕
―
  
(7
0)
・
 
一

胴
部
～
底
部
ハ
ケ
メ
、
す
デ
、
底
部
木
乗
反
く
し
状
工
具
に
よ
る

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色
粗
(自
黒
色
粒
子
、
雲
母
)

S1
28
霜
55
図
8
土
師
器

甕
―
 
・
(6
2)
・
 
―

月同
音
h―
底
音
Б
ハ
ケ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ハ
ケ
メ

に
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、
内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
28
第
55
図
9
土
師
器

甕
―
 
・
 9
0・
 
― ―

胴
部
～
底
部
ケヽ
メ
、
底
部
本
葉
痕

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤
褐
色

や
や
粗
(自
色
粒
子
多
、

黒
・
赤
色
粒
子
、

金
色
雲
母
多
、
小
礫
)

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
の
変
色
顕
著
、

底
部
外
面
木
棄
痕
の
他
種
子
状
圧
痕
も
顕
著

第
55
図

土
樹下
器

甕
―
 
。
(7
0)
・
 
―

月同
きヽ
～
度
を
偲
ナ
デ
、
指
頭
痘
、
底
部
未
糞
痕
ハ
ケ
メ
、
す
デ

橙
色

豊
白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
減
非
常
に
頭
著

第
56
図

1
土
師
器

第
(1
40
)。
(5
0)
。
(3
8)

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

直
専
К同
鉄
糸
切
り
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
L
ロ
ク
ロ
ナ
デ

浅
黄
橙
色

電
赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
変
色
、

丙
市
哭
誘
ォキ
_致
勃
被

第
56
図
2
土
師
器

杯
20
)

日
―
体
部
ロ
ク
ロ
す
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

明
赤
褐
色

雪
黒
・
赤
・
白
色
粒
子
)

カ
マ
ド
出
十
 
内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

第
56
図
3
±
8碩
器

皿
か

日
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

こ
ぶ
い
橙
色

示
・
具
・
白
停
粒
子
)

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
変
色
、
摩
滅
も
顕
著

第
5℃

琶而
界

用
か

30
)・
 
―
―
 
・
 
―

日
休
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

こ
ぶ
い
褐
色

略
!粒
子
)

内
外
面
の
摩
減
や
や
顕
著

5
8而
器

―T
60
)

日
縁
～
体
詈
κ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
.ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

虐
苦
梧
侮

略
・
黒
。
自
得
粒
子
)

内
面
黒
色
化
、
内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
80
第
56
区
6
土
師
器
高
台
杯

―
  
(8
0)
一

イ
部
～
14
N底

=「

ロ
ク
ロ
ナ
デ
,ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

底
部
貼
付
高
台
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文

、
ミ
ガ
キ
、

底
部
ミ
ガ
キ

登
色

笞
(黒
・
赤
・
白
色
粒
子
)

内
面
二
次
的
に
黒
色
化
、
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
顕
著

S1
30
第
56
区
7
土
師
器

≡ 霊
(2
80
)・
 
―
―
 
。
 
一

日
縁
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

月
赤
褐
色

俎
(黒
臼
赤
色
柾
子
、

三
ギ予ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
31
第
56
図

土
師
器

邦
(1
40
)・
 
― ―
 
・
 
一

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

登
色

や
や
粗
(白
色
粒
子
多
、

ボ
・
黒
色̀
粒
子
)

カ
マ
ド
出
上
、
二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
変
色
・

藤
勝
嗣
望

S1
31
第
56
図
2
土
師
器

甕
(3
00
)・
 
― ―
  
―

日
縁
～
頸
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

こ
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(臼
色
粒
子
多
、

≧
未
為
対
子
 
ハ
魯
三
母
ヽ
カ
マ
ド
出
上
、
内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
者

S1
31
第
56
図
3
土
師
器

甕
―
 
。
(1
20
)・
 
―

ナ
デ
、
FA
部
末
乗
痕

ケヽ
メ
、
ナ
デ

登
色

豊
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
署

S1
31
第
56
図

4
土
師
器

甕
胴
部

ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

こ
ぶ
い
黄
褐
色

や
や
粗
(臼
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

冬
為
=尋
ヽ

カ
マ
ド
出
土
、
内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
者

S1
32
劣
56
図

1
土
目市
器

杯
―
 
。
(5
4)
。
 
一

体
部
～
底
部

ロ
ク
ロ
す
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
ツ
、

底
部
回
転
糸
切
り
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
日 音
文

、
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ

隣
す

こ
ぶ
い
橙
色

畜
(黒
・
白
・
赤
色
粒
子
、

百
英
)

内
外
面
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
顕
著

S1
32
第
56
図
2
土
師
器

甕
(2
40
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
頸
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
す
デ

こ
ぶ
い
赤
褐
色

や
や
粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

冬
魯
T―
f干
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

S1
32
第
56
図
9
土
師
器

麦
―
 
・
(7
2)
・
 
―

胴
部
～
底
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ
、
底
部
木
葉
痕
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

月
赤
褐
色

や
や
密
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

公
れ
●
ギ
干ヽ

内
外
面
の
摩
滅
顕
著

S1
32
劣
56
図
4
須
忘
器

三
―
 
・
 3
7・
 
一

胴
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り

、
外
面
に
も
自
然
釉

ロ
ク
ロ
ナ
デ

掲
灰
色

や
や
粗
(黒
白
色
粒
子
、

1～
2H
ul
l大
の
小
礫
や
や
多
く
含

む
)

外
面
摩
滅
や
や
顕
著
、
胴
部
外
面
に

ヘ
ラ
状
工
具
痕
あ
り

S1
33
第
56
図

1
土
師
器

不
12
0・
 8
4,
42

ほ
ぼ
完
形
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

ン ト
:亦
御
包

勺
:明
ホ
楊
俸

包
(赤
・
白
色
粒
子
、
小
礫
)

内
面
ウ
ル
シ
状
付
着
物
非
常
に
顕
著
、
外
面
は
二
次

駐
成
を
う
け
荒
れ
,変
色
顕
著
(灯
明
具
)

S1
33
第
56
図
2
土
師
器

不
―
 
・
 5
6・
 
―

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、

麻
獣
同
鉄
糸
切
り
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ

朴 為

に
ぶ
い
橙
色

軍
為

努
(赤
色
粒
子
多
、

コ
れ
対
子
ヽ

内
面
二
次
的
に
黒
色
化
、
外
面
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ

や
や
閥
著
 
睦
減
t■
あ
蓑
り
み
ら
れ
/t
hい

S1
33
第
56
図
3
古
墳

圭 霊
胴
部

ケヽ
メ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ナ
デ
、
ミ
ガ
キ

↑ 為
偉
e
明
ホ
楊
侮

密
(赤
・
白
色
粒
子
や
や
多
)
内
外
面
の
摩
滅
や
や
頭
著

SK
 5
第
57
図

1
土
師
器

鉢
(4
20
)・
 
―
―
 
・
 
一

日
縁
～
頸
部
＼ ケ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

こ
ぶ
い
褐
色

や
や
粗
(白
色
粒
子
多
、

赤
色
粒
子
、
金
色
雲
母
多
、
小

腱
)

内
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

5
窮
57
戻
2
須
東
器

零
月同
音
偲
タ
タ
キ

ナ
デ

更
進
ζ

電
具
・
白
色
粒
子
)

勺
外
面
の
摩
滅
顕
著

SK
 7
第
57
図

1
須
恵
器

甕
肩
部
タ
タ
キ

青
海
破
門
波
紋
状

天
白
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
・
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

SK
21
第
57
図

1
土
師
器

餐
胴
部

ケヽ
メ

ナ
デ

登
色

や
や
II
(日
色
粒
子
多
、

赤
・
黒
色
粒
子
、

44
11
1前
後
の
小
穫
)

均
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

SK
21
第
57
図
2
土
師
質

鉢
―
 
・
(2
90
)・
 
―

体
部
～
底
部
ナ
デ
、
底
部
ナ
デ

外 内
橙
色

褐
灰
色

や
や
粗
(2
Hu
l前
後
白
色
粒
子
、

2H
 l
l前
後
黒
色
粒
子
、

1～
5D
Ml
未
各
粒
子
)

内
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

SK
28
第
57
図

1
土
師
質

皿
(H
O)
。
(8
0)
。
(2
0)

ロ
ク
ロ
す
デ
、
反
部
回
転
糸
切
り
ナ
デ

褐
色

蕗
白
赤
・
黒
色
粒
子
)

内
外
面
の
摩
滅
顕
著



― や 〇 ―

工 点
出 地

図
版
番
号
種
別

器
種

日
径
lH
往
・
轟
局
(C
m'

()
=復
元
値
、
[]
=現
存
値

部
位
・
形
態

整
形
・
施
文
技
法
(外
)

調
整
技
法
(内
)

色
調
(外
・
内
)

胎
上

備
 
考

第
57
図

1
古
墳
S宇
日
縁
甕

(1
50
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
頸
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

ナ
デ

登
色

磁
(日
・
亦
・
無
日
程
す
、

lm
m前
絡
の
川
、
灌
ヽ

勺
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
者

第
57
区

1
古
墳

(2
20
)・
 
― ―
  
―

日
縁
部
ナ
デ

ナ
デ

橙
色

や
や
粗
(自
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

十、
種
ヽ

為
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

18
0)
・
 
―
 
・
 
―

日
縁
―
日
辺
罰
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

瞳
色

至
(赤
・
白
・
黒
色
粒
子
)

勺
外
面
の
摩
滅
非

SK
40
第
57
屎

1
土
師
器

三
(2
10
)・
 
―
―
 
・
 
―

日
縁
～
日
辺
部
ナ
デ
、
刻
目

ナ
デ

橙
色

至
(自
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

壬ヨ
ギ子ヽ

均
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

SK
40
第
57
区
2
古
墳

壷
(1
30
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
日
辺
部
ナ
デ

ナ
デ

橙
色

賢
(日
・
赤
・
黒
色
柾
子
、

三
科
 
′
卜
灌
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

第
57
区

1
土
師
器

杯
(1
20
)・
 
― ―
 
・
 
―

体
部
～
底
部
底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ
、
ミ
ガ
キ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
橙
色

至
(赤
・
黒
。
自
色
粒
子
、

石
翌生ヽ

勺
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
57
区
2
常
滑
陶
暑

甕
胴
部

ケヽ
メ
、
ナ
デ

ケヽ
メ
、
ナ
デ

色
色 橙
赤 責 色

い い 白

ぶ ボ 灰

に に …
… 面

外 内 断
4(
白
・
黒
色
粒
子
、
小
礫
)

SK
42
第
57
区

1
古
墳
S字
日
縁
甕

(1
80
)。
―
 ・
一

日
縁
～
日
辺
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

橙
色

や
や
粗
(白
色
粒
子
多
、

モ
.単
為
埒
子
 
と
尋
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
非
常
に
顕
著

1
圧
釉
|

ロ
ク
ロ
ナ
デ

灰
(自
・
黒

ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

第
57
区

1
須
恵
器

甕
胴
部
タ
タ
キ

ヘ
ラ
ナ
デ

71
・
:種
色

丙
 H
=序
讐
岳

密
(白
・
赤
・
黒
色
粒
子
、

勺
外
面
の
摩
滅
顕
著

SK
75
第
58
区

1
上
師
器

甕
胴
部

ケヽ
メ

ハ
ケ
メ

橙
色

竹
く
日
E秘
す
多
、

均
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

SK
94

1
■
師

郵
(1
20
)・
 
―
 
・
 
―

口
縁
～
体
部

躇
(

子

SK
94
第
58
区
2
土
師
器

甕
(3
00
)。
 
一 ―
 
・
 
―

日
縁
～
頸
部
ケヽ
メ
、
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

明
赤
褐
色

守
ヽ
租
(口
巴
卍
十
多
、

勺
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

1
ロ
ク
ロ
す
デ
、
回
転
ヘ
ラ
ケ
ズ

l
ロ
ク
ロ
ナ
ラ

灰
(白
侮
粒
子
)

SK
98
第
58
区

1
土
師
器

郭
(1
20
)・
(5
2)
・
(3
4)

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
テ
、
ヘ
ラ
ク
ス
リ

底
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

橙
色

ぐ
ギ
租
(日
包
柾
十
多
、

未
魯
対
子
 
ホ
灌
ヽ

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
の
荒
れ
・
ヨ
ゴ
レ
顕
著

第
58
区

1
土
師
器

イ
―
 
。
(5
0)
・
 
―

体
部
～
底
部
ロ
ク
ロ
す
デ
、
ヘ
ラ
ク
ズ
ツ
、

虞
部
同
転
糸
切
り
 
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
暗
文
橙
色

密
(黒
・
赤
・
白
色
粒
子
)

為
外
面
の
摩
滅
顕
著

第
58
区
2
土
師
器

弩
―
 
。
(9
0)
・
 
―

体
部
～
底
部
ナ
デ
、
底
部
木
葉
痕

ナ
デ

橙
色

粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

雲
母
、
小
礫
)

為
外
面
の
摩
滅
顕
著

胴
部
タ
タ
キ

ナ
デ

竜
灰
色

密
(白
・
黒
色
粒
子
、
小
礫
)
勺
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

SK
10
0
第
58
区

1
土
師
質

皿
(1
20
)。
(6
0)
。
(2
8)

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

や
や
粗
(赤
色
粒
子
多
、

白
名
対
旱
 =
舟
ヽ

内
外
面
の
摩
滅
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
が
、

ス
ス
股
ヨ
ゴ
レ
閥
著

SK
10
0
第
58
区
2
土
師
質

皿
(1
40
)。
(7
0)
・
(2
6)

日
縁
～
底
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
底
部
回
転
糸
切
り
ロ
ク
ロ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

密
(赤
色
粒
子
多
、

白
為
貯
子
 =
II

小
面
の
摩
滅
・
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
や
や
顕
著

第
58
区

と
須
恵
器

甕
胴
部
タ
タ
キ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ
い
赤
褐
色
密
(白
色
粒
子
多
、
雲
母
)

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
の
摩
滅
顕
者
、

角
而
果
而
訥
1離

SK
l1
3
第
58
区

l
土
師
器

甕
(3
40
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ケヽ
メ
、
す
デ

ハ
ケ
メ
、
す
デ

赤
褐
色

ぐ
ギ
4u
(日
包
柾
十
歩
、

谷
れ
三
舟
塚
 
雪
舟
 
ノト
杷
｀
勺
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

SK
12
7
第
58
区

1
土
師
器

甕
―
 
。
(8
0)
・
 
―

胴
部
～
底
部
クヽ
メ
、
底
部
木
葉
痕

ハ
ケ
メ

赤
tj
3色

や
や
粗
(日
色
粒
子
、

⌒
魯
萱
母
ヽ

二
次
焼
成
を
う
け
外
面
摩
滅
頭
著

SK
13
4
第
5〔

1
皿

体
部
～
1留

`

ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
、
廣
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

階
階
(黒
・
赤
・
白
色
粒
子
)

勺
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
著

SK
13
4
第
59
区
2
須
恵
器

甕
タ
タ
キ
、
自

ヘ
ラ
ナ
ラ

吸
!粒
子
)

SK
13
4
第
59
区
3
土
師
器

甕
―
 
。
(1
00
)。
 
一

胴
部
～
底
部
ナ
デ
、
木
葉
痕
、
底
部
木
葉
痕
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

］ 母
、

ほ 雲
亦
・
黒
gr
●
Iす
、

/1
ヽ
穫
)

州
ノ
ト
Bl
の
摩
Vp
qギ
映
者
、

同
部
下
端
に
|ゝ
木
葉
痕
あ
り

劣
59
区

と
土
師
器

邦
辰

rズ
リ
、
辰
部
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

踏
踏
(赤
・
黒
・
白
色
粒
子
)

勺
外
面
の
摩
滅
や
や
顕
署

第
59
区
2
土
師
器

皿
(1
20
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
縁
～
体
部
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
ヅ

ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
日 吉
文
浅
責
橙
色

密
(黒
・
赤
色
粒
子
)

卜
面
強
く
二
次
屍
成
を
う
1す
赤
褐
色
化
、

勺
面
日
縁
部
端
を
中
心
に
ス
ス
状
ヨ
ゴ
レ
顕
著

9守
59
□
3

皿
口
綴
～
く
著
も
ロ
ク
ロ
す
ラ

瞳
色

階
赤
黒
・
白
色
粒
子
)

勺
外
面
の
摩
滅
顕
著

SD
12
第
59
図

I
古
墳
台
付
養

―
 
・
(5
4)
・
 
―

胴
部
～
台
部
ハ
ケ
メ

胴
部
ナ
デ
、

台
部
ハ
ケ
メ

浅
責
橙
色

粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
、

雲
母
、
小
礫
、

6n
ul
l前
後
の
小
石
〕

二
次
焼
成
を
う
け
、
摩
滅
非
常
に
顕
著

SD
15
第
59
図

I
土
師
器

羽
釜

鍔
部
ナ
デ
、
鍔
は
担
手
状

ナ
デ

橙
色

俗
(日
・
亦
色
柾
十
、

公
名
壼
尋
ヽ

二
次
焼
成
を
う
け
、
内
面
摩
滅
顕
著

SD
16
第
59
図

1
上
師
器

高
不

―
 
・
(1
62
)。
 
一

脚
部
ハ
ケ
メ
、
ナ
デ
、

Πt
tt
R爪
市
の
場
,r
朔
ロ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

橙
色

や
や
粗
(白
・
黒
・
赤
色
粒
子
)
二
次
焼
成
を
う
け
内
面
の
荒
れ
特
に
顕
著



|

∞ 〇

|

出
上

地
点
図
版
番
号
種
別

器
種

口
径
層
径
希
局
(C
m,

()
=復
元
値
、
[]
=現
存
値

部
位
・
形
態

整
形
施
文
技
法
(外
)

調
整
技
法
(内
)

色
調
(外
・
内
)

胎
土

備
 
考

第
59
区
2
土
師
器

甕
月 同
吉
Б
ケヽ
メ
、
す
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ
ケヽ
メ
、
す
デ

明
赤
褐
色

ギ
マ
租
く
日
・
黒
・
亦
色
卍
十
、

2～
3H
ul
lの
小
穫
を
多
く
含
む
)

二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
と
も
摩
滅
顕
著

SD
16
第
59
区
3
古
墳

胴
部
底
部
ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

マ
ギ
祖
(日
・
暴
・
亦
B秘
す
、

ミm
m前
絡
の
ァ
、 灌
歩
合
す
。ヽ

4と
同
一
個
体
、
二
次
焼
成
を
う
け

Å
外
面
ス
ス
付
着
・
睦
減
閥
著

第
59
区
4
古
墳

―
 
。
(1
00
)・
 
―

胴
部
～
底
部
ナ
デ
、
底
部
ナ
デ

ハ
ケ
メ
、
ナ
デ

灰
白
色

阻
く
黒
・
日
・
亦
色
札
す
、

董
母
 5
mm
前
絡
の
/卜
灌
ゝ
二
次
焼
成
を
う
け
内
外
面
摩
滅
顕
著

第
59
区

1
弥
伍
～

古
措
小
型
壺

(9
2)
・
 
―
―
 
・
 
―

日
縁
～
胴
部
ク
シ
状
工
具
に
よ
る
ハ
ケ
メ
、

ナ
デ

ナ
デ

に
ぶ
い
橙
色

阻
(黒
・
日
・
赤
色
粒
子
、

T―
母
 
ホ
題
ヽ

二
次
焼
成
を
う
け
外
面
の
荒
れ
・

感
捕
十
■
,r
硝
華

SD
23
霜
59
区

1
9/
1ヽ
⊂
～

古
偕

士 霊
胴
部
ミ
ガ
キ
、
赤
彩

ナ
デ

桂
色

密
(黒
。
自
・
赤
色
粒
子
、

′
1、
I密
にヽ

外
面
に
赤
彩
あ
り

1
土
師
器

邦
(1
20
)・
 
― ―
 
・
 
―

日
ロ
ク
ロ
ナ
デ
、
ヘ
ラ
ケ
ズ
リ

ロ
ク
ロ
ナ
デ

に
ぶ
い
橙

く
。 黒
色
粒
子
)

内
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台
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縁
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粒
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粒
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縁
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―
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⌒
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鎮
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滅
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台
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烈
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縁
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縁
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ヽ
礫
)

二
次
的
被
熱
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縁
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熱
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出土

地点
図版 番号 分 類 長さ・幅・厚さ(Cm) 重さ(g) 石 材 備  考

S112 第45図 砥 石 23.0。 15,9・ 13 4 7,020 砂岩
磨面を中心にうすく
スス状付着物みられる

S117 第47図 丸 石 31・ 50・ 4.5 80 5 輝石安山岩

S122 第50図 砥 石 74・ 34・  1.8 砂質ホルンフェルス 察痕は顕著ではない

S124 第54図 ムシロ編み石器 9.5'4.3・ 3.9 緑色凝灰岩

第 6表 東出口遺跡出土石製品観察表

第 7表 東出口遺跡出上金属製品観察表

出土

地点
図 版 番 号 分類

法量 (cm)※ ()=推定値又は現存値
材 質 備 考

長 幅 厚 重量 (g)

7 第47図 3 刀 子 13.0 1.0 鉄

S 7 第47図 4 刀 子 1.1 鉄

S 7 第47図 5 刀 子 2.7 12 鉄

S 7 第47図 6 刀 子 鉄

S 7 第47図 7 宅にか 27 1.5 鉄

S 7 第47図 8 芋引鉄 6.5 27 鉄

S 7 第47図 9 棒状 鉄 腐食著しい

S 7 第47図 棒状 2 1 1.1 12 鉄

S 7 第47図 鉄滓 2.2 9 鉄

S 7 第47図 鉄滓か 鉄

S 第47図 椀形鉄滓 2.7 鉄

S 第49図 3 雁股鏃 82
刃先 0.2
身  21 鉄 刃先が一部かけている

S 第49図 棒状 12 14 鉄

S 第50図 刀 子 1,3 4 鉄

S12 第50図 刀 子 1.9 1.2 1 鉄

S 第50図 刀 子 9 鉄

S 第50図 鉄 滓 2.7 鉄

第50図 棒状 鉄

S 第50図 11 棒状 鉄

S 第50図 鉄滓 26 鉄 小礫が融着する

S 第 53図 刀 子 20.2 1.7 鉄

遺構外 第61図 銭貨 2.42 2 36 0 12 銅 天聖元賓 司ヒラk 023年 象書 T142

遺構外 第61図 銭貨 2.41 0.17 銅 「治平通賓 北宋 064nF T147

遺構外 第61図 銭貨 2.48 2.44 0.09 2.16 元豊通費 北宋 078年 T143

遺構外 第61図 銭貨 2.38 2 33 0 1 2.7 鋼 元祐通費 北宋 093年 1ト レンチ東西ラインー括

遺構外 第61図 銭貨 2.27 2 28 0 2 37 銅 「政和通賓 北宋 11lη房 T145

遺構外 第61図 銭貨 2.47 2 45 0 2.21 鋼 「永楽通費 明 408年 T144

遺構外 第61図 銭貨 2.19 0 3 1.33 銅 (判読不可 T146
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今回の発掘調査で検出された遺構は、竪穴建物跡 34

軒、土坑・ピット132基、溝状遺構・自然流路 32条で

ある。検出されたピットと土坑の中には、掘立柱建物跡

が 1棟 (SB l)と 、平安時代末頃の炭焼遺構 (SK100。

103・ 104)と 考えられる遺構も含まれている。

竪穴建物跡は、ある一定の間隔をおきながら存在して

いるが、検出箇所によって竪穴どうしの重複はなく単独

で存在する箇所と、 2～ 3軒程度の重複関係をもって存

在する箇所がみられる。竪穴建物跡の時期は、出土土器

の年代から、古墳時代前期初頭、 8世紀前半代 (奈良時

代)、 8世紀末～ 9世紀初頭、 9世紀前半代 。9世紀末
～10世紀初頭・10世紀前半代～半ば、11世紀末～ 12世

紀初頭の平安時代前期から末までのものに大別できると

確認・検出された 34軒のうち、 2軒が古墳時代前期

初頭のものと思われ、詳細時期不明のもの 4軒、残 り

28軒は、奈良時代から平安時代にかけて属する竪穴建

物跡だと思われる。こうした竪穴建物跡の時期分布から

みて、竪穴建物跡どうしの重複は、同一時期の建て替え

による重複ではなく、ある一定の期間をおいた後に、再

び同じ場所に建て替えているケースが多い。事実報告と

重複する部分もあるが、各時期における状況を、以下に

総括してみたい。

第 1節 古墳時代以前の遺構 と遺物

古墳時代以前では、弥生時代中期および後期の土器片

が遺構外から出土しているが、明確な遺構は確認されて

いない。古墳前期初頭に属すると思われる遺構としては、

S114・ 15号竪穴建物跡があげられる。X9Y3・ 4グリッ
ド内に位置し、一辺 4m前後を測り、方形プランを基調
とした竪穴建物跡と思われる。新旧関係は不明。遺物は

主に同竪穴内で確認されているSK34～ 40か ら出土し

ており、これらは同竪穴の床下施設の一部だと思われる。

床面と思われる堅固な箇所が認められたが、明確な炉弥

や柱穴は確認できなかった。

溝状遺構では SD16号溝状遺構がある。X9Y3グ
リッド内に位置し、東西幅 2.2mを測 り、底面から当該

期の土師器奏片や性格不明の炭化材が出土している。

第 2節 奈良時代の遺構 と遺物

8世紀前半代 (奈良時代)の竪穴建物跡としては、SI

5号竪穴建物跡があげられる。X3Ylグ リッド内に位
置し、一辺約 3mを測る方形を基調とする竪穴建物跡で
ある。遺物は竪穴覆土からは土師器の細片が中心に出土

しているが、その量は多くない。カマドは北壁のやや東

寄りに設置されており、燃焼部内からは土師器奏の一括

資料が出上している。

第 3節 平安時代の遺構 と遺物

8世紀末～ 9世紀初頭の竪穴建物跡としては S132が

あり、S123と S124の下部で検出されている。出土遺物

として須恵器製壷、いわゆる重 Gが出土している。この

壼 Gの用途については、仏具説、堅魚 (カ ツオ)の煎汁

容器説、兵士の水筒説などがあるが、近年では仏具説が

やや有力となっている。仮に仏具だとすれば、国分寺造

営以降の早い段階に、仏教信仰が当該地に及んでいたこ

とを示す有力な資料となろう。

9世紀前半代の竪穴建物跡としては、S11・ ■・18・

22・ 24号竪穴建物跡があげられる。カマ ドは東壁 もし

くは北壁に付設されており、その半分以上が調査区域外

に及んでいる。カマドの前面では土坑状の床下施設が確

認されている。遺物の出土量は比較的多いが、カマ ドの

周辺部から竪穴西側部分に集中する傾向がみられた。当

該期の典型的な土師器奏や土師器郭、須恵器片などが出

土している。

9世紀末～10世紀初頭の竪穴建物跡としては、S117・

26号竪穴建物跡があげられる。S117号竪穴建物跡は、

X8。 9Y14・ 15グ リッド内に位置し、確認された建

物長は、東西軸 440m、 南北軸 3.50mを測 り長方形を

呈する。本竪穴建物跡にはカマドの両脇および南壁側に

棚状施設もしくはテラス状施設と思われる張り出し部を

形成していることが特徴的である。これらは一体的に捉

えて「棚状施設」と呼んでも良かろう。本遺構北側およ

び西側部分は、表土剥ぎの際に遺構確認面を削平しすぎ

たことや、調査区外に遺構が延びていることから、棚状

施設が四方全体に存在したかどうかは不明ではあるが、

その可能性は十分に考えられる。カマドは東壁のほIF中

央に付設され、煙道部が長いことが特徴的で、棚状施設

の関係であろう。煙道上部は責掲色粘質土で覆われ、 ト
ンネル状に遺存していた。煙出部の先端は、張り出し部

の外根1ま で廷びており、煙は屋外に排出されてるように

なっていたと思われる。また、本遺構で検出されている

SK53・ 54・ 60・ 71の ピット群は、本遺構の竪穴壁外柱

穴である可能性もある。

本竪穴建物跡からは、刀子と思われる鉄製品や鉄津が

ややまとまって出土している。小鍛冶関連遺構や他の遺

物の存在も想定されたが、鍛冶炉やフイゴの羽口などは

検出できなかった。

10世紀前半代～半ばの竪穴建物跡は、本遺跡の中で最

も多い。S16・ 7・ 8。 10。 12・ 20。 21・ 25。 30。 31・

第Ⅳ章 総 括
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33号竪穴建物跡があげられる。特に S123号竪穴建物跡

は、X5・ 6Y10'■ グリッド内に位置し、 9世紀前
半代に属すると思われる S124号、および8世紀末頃に

属すると思われるS132号 と重複している。南北軸 3.3m、

東西軸 3.8mを測り、北東および南東コーナーにカマ ド

が付設されており、カマドのつくり替えがおこなわれて

いた可能性もあるが、カマド遺構の埋土状況や、遺物の

出土状況から同時併存していた可能性は高い。南東コー

ナー部のカマド前面には、羽釜の大型破片や、灰釉陶器

椀などの煮炊具や什器類の土器が多数出土し、鉄製刀子

も出土している。

S130号竪穴建物跡は、X4。 5Y7・ 8グ リッドに位

置し、 9世紀前半代に属すると思われるS130号竪穴建

物跡と重複している。東西軸 2.Om、 南北軸現長 2.8m

の小型のもので、調査範囲内ではカマ ドは検出されな

かった。調査区トレンチ南面のセクションでは、カマ ド

の痕跡を示す土壌堆積層が確認されたことから、調査区

域外に存在する可能性が高い。竪穴の中央部は特によく

踏み固められていた。その下部には、S131号竪穴建物

跡に伴うであろうと思われる床下土坑が検出されている

が、その覆土上部は黄褐色土ブロックを混入した暗褐色

上の貼床を施している。

11世紀末～ 12世紀初頭段階の平安時代末頃の遺構と

して、S127・ 34号竪穴建物跡、SK100号土坑等があげ

られる。SK100号土坑は、X5Y4グ リッド内に位置し、
SK99号土坑と重複 している。東西 1.Om、 南北 1.2m、

確認面からの深さは45cmを測る。本遺構の覆土は責褐

色土ブロックを主体とする暗褐色土であり、その上層部

からは多量の炭化材と焼土塊とともに土師器皿が出土し

ている。また中層から下層にかけても、わずかながら炭

化物と焼土塊の混入がみられた。その性格は定かではな

いが、現段階では、旧入田村の立石下遺跡で検出されて

いるような戊焼遺構ではないかと考えている。

第 4節 中世段階以降の遺構 と遺物

中世段階以降の遺構としては、遺構としては捉えられ

なかったが、X9Y2グ リッドでは、銭貨が6枚出土し
ている。「元豊通費」(北未・初鋳 1078年 )「永楽通賓」

(明・初鋳 1408年 )な どの文字がみられ、いずれも中国

銭である。南北方向に約 lmの幅で、同一レベルからの

出土であり、その出土状況から本来は土坑状の掘り込み

が存在していた可能性が強い。またSK41号土坑からは

常滑陶器片とともに馬歯の一部が出土している。

第 5節 焼塩土器について

平成20年 (2008)2月 に開催された山梨県考古学協会

主催「塩の考古学―ゆく塩、くる塩、古代の塩とその流

通を考える一」という研究会の開催が、山梨県内ではじ

めて製塩にかかわる土器を確認することができた大きな

きっかけとなった。

山梨県では、当研究会開催段階では、明確な土器製塩

に関わる資料は見出されていなかった。関東周辺におけ

る塩に関わる考古学的研究も、その生産が縄文時代後期

からはじまったとされているものの、後代における考古

資料が乏しく、塩の生産や流通、消費にかかる実態は必

ずしも明らかになっていないのが現状で、関東地方全体

における塩研究も、停滞状況にあったと言っても過言で

はない。

しかし近年、栃木県という内陸地域で製塩土器が確認

され、隣接する茨城県や福島県などから持ち込まれてい

た状況が指摘され、内陸地域においても製塩土器が存在

することが判明したことを契機に、現段階の関東地方に

おける製塩土器のあり方を確認し、そこから導き出され

る塩の生産・消費・流通の問題状況を考えることが、当

研究会の大きな趣旨であった。研究会の討論の席上、土

器製塩研究の先進地域である東海地方や関西地方の研究

者の方々から、“これが「製塩土器」である "と 認定す

る際の視点を得た。それはまず第一に、地元産の土器で

はない土器を抽出することであった。こうした視点を県

内考古学関係者に提示したところ、東出口遺跡から南東

方向に 2～ 300mに位置する向第 1遺跡に、地元産の上

器に混じって、製塩土器として捉えられそうな異質な土

器群がみられるという報告を得た (遺跡の位置について

は第 3図 を参照)。

向第 1遺跡は、滝沢川沿いにのびる広域農道建設に

伴って、平成 12年 (2000)に 発掘調査 された遺跡で、

8世紀前半代の竪穴建物跡 1軒 と、平安時代の溝状遺構

が数条検出されている。単独存在する8世紀前半代の竪

穴建物跡 (S101)か ら、地元産の土師器郭・奏や須恵器

郭に混じって、一見、縄文土器にも見える薄手の土器片

群が、プライマリーな竪穴覆土層位から出土し、竪穴内

一括出土資料として報告書内に報告されていた。向第 1

遺跡の調査と報告を担当された現南アルプス市教育委員

会 (当時、若草町教育委員会)の田中大輔氏が、当研究

会での指摘を受けて、ずっと異質だと感じていたこの土

器群に注目し、再度検討をおこなった結果、当研究会で

示された製塩土器 (焼塩土器)の特徴と極めて類似して

いることが判明した。この向第 1遺跡出土資料をもとに、

同様な土器群を近在の遺跡にも混在していないかを精査

したところ、同時期の遺構が検出されている東出口遺跡

をはじめ、南アルプス市域で同じ年次に発掘調査された

野牛島・西ノ久保遺跡で、製塩土器 (焼塩土器)と 思わ

れる異質な土器資料群が抽出できたのである。

甲斐国は海から離れているため、直接の塩生産には関

わっていないことは容易想像できる。今回抽出された土

器は、粗塩生産用の煎黙容器ではなく、粗塩を焼き直し
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回形塩を製作する焼塩土器と考えられることから、ここ

では「製塩土器」とは呼称せず、「焼塩土器」と呼称し

ている。「焼塩土器」という視点がなければ、細片かつ

異質な土器のため、奈良・平安時代とは異なる時期のも

のとして、今回の報告からはずしてしてしまいそうな資

料でもあった。

第 6節 まとめ

今回の発掘調査で判明したことは、東出口遺跡は弥生

時代から古墳時代、そして奈良・平安時代から中世以降

まで連綿と続く遺跡であり、遺跡の範囲は今回の開発予

定地範囲外まで、さらに広がる可能性が高いということ

である。特に、竪穴建物跡どうしの重複のあり方などか

ら、奈良。平安時代においては断続的に大規模な集落が

営まれていた可能性が極めて高い。調査区内の土層観察

においても、洪水常習河川である滝沢川が近接しながら

も、小規模な洪水痕跡は認められるものの、大規模な洪

水災害の痕跡は平安時代以降認められず、こうした大規

模洪水災害に見舞われなかったことも大きな要因の一つ

と考えられる。推定される集落規模、存続期間、出土遺

物などからみて、これまで近隣で発掘調査された当該期

の集落遺跡の中にあって本遺跡は、峡西地域において屈

指の大規模集落遺跡と言える。今回の発掘調査の成果は、

古代甲斐国の峡西地域社会のあり方を解明していく上で

貴重なデータを提供したと言えよう。

現在、峡西地域とよばれている当該地域は、奈良・平

安時代においては『和名類衆抄』にみえる巨麻郡大井郷

(こ まぐんおおいのごう)域にあたると考えられている。

50戸で編成された里 (郷)は、複数のムラ (村 )、 いく

つもの集落から構成されていた。郷の中には郷名を付し

たような中心的なムラの他、それ以外の主なムラと小さ

なムラがあつたと推察される。これを東出口遺跡および

周辺遺跡とあわせて考えてみると、市之瀬台地近辺の旧

櫛形町鋳物師屋遺跡が、東出口遺跡の近隣遺跡では最も

大規模な集落遺跡であり、旧白根町の百々遺跡、旧八田

村の野牛島。西ノ久朱遺跡等、近年、大規模集落遺跡の

発見が相次いでいる地域である。しかもこれら遺跡は、

単に集落遺跡としての様オロだけではなく、馬匹生産や土

器生産というさまざまな手工業生産に携わる工人集落的

な様相が顕者にみられ、古代巨麻郡の当該地域は、古代

基幹産業エリアとして注目すべき地域である。

こうしたエリアからの焼塩土器の発見は、8世紀前半

代における「塩」の流通ルートやその流通形態、甲斐国

内における使用目的を考えるうえで貴重な情報をもたら

したと言ってよかろう。当該地域は駿河と甲斐そして信

濃を結ぶ水陸交通路の結節点にあたり交通の要衝を占め

ている。富士川からさらに滝沢川等の中小河川も利用す

れば、当該エリア内を縦横無尽に往来できる。このよう

な地理的特性から、当該エリアで発見された「塩」は富

士川ルートの水上交通路を利用されてもたらされたこと

は容易に想像できる。これまで山梨県内への「塩」をは

じめとする海産物の流通は、近世段階の「富士川水逗」

が有名であり、曳船によっておこなわれていた。しかし

今回の古代の焼塩土器の発見は、その「富士川水運」の

起源が、少なくとも当段階までさかのぼる可能性が出て

きたと言っても過言ではない。そして今後、各遺跡出土

資料の胎上分析をおこなえば、土器の地域性 とともに、

その搬入元も判明する可能性があろう。

さて、「塩」は、稲と同様に、官給品や労働に対する

財源として使用されることもあり、その他の用途として

は、工業用、祭祀用、食用などといった用途が考えられ

る。土器の容器に入ったまま「粗塩」の状態で、生産地

から当該地にもたらされ、当該地域で「固形塩」に再加

工されたものもあれば、「粗塩」状態のまま、工業用や

食用に消費・使用されたものもあったであろう。さらに

ここから甲斐国内の他地域へ流通されたものもあったか

もしれない。焼塩土器といった製塩に関わる土器は、極

めて確認しにくい遺物の一つであり、発掘担当者の意識・

認識がなければ抽出されにくい。山梨県内でも、製塩土

器に対する認識や問題意識が高まれば、その分布時期や

分布域の変動なども、今後明らかにされる可能性は十分

にある。

以上、今回の発掘調査成果は、この報告書が刊行され

た段階ではまだ断片的な資料の一つに過ぎない。しかし、

当該地域の全体像をつなぐ資料がまた一つ増えたと考え

ることもできる。この発掘調査がおこなえたのも、発掘

調査の実施にあたって多大なるご理解とご協力を賜った

株式会社パナホーム山梨、発掘調査から整理段階にわた

りご指導、ご助言、ご協力をいただた南アルプス市教育

委員会。そして実際に現地での発掘調査に携わっていた

だいた発掘スタッフの皆さんと、資料整理に従事してい

ただた整理スタッフの皆さんのご協力の賜物である。心

から感謝申し上げたい。

【註】

(1)奈良・平安時代の出土土器の年代観については、次の文献を

参考にしている。

櫛原功- 1992「第 5節 宮ノ前遺跡における奈良。平安時
代の上器・陶器」『宮ノ前遺跡―韮崎市立北東小学校建設

に伴う発掘調査報告書一本文編』韮崎市遺跡調査会ほか

【参考文献】

岩本正三 1983「 7～ 9世紀の上器製塩」『文化財論叢』奈良国立

文化財研究所創立30周年記念論文集刊行会

岸本雅敏 1992「律令制下の塩生産」『考古学研究』39-2 考古学

研究会

櫛形町教育委員会 1994『鋳物師屋遺跡』櫛形町文化財調査報告

No 12

斎藤秀樹 2006「峡西地域における奈良・平安時代の集落変遷」『山

梨県考古学協会誌』第 16号 山梨県考古学協会

-35-



斎藤秀樹 2007「野牛島・西ノ久保遺跡」『山梨考古』第 103号      委員会
山梨県考古学協会                     山梨県教育委員会他 2001『立石下遺跡』山梨県埋蔵文化財セン

津野 仁 2008「栃木県と周辺の古代製塩土器」『塩の考古学―ゆ    ター調査報告第 189集
く塩、くる塩、古代の塩とその流通を考える一』山梨県考古  山梨県教育委員会他 2CIC12『 百々遺跡 1』 山梨県埋蔵文化財セン
学協会                             ター調査報告第 201集

南アルプス市教育委員会 2006『山梨県南アルプス市平成 17年度  山梨県教育委員会他 2004r百 々遺跡 2・ 4』 山梨県埋蔵文化財
埋蔵文化財試掘調査報告書』南アルプス市埋蔵文化財調査報    センター調査報告第212集
告書第■集                        山梨県教育委員会他 2004『百々遺跡 3・ 5』 山梨県埋蔵文化財

森 泰通 1997「東海地方における消費地出土の製塩土器―特に    センター調査報告第213集
固形塩の問題をめぐって一」「シンポジウム製塩土器の諸問題  若草町教育委員会他 20C12『向第 1追跡』若草町埋蔵文化財調査
―古代における塩の生産と流通

=』
塩の会シンポジウム実行    報告書第3集
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S12・ 3
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Ⅲ
Ⅳ
V
1

2

3

4

o    O/40)   im

土層説明
表土
暗褐色砂質土 (10YR3/3)イ 礫ヽやや多く合む
黒褐色砂質土 (10YR2/2)ややシルト質
砂礫
黒褐色砂質土 (10YR2/3)打 礫ヽ多量
褐色粘質土 (10YR4/6)や や砂質 焼土粒、炭化物粒
含む
暗褐色砂質土 (10YR3/3)や やシルト質 礫やや多く
含む、炭化物粒含む
灰責褐色粘質上 (10YR4/2)シ ルト質 炭化物粒、責
褐色粘質土プロック含む

カマド土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/1)シ ルト質 小礫多く含む)
褐灰色砂質土 (75YR4/1)シ ルト質 焼土プロック含
む
灰褐色砂質土 (75YR4/2)シ ルト質 責褐色粘質土ブ
ロック多含む
灰褐色砂質土 (75YR4/2)シ ルト質 黄褐色粘質土ブ
ロック多含む、焼土小プロック含む
灰褐色砂質土(5YR4/2)シ ルト質 費褐色粘質土プロッ
ク多含む、焼土小プロック含む
灰褐色砂質土 (5YR4/2)シ ルト質 焼土ブロック多量
含む
仄黄褐色砂質上 (10YR5/2)シ ルト質 小礫少含む
にぶい責褐色砂質土 (10YR5/3)シ ルト質 焼土プロッ
クやや多く含む
にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)シ ルト質 焼土プロッ
クやや多く含む

S12・ 3 土層説明
I 表土
Ⅱ 旧表土
Ⅲ 暗褐色砂質土 (10YR3/3)月 礫ヽやや多く含む
Ⅵ 砂礫
Ⅶ 黒褐色砂礫土 (10YR2/2)イ 礫ヽ多
くS12)
1 黒褐色砂質土 (10YR3/1)や やシルト質 小礫や
や多く含む、炭化物粒含む

610
1 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)や やシルト質 小礫
やや多く含む、炭化物粒含む

土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/1)シ ルト質 小礫やや多く
含む
灰黄褐色砂質上 (10YR4/2)シ ルト質 黒褐色砂質
土プロック含む、小礫少含む
黒褐色砂質土 (10Y貶 /3)シ ルト質 黒褐色砂質土
プロック含む、小礫少含む
暗褐色砂質土 (10YR3/3)ガ 礫ヽ多、焼土プロック含
む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 小礫多含む
黒褐色砂質土 (10YR2/2)シ ルト質 小礫含む、焼
土プロック・炭化物含む

卦

5

6

7
8

9

S14
1

2

呂に
、  3

4

o     (1/60)     2田

第 5図 S11～ 4号竪穴建物跡

S14
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Si5 S15カ マ ド

SPA
276 1

SPA
276 2

土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/1)シ ルト質 小礫多含む、焼土プロック合む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 賞褐色砂質土プロック含む、焼土粒・炭化物粒・小礫含む
暗褐色砂質土 (10YR3/3)シ ルト質 責褐色砂質土プロック含む、焼土粒・災化物粒・小礫含む
黒褐色砂質土 (10YR2/2)シ ルト質 黄褐色砂質土プロック含む、焼土粒・戊化物粒・小礫含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)シ ルト質 黄褐色砂質土ブロック含む、焼土粒・庚化物粒・小礫含む
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)シ ルト質

第 6図 S15号竪穴建物跡

o   (1/40)   in

カマド土層説明
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)シ ルト質 05～ 2cm大の礫
含む、焼土小プロック・炭化物含む
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)シ ルト質 焼主主体
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)l cll大 の礫含む、焼土粒
多含む
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S16(SK5・ 6、 SD5) 打
年
十

酬

7踊

要

Pだ 暇

EPA'

第 7図  S16号竪穴建物跡、 SK5。 6、 SD5

土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/2)小 礫多含む、黄褐
色砂質土プロック含む、焼土粒少合む

SPA SPA'
2760～

土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/2)小 礫多含む、黄褐
色砂質土ブロック含む、焼土粒少含む

SDS

SPA            sPA'
276 2

す

EPA・

黒褐色砂質土 (10YR3/2)小 礫多含む、黄褐
色砂質土プロック含む、焼土粒少含む

0     (1/40)    lm

S16 土層説明
I 表土
I 旧表土
Ⅵ 砂礫
Ⅶ 黒褐色砂礫土 (10YR2/2)ガ 礫ヽ多
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)シ ルト質 礫多く含む、黄褐色粘質上
ブロック含む
2 黒褐色砂質上 (10YR3/2)シ ルト質 礫大小含む
3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)シ ルト質 小礫多含む、炭化物・焼
土粒含む
4 褐色砂質土 (10YR4/4)シ ルト質 礫含む

Ｋ５

１

Ｋ６

１

EPA
276 2

―
土層説明
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St7・ 8(SKll)

S17・ 8 上層説明    IW

i 豪哀±                          21著ぢ
Ⅷ 黒褐色砂礫土 (101R2/2)オ 礫ヽ多
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シルト質 礫やや多く含む、炭化物・焼土プロック含む (S17)
2 黒褐色砂質土 l10YR2/3)シルト質 礫やや多く含む、炭化物・焼土ブロック含む (S17)
3 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シルト質 礫含も、黄褐色砂質土プロック含む (S17)
4 黒掲色砂礫上 (10YR2/2)炭化物・焼土粒多く含む (S17)
5 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シルト質 小礫多含む (S18)
6 黒褐色砂質土 (10YR2//3)シルト質 小礫多含む (S18)

任TTT4堂 翌生___即
Sql重
督蒼ぴ魯土 (10YR2/2)月 礫ヽ多含む、黄BB色砂質土小プロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/1)刀 礫ヽ含む、黄褐色砂質土粒・炭化物粒含む

第 8図 S17。 8号竪穴建物跡、SKll

７

Ｉ

Ｉ

Ⅵ

Ⅶ

ｌ

　

２

３

４

S17

カマド土層説明
表土
旧表土
砂礫
黒褐色砂礫土 (10YR2/2)小 礫多
暗褐色砂質土 (10YR3/4)シ ルト質 礫多く含む、黄褐色粘質土ブロック
含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 礫大小含む
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)シ ルト質 小礫多含む、炭化物・焼土粒含む
褐色砂質土 (10YR4/4)シ ルト質 礫含む

S17カ マ ド

S18カ マ ド

引
・＜
Ｌ
∽

Ｎ

∞
馬

く
Ｌ
∽

Ｎ

Ｏ
ド
ミ

ｍ
α
∽

カマド土層説明
黒褐色砂質土 (76YR3/2)焼 土ブロック多含む、小礫多含む
暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼 土ブロック多含む、小礫含む
黒褐色砂質土 (75YR2/2)焼 土プロック多含む
灰褐色砂質土 (75YR4/2)焼 土小プロック・災化物含む
黒褐色砂質土 (XOYR2/2)焼土小プロック・小礫少含む
焼土

SPA
276 2
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S19。 10(S110ピット1)

S110カ マ ド

o   (1/40)   lm

S110
1

2

S110ビ ット1
SPC      sPc'
275 9

2ψ
~

o     (1/40)     lm

ビット1土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/1)黄褐色砂質土ブ
ロック混じる
褐色砂質土(10YR4/4)黒褐色砂質土ブロッ
ク混じる

SPA'

SPA
276 1

S19・ 10 土層説明
I 表上
Ⅱ 旧表上
a 黒褐色砂質土 (10YR3/1)シ ルト質
b 褐色砂質ンルト (10YR4/6)シ ルト質
c 砂礫 1～ 3大の小～中の礫
d 責掲色砂質シルト
1 黒褐色砂質土 (75YR3/1)シ ルト質
2 黒褐色砂質土 (75YR3/2)シ ルト質
3 黒褐色砂質土 (10YR2/2)シ ルト質
4 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質
5 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質

小礫少含む、黄褐色砂質土プロック含む
黒褐色砂質土混じる

小礫少合む (S19)
焼土プロック多・炭化物含む (S19)
小礫多含む、炭化物粒含む (S110)
小礫多含む、炭化物粒含む、焼土粒含む (S110)
小礫・黄褐色砂質土プロック含む (S110)

１。

１

２

３

４

５

カマド土層説明
黒褐色砂質土 (75YR3/2)月 礫ヽ多含む 焼土小プロック多含む
黒褐色砂質土 (75YR2/2)イ 礫ヽ少含む焼土小ブロック・炭化物含む
暗褐色砂質土 (75YR3/3)焼 土ブロック多含む
灰褐色砂質土 (75YR4/2)シ ルト質 焼土小プロック・庚化物多含む
褐灰色砂質土 (75YR4/1)シ ルト質 焼土小ブロック・炭化物多含む

s110＼ S19

第 9図 S19。 10号竪穴建物跡
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Ⅱ
Ⅵ
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1

2

3

4

S111

土層説明
表土
旧表土
砂礫
黒褐色砂礫土 (10YR2/2)ガ 礫ヽ多
黒褐色砂質土 (10YR2/2)シ ルト質砂
礫多く含む
黒褐色砂質土 (10YR2/2)シ ルト質砂
礫やや多く含む
暗褐色砂質土 (10YR3/4)シ ルト質小
礫含む、炭化物・焼土プロック含む
暗褐色砂質土 (10YR3/3)シ ルト質小
礫含む、民化物粒含む

ＳＰＡ一酵

・ｍ
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Φ
卜
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∞
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SPA
276 2
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Ａ
伴
十
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カマド土層説明
黒褐色砂質土 (75YR3/2)砂 礫多含む、焼土ブロック・
炭化物含む
灰褐色砂質土 (75YR4/2)焼 土多含む
褐灰色砂質土 (75YR4/1)焼 土ブロック含む
黒禍色砂質土 (75YR3/1)褐 灰色砂質土プロック含む、
焼土粒含む
灰責褐色砂質土 (10YR4/2)シ ルト質
灰褐色砂質土 (■5YR4/2)焼上小プロック含む
灰褐色砂質土 (10YR5/2)シ ルト質
焼土

第10図 Sll l号竪穴建物跡
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Si1 2 摯

S112(ピット1・ 2含む)土層説明
I 表土
I 旧表土
Ⅵ 砂礫
Ⅶ 黒褐色砂礫土 (lklYR2/2)ガ 礫ヽ多
1 黄褐色砂質土 (10YR5/6)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)秒礫多混じる、炭化物粒含む
3 黒褐色砂質土 (10YR3/動 砂礫多混じる、炭化物粒含む焼土粒含む
4 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)ガ 礫ヽ混じる、炭化物・焼土粒含む
5 黒褐色砂質上 (10YR3/21小礫・黄褐色砂質土プロック混じる
6 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)刀 礫ヽ 。焼土小プロック・炭化物含む

` 

掻香縁魯蜜景誌玉盤冴瞥す

'(砦

卜轟土無歩ご;歩各患炭化物多含む

島覇雹七鯵雪圭【績景芽以疫イと場暮筆1台ごとう急奪!2ド胆2ピット1・め

SH2と・ット1

SPC                       sPc'
2758

S‖ 2ヒ
°
フト2

SPD                      sPD'
275.8

0   (1/40)   lm

引    執
S112カマ ド

バ

0    (1/40)    lm

S112カ マド 土層説明
a 焼土
1 黒褐色砂質土 (猛5YR2/2)月 礫ヽ多 焼土小プロック・炭化物含む
2 褐灰色砂質土 (76YR4/1)刀 礫ヽ 焼土小ブロック・炭化物含む
3 灰褐色砂質上 (5YR4/2)イ 礫ヽ 焼土プロック多・炭化物含む
4 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)
5 黒褐色砂質土 (10YR3/2)
6 褐灰色砂質土 (75YR4/1)焼 土小プロック多く含む
7 褐色砂質土 (10YR4/4)シ ルト質 焼上プロック多く含む
8 褐色砂質土 (10YR4/4)シ ルト質
9 暗灰責色砂質土 (25Y4/2)

‐３

・

・

Ⅵ

・

２

土層説明
表土
旧表土
砂礫
灰黄褐色砂質土 (lllYR4/2)シ ルト質 炭化物粒・焼土粒含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)シ ルト質 炭化物粒・焼土粒含む

摯

0

EPC                                                                 EPC'
2,6.2

第11図  S112。 13号竪穴建物跡
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S114。 15 (SK33´ヤ40)

|

SI15

S114

EPA'    EPC
276 3

SH4。 15 土層説明
I 表土
Ⅱ 旧表土
Ⅲ 暗褐色砂質土 (10YR3/3)オ 礫ヽやや多く含む
Ⅳ 黒褐色砂質土 (10YR2/2)や やシルト質
Ⅵ 砂礫
(S114〉

1 黒褐色砂質土 (10YR3/1)礫やや多含む
2 黒褐色砂質土 (10YR2/2)礫やや多含む 焼土粒含む
〈S110
① 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫混じる
② 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)砂礫

EPC'EPA
276.3

ー
SK33 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含
む、炭化物粒・焼土粒含む

SPA
276 2

EPB
2イ 6 3

SK34
SPA              sPA'
276.1

―

SK34 土層説明
l 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫含も、
炭化物粒・焼土粒含む

SK35

eE△        SPAl
2761貫

と ォ

SK35 土層説明
1 黒褐色砂質土(10YR3/2)砂礫含む、
え化物粒・焼土栽含む

SPA
276 2

SK40 土層説明
1 黒褐色砂質土
焼土粒含む
2 黒褐色砂質土

SK33-40

翌ＳＰＡ
一理

ＳＫ３７

籐

晶
罐
饒

・３８翻綿翻静酪需

Ｋ３

１

２

３

４

５

６

SK37・ 38 ,39
SPA'

0     (1/40)    im

客藝ヨ言そに騒:輯
tr lSK3の

第12図  Si1 4・ 15号竪穴建物跡、

(10YR2/2)焼土小プロック含む、炭化物粒・

(10YR3/2)焼土粒含む

0       (1/60)      2m

SK36

SPA           sPA'
276 1

ーSK36 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含
む、炭化物粒・焼土地含む

SK40
SPA'
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Sl1 4・ 15 (SK33′ヤ40)

|
的⑧

SH4

・
　

　

　

　

　

　

　

ヽ

／′′′′′ノ′′′′′／・刀ｐ″フ／ 削．峠

EPD                                                      EPD'
榔

虫 こ _鰭
Y司

た一
こ 込 騨 ム こ

W者
単
二 )一 言

デ

S116 (Sl1 6ピ ット1'2、 SK50。 58・ 66、 SD19)

半 氷 SH6じ フト1

SK50
SPA         SPA'

暉          2746

▽
SK50 上層説明
1 オリープ褐色砂質土 (25Y4/3)
2 暗オリーブ褐色砂質土 (25Y3/3)

SK58

EPA      EPA'
2746_

o         (1/40)        lm

SH 6、 SK66、 SD19 土層説明

S‖ 6ビ ット2

桂緞緊喜3鱚芦縫ネ弗ち.炭
甍乳裡男小礫含む、焼■/1ヽプロック

)小礫含む、焼土小プロック,

l 椅色砂質土 (10YR4/4)

o      (1/60)     2m

第13図  S114～ 16号竪穴建物跡、SK33～ 44・ 50・ 58・ 66、 SD19
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S117 (SK53・ 54・ 60'71、  SD24)

≒

李

再
ヴ

部9闇
爵
SK54

SD24
(壁面検出 )

炭化物範囲

Sl1 7 焼土範囲 土層説明畿
◎
SK60

１

２

３

１７

・

２

焼土範囲

SPB    I    SP8'
274 4_▼∠ラE≦ξ言さ__

SK53・  S4

SPA             SPA'
274欺

=雇 =々

〆匙ギ壌茅_里
'

SK60

EPA       EPA'
2745寸

炭化物範囲

引
了
、
套里
24土層説明      slli

b にぶい責掲色砂質土 (10YR4/3)小 礫含む

EPA
274 8

7   sD24

c 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫含む
d にぶい責掲色砂質土 (10YR4/3)砂 礫やや多く含む
i 暗褐色砂質土 (10YR3/3)シ ルト化顕著 小礫少含む、責褐色砂質土プロック含む
j 砂礫層
1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)月 礫ヽ 礫多く含む

:量糧色稼蜃圭社I¥氏影謝婁燿包緞蜃圭夢:影 i後イと場i縫圭建:余穣暮球
含む

4 褐色砂質土 (10YR4/6)責 褐色砂質土プロック含む
5 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色砂質土プロック多合む
6 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)庚 化物含む
7 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
(SD2ゆ
① 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色砂質土プロック・小礫多含む、炭化物含む
② 褐色砂質上 (10YR4/4)黄 褐色砂質土プロック・小礫多含む

SK53・ 54 土層説明
1 オリープ褐色砂質土 (25Y4/3)(SK53)
1'オ リープ褐色砂質土 (25Y4/3)(SK54)

SK71

217'          |_ィ
ー
・
――r一|と4」ど上_______二P

SK71 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)焼 土粒・炭化物含む
2 褐色砂質土 (10YR4/6)黒 褐色砂質土混じる
3 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)焼 土粒・炭化物含む

違物出土微細図

o     (1/40)    im

解一　　　　　　　　醒一

＝
Ｈ
Ｒ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
Ｈ
日
同
日
日
Ｈ
Ｈ
日
Ｕ
用

EPC'

翌餅恥>ォ、

Sl17

o       (1/60)      2m

第14図  S117号竪穴建物跡、SK53・ 54・ 60。 71、 SD24

焼土
黒褐色砂質土 (10YR3/2)責 褐色砂質土プロック・焼土粒・炭化物含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)シ ルト質 炭化物・焼土粒含む
炭化物範囲 土層説明
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)炭 化物多量含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)炭 化物・焼土粒含む
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創17ぶ
与署ぢ省
6笙
攣十

SPA
276 8

Ｏヽ
Ｌ
∽

S117 カマド土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)オ 礫ヽ・焼上粒含む
2 黒褐色砂質土 (10YR2/2)打 礫ヽ・焼土粒含む
3 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)焼 土小ブロック多含む
4 灰褐色砂質土 (■5YR4/2)焼土多く含む
5 褐灰色砂質土 (75YR4/1)シ ルト化顕著 炭化物多含む
6優
紀易竃暮き

い YR4/か 焼土小プロック・
性_●

/り _割
7 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)焼 上粒含む
8 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4)
9 灰褐色砂質上 (名5YR4/2)焼土プロック多く含む、小礫含む
9'灰黄褐色砂質土 (75YR4/2)焼土化顕著
10 灰褐色砂質上 (75YR4/2)焼土粒含む

第15図 S117号竪穴建物跡、SK53。 54・ 60・ 71
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南壁 土層説明
表土
にぶい責褐色砂質土 (10YR73)4ヽ 礫含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂 礫やや
含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫多く含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫多く含む、
焼■/1kプ ロック含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫やや多く合
む、炭化物・焼上粒多く合む
焼土
黒褐色砂質上 (75YR3/2)焼土ブロック・
灰黄禍色粘土ブロック・炭化物含む
灰禍色砂質シルト (75YR4/2)焼土プロッ
ク・灰責褐色粘土ブロック・炭化物合む
灰黄褐色砂質シルト (10YR4/2)
掲色砂質土 (10YR4/4)

わ
領
ヽ
ヘ
ヘ
ｇ
体
引
ｕ
哩
枢

（∞導
陪
”
日
）
「
Ｍ
ａ
岬
暉
枢
と
螢
里

癒
ф
へ
、
口
体
引
Ｊ
暉
枢

（Φ尋
ば
”
常
）
引
餌
谷
岬
理

わ
ф
ヽ
へ
Ｈ
体
引
劇
暉
転

（ミ
贈
房
鼠
）
引
餌
β
ｕ
暉
讐

れ
領
へ
、
日
ヽ
引
Ｊ
暉
枢
　
と
ヽ
Ｓ
里
競
憔
ｓ
“
お

（鸞
づ
湘”
鼠
）
「
餌
β
即
熙
蟄

れ
佃
ヽ
＾
口
体
や
引
撃

′「
ф
慾
０

（ぐ
静
舅
ョ
）
引
慰
鵞
岬
鯉
囃

わ
箪
〉
ヽ
誉
谷

（ぐ
静
房
ヨ
）
引
餌
β
岬
軍
囃

蕃
濡
曖
引

EPA                                                            EPA'廓
ペ

∽
コ
∞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∽
コ
∞
．

雨
Ｈ
ａ

一

留出¨∞wいΦ
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S118カマ ド

o   (1/40)   lm

SH 8 カマド土層説明
1 黒褐色砂質土 (75YR3カ)焼上プロック・炭化物多含む
2 暗赤褐色砂質シルト (5YR3/2)焼 土プロック多含む、灰黄褐
色粘土プロック含む
3 暗赤褐色砂質シルト (5YR3/3)焼 土ブロック多含む、灰黄褐
色粘土ブロック含む
4 焼土
5 黒褐色砂質土 (10YR3/2)焼土粒・炭化物多含む
6 褐色砂質土 (10YR4/4)

第16図  S118号竪穴建物跡
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伯一帯ａｂｃｄＦＩ‐■２３４５６７

０２Ｓ

S119

輩

EPA
275 7
~｀
＼
°
        _______

上層説明
表土
黒褐色砂質土 (101rR3/2)砂礫含む
にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)砂礫やや含む
オリープ褐色砂質土 (25Y3/3)ガ 礫ヽ多 く含む
黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫少含む、黄褐色土プロック・焼土粒含 む
にぶい黄褐色砂質土 (ЮYR4/3)責褐色土ブロック・炭化物粒含 む
灰責褐色砂質土 (10YR4/2)黄褐色土ブロック・炭化物粒含む
暗褐色砂質土 (10YR3/4)責 褐色土ブロック・炭化物粒含む

S121 ・25

Si20カマ ド

勤證メ 瞳

1證

SPA
275 7

２。

１

２

３

４

試掘 トレンテ

o     (1/40)    lm

カマド上層説明
黒褐色砂質土 (10YR2/2)焼 土ブロック炭化物多含む
黒掲色砂質土 (10YR3/2)焼 土小プロック・黄褐色ブロック含む
暗褐色砂質土 (10YR3/4)焼 土粒子 責褐色ブロック含む
褐色砂質土 (10YR4/4)炭 化物粒・黄褐色ブロック含む

S121カ マ ド

S121・ S121 カマド上層説明
a 表土
b にぶい黄褐色砂質土 (10YR4潟 )
小礫含む
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫
多く含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂礫
含む
3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)砂礫
含む、焼土小プロック含む(S121)
4 暗褐色砂質土 (10YR3/4)砂礫
多含む
5 にぶい黄褐色砂質土 (10Y馳/3)
焼土小プロック・黄褐色土プロッ
ク・炭化物含む
6 灰黄褐色砂質土 (101rR4/3)焼
土プロック・黄褐色土ブロック
多含む (Ы21カ マド)
7 褐色砂質土 (10YR4/4)炭化物・
焼土小プロック含む (S121カ マ
ド)

EPA
275 5

第17図  S119～21・ 25号竪穴建物跡
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275S___蚕
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そ笙1__

o     (1/40)
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S121 ・25 S125カマ ド
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276 5
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o    (1/40)
S122(S122ピ ット1～ 11)
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第18図 S121。 22・ 25号竪穴建物跡

0     (1/40)    lm
S125 カマド土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR2/4)小礫多く含む、焼土粒多含む
2 暗褐色粘質土 (10YR2た )焼土小ブロック・黄褐色土プロック含む
3 暗褐色粘質土 (75YR3/4)焼 土小ブロック・黄褐色土ブロック含む
4 灰褐色砂質土 (75YR72)焼土粒・黄褐色土ブロック含む
5 黒褐色砂質土 (25Y3/2)黄褐色土粒多含む、焼土粒含む
6 暗灰黄掲色砂質土 (25Y4/2)焼 土粒含む
7 焼土
8 灰責褐色砂質土 (10YR72)月 礫ヽ・黄褐色土ブロック多含む、焼土小プロック含む
9 にぶい責褐色粘質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック・焼土小プロック合む
10 黒褐色粘質土 (25Y3/2)黄褐色土プロック含む

。Qi

O N
焼土&炭化物範囲
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S123・ 24・ 29。 32 (S132ピ ッ ト1へ 3́、

SPA―――

sPA Θ
SPA'聾

SK90

SK84′や87・ 90,91、  SD30)

ｍ
コ
∪

蒔
代
り
ヽ

黒1肝
到
SK85

1目

土層説明S124,29
砕石
表土

,4s129

SPA          SPA'
275 5

SD91 土層説明

S124 
｀
8S 
｀
11

SPB
276 6

ック 炭化物・焼土ブロックやや多く合む
ロック多含む、焼土小ブロック'炭化物含む
ク多含む

SK84                          SK85                     SK86 ・ 87

ウ階麿尾質±10Y馳か月ヽ礫混じる オ書んどう名魃景尭寸9部 4れ)黄褐色土ブロック含む

第 19図  S123。 24・ 29。 32号竪穴建物跡、 SK84′▼87。 90。 91、 SD30

ジぴ

|

b にぶい黄褐色砂質土 (10Y馳/3)打 礫ヽ含む
c 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫合む
d にぶい黄褐色砂質土 (10Y馳/3)砂礫やや多く含む
e 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫合む
1 オリーブ掲色砂質土 (25Y3/3)河 礫ヽ多く合む
1 黒掲色砂質土 QttR3/)p/礫 中心 6124)
2 黒褐色砂質土 (10YR3 3)砂 礫1層 より少ない、焼土粒 炭化物
粒含む (SI跡 )
3 暗褐色砂質土 (10YRy3)砂 礫 黄褐色土ブロック含む、焼土粒
炭化物粒含む (S124)
4 暗掲色砂質土 (10YR3 4)砂 礫少含む、黄褐色土ブロック 焼土4 暗綺色砂質土 (10YR3 4)砂 礫少含む、貢褐色土ブロック 焼土
小プロック含む (SI%)
5 灰黄褐色砂質土 (10YR4 2)(Ы %)
6 炭化物層 (SIM)
7 焼土 炭化物 灰褐色鵜質土 (75YR72)(SI%)
8 黒褐色砂質土 (25Y32)焼土粒,黄掲色土プロック含む (S124)
9 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土プロック多含む (S20
10 褐色砂質土 (10YR4麗 )(Ы2)
■ にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)し まりつよい 黄褐色土ブロッ
ク含む (S124)
12 黒褐色砂質土 (10Y磁 /3)砂礫含む (S129)
13 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫含む (S129)
14 暗褐色砂質土 (10YR3/4)(S29)

S132七
°
ット1・ 2・ 3

SPC
275 0

S132ビ ッ ト1・ 2・ 3 土目説明

SPA        SPA'        SPA     sPA'
276 5        1                275 S

ヤ

SD30
SPD
275 5

2/     SD30 土層説明

朗 Ⅸ黙   瓦式5「

5土層葉 爵『
 

鵬 ~弐

【_示
==

! 鳥察争監号をサ普ど4そ1誘阜ヨ稼とと夕を今;き;含

む s;8三
褐色砂質土 (1阿Ry2)黄褐色土プロック多含む

SK90                SK91      
こパい責褐色砂質土(10YR4 2)責褐色土ブロック含む EPB EPB'

SPA       SPA'        SPA      SPA'sD86・ 87 土層説明             2755… A

秤縣 Ы硼軸

=で

｀

羹
鏃翻 撒爛 線
R    「

1 黒褐色砂質±10YR>り 黄褐色土ブロック含むは y)
. 灰黄楊色砂質土(10YR4/2)責褐色 EPC

2 暗オリーブ褐色95W) .市 お             
土ブロック・焼土粒含む6K切 27&4A k                               /´

翌°'

S123

S123 土層説明    Si32
黒褐色砂質土 (
暗褐色砂質土 (
ロック少含む
暗褐色砂質上 (
灰黄褐色砂質土

1黒
2暗

3曙
4灰

(10YR3定 )小礫 黄褐色土ブロック含む
(10YR3/3)小礫やや含む、黄掲色土プロック合む、炭化物 焼土小ブ(10YR3/3)小礫やや含む、黄掲色土

(10YR3/3)黄褐色土プロック 炭イヒ
:(10YR4/2)黄 褐色土ブロック多含

5
6

4 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄褐色土ブロック多含む、焼土小ブロック'炭化物合

:掲色磁唇圭‖群眈1蒸揮縁書黎慈色空夕をッ疹含よ則ヒ物焼土船む
EPA                                                   EPA'

o     (1/60)     2m

◎%

S124
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S123。 24・ 29。 32
S123カマド1儀

カマ ド1土層説明

S123カ マ ド2_
属|

SPA
275 5

第20図  S123・ 24・ 29。 32号 :翌穴建物跡

カマド2土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/2)小 礫含む、
焼土プロック含む
暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土
プロック・焼土プロック含む
褐灰色砂質土 (75YR4/1)黄褐色土
プロック・焼土プロック含む
暗褐色砂質土 (75YR3/3)黄褐色土
プロック・焼土プロック含む
褐色砂質土 (75YR4/3)黄褐色土プ
ロック・焼土プロック含む
灰掲色砂質土 (75YR4/2)黄褐色土
ブロック・焼土プロック含む
焼土 赤褐色 (5YR4//6)
暗灰黄色砂質土 (25YR42)焼 土粒
含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YRン4)焼
土小プロック・黄褐色土プロック含
む
オリーブ褐色砂質土 (25Y4/3)
暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄掲色土
プロック含む
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄褐色
土プロック含む
黒褐色砂質土 (10Y毘/3)黄褐色土
プロック・焼土小プロック含む
黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄褐色土
プロック多含む
オリープ褐色砂質土 (25YR4 3)黄
褐色土プロック・焼土プロック多含
む
オリーブ褐色砂質土 (26YR76)
オリープ褐色砂質土 (25Y馳/4)黄
褐色土プロック 焼土小プロック含
む

Ａ
」
半
ヽ

ｓＰＡ．
SPA'

SPA'

黒褐色秒 質土 (10YR3/2)黄 褐色上 プ ロ ック ‐焼 上 プ ロ ック含 む
黒褐色砂 質土 (10YR3/2)焼 土多量含 む、黄褐色 土 ブ ロ ック含 む

径墓憬豊猪魯恙番翌К 窓盆 涜 掃曇落召 呈 歩各争 歩夢 イ巻懲 1雀 至爪 歩 色;歩警拿
む

褐灰色砂 賓土 (10YR4/1)焼 土主体
オ リーブ褐色砂 質土 (25Y4/3)焼 土小 プ ロ ック含 む
オ リーブ褐色粘質土 (25Y4/3)焼 土化す る
オ リーブ褐色粘質土 (25Y4/4)責 褐色 土 ブ ロ ック・焼 上粒 多含 む

竃湊曇を最魯墜民蹴
/毯

絣 夕ζξ
く
 性__すこ堅翌生___甲

オ リー ブ褐色砂 質 シル ト (25YR4/4)
黒褐色砂 質上 (25YR3/2)黄 褐色土 プ ロ ック・焼 土粒含 む
暗灰責色砂 質土 (25YR4/2)責 褐色 土 プ ロ ック多 く含 む、焼 土粒 含 む

２３

‐

　

２

　

３

　

４

　

５

　

６

　

７

８

　

９

o     (1/60)     2m

・ω
Ｌ
∽

⑤
SK90

聾'Sttv

⑤  SK85

◎
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|
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S126 (S126ピ ッ ト1 ・ 2)

S126 土層説明                         
‐

a 表土
b にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)ガ 礫ヽ含む
c 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含む
d にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂 礫やや含む
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫多含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)イ 礫ヽ含む、焼土小プロック・炭化物少含む
3 暗褐色砂質土 (10YR3ん )打 礫ヽ含む、焼土小ブロック・災化物少含む
4 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)焼 土小プロック・災化物多く含む
4'災化物主体
5 褐色砂質土 (10YR4/4)炭化物粒・焼土粒・黄褐色土プロック合む
6 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土プロック多く含む
7 暗褐色砂質土 (10YR3/4)責褐色土プロック含む
8雫
察皇常
質土 い YRyO A4B色 土ブロック多く含む、河 ヒ物・焼上プロック含む 休 下ピッ

9 暗褐色砂質土 175YR3/4)黄褐色土プロック多含む、炭化物・焼土ブロック含む (床下ピッ
ト覆土)

o      (1/60)      2m

第21図 S126号竪穴建物跡

ｍ
Ю
ｏ
．

ｍ
“
０
．

EPA
2'6 5
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２６

・

　

２

基

１

１

１

Υ

馬

S126七
・
ゥト1

SPB                 SPB'
275 4

珍

―ビット1土層説明
黒褐色砂質土 (名5YR2/2)焼土ブロック・黄
褐色土ブロック多含む

S126ビ ット2

SPC
2763   焼■

ピット2土層説明
黒褐色砂質土 (75YR2/3)焼 土プロック・責
褐色土ブロック多含む
オリーブ褐色砂質土 (25Y4/3)黒 褐色土混
じり

o    (1/40)    lm

守

SK89
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SD31

2石消

                       D割 土層説明
砕看
a 表土
b にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)4ヽ礫含む
i 暗褐色砂質土 (10YR3/3)シ ルト化顕著 小礫少含む、黄褐色砂

EPB                     EPB'    質上ブロック含む

,7『 R                 .   I… …   1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)川 礫ヽ少量含む、責褐色土プロック含む

SK92 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黒 褐色土・責褐色土ブロック・炭化物・焼土ブ
ロック多く含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色土ブロック・焼土粒・炭化物粒含む

SPB
275 5

(S134)

____ 2 黒褐色砂質土 (25YR3/2)炭 化物層 (S134)
3 焼土層 (S134)
4 黒褐色砂質土 (10YR3/2)小礫含む、責褐色土ブロック含む (S127)
5 黒褐色砂質土 (10YR3/2)小礫含む、砂礫主体 (S127)
6 暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂礫多含む、炭イと物含む (S127)
7 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂礫含む 焼土粒子含む (S127)
8 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)(S127)
(SD31〉
① 黒褐色砂質上 (10YR3/2)ガ 礫ヽやや多く含む
② 暗褐色砂質土 (10YR3/3)炭化物・小礫含む

sPB'  ③ 黒褐色砂質土 (25YR3/2)黒 褐色土ブロック含む
S126

/_

o      (1/60)      2mSD31

SK94 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)責褐色土ブロック・小礫・焼土小プロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土プロック・焼土粒合む

SK95 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄褐色土プロック・小礫・焼土小プロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)責褐色土プロック・焼土粒含む

o    (1/40)   lm

SK88・ 89 土層説明
1 焼土 (5YR3/6)(SK88)
2 灰褐色砂質土 (75Y4/2)焼 土小プロック含む (SK88)
3 仄褐色砂質土 (75Y4/2)焼 土小ブロック多含む (SK89)

ＳＰＡ
一誦型ＳＰＡ

一璃

W

SK94
SPA
275 5

SPA' SPA'

-55-
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(SK1 01、  SD29)

(SD29〉
① 暗協色砂質土(10YR3ん )砂礫含む、黄禍色土ブロッ
クやや多く含む
② 黒褐色砂質と(10YR32)打 礫ヽ含む、黄褐色土プロッ
ク多含む
③ 暗掲色砂質土(10YR3/4)Jヽ礫含む、黄褐色土ブロッ
ク多含む
④ 暗オリーブ褐色砂質土(25Y3潟 )

SPA
275 5

EPB      SD29       EPB'
275 4

4 褐色砂質土(1阿R4/4)黄褐色土プロック含む6認 8)
5 暗褐色砂質土(75YR3 3)焼土ブロック・黄褐色土ブロック含む
6 暗赤褐色砂質■(5YR3 4)焼主主体 (カマド)
7 灰掲色砂質土(5YR42)焼土含む (カマド)
8 禍色砂質土(10YR76)(カ マド)
9 黄褐色砂質土 (25巧お)自色粘土 黒褐色土混じる(カマド)
10 黄褐色砂質土 (25Y5埼 )自色粘土 黒褐色土混じる (カマド)
■ 暗灰黄色砂質土 (25X4カ )黄褐色土ブロック混じる(カマド)

Si30・ 31(SK126・ 132′ヤ 134)

SPB
275 6

S130・ 31 土層説明
と 黒褐色砂質土 (10YRン 2)砂礫主体、焼土小
ブロック・黄褐色土ブロック含む (Ы30)
2 暗褐色砂質土 (10YRy3)刀 礫ヽ少合む、焼土
小ブロック,炭化物やや多く合む (Ы30)

EPA
275 5

S128(S128カ マド合む)、 SD29 土層説明
a 表土
b にぶい黄禍色砂質土 (10YRγ 3)刑 礫ヽ含む
c 黒褐色砂質土 (1阿R3/2)砂礫含む
d にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)砂礫やや含む
1 黒楊色砂質土 (10YR3/2)州 礫ヽ,焼土小ブロック,黄褐
色土ブロック含む(S128)
2 暗褐色砂質土 (10YR3お )小礫,焼土小プロック,

炭化物 黄褐色土プロック含む (S28)
3 にぶい黄褐色砂質主 (10YR4/3)イ 礫ヽ.境土小ブロック
ブロック含む (S28)

EPB
275 8

0     (1/60)     2m

EPA
276 5

'戻化物 '費褐色土

(カマド)

EPA'

SK101

SPA        sPA'
275 4           ~

ノ
土層説明
褐色粘質土 (10YR4/4)砂礫多含む

SK1 01
1  -

３。

ａ
ｂ

ｃ
ｌ

・

２

　

３

４

十
Ｉ
ＩＳＰＡ‐
祠
‐
‐
‐

土層説明
表土

S128

o    (1/40)    lm

3

4

5

6

SK1 34         SK1 33

第23図  S128。 30・ 31号竪穴,皇物跡、 SK101 ・ 126・ 132′ヤ134、 SD29

ⅢⅢ＼、_/ ｀こ声ゴ」́筆＼
ヾ子1'デ耳τ
ラ急1お

Ⅲ、〈|】;煮塩悟

試掘 トレンテ

にぶい黄褐色砂質土 (10YR4 3)打 礫ヽ少含む、黄褐色土
プロック含む、焼土小プロック含む (S130)
暗褐色砂質土 (10YR3れ )砂藤合も、黄褐色土プロック
合む (S131)
にぶい黄褐色砂質土 (1併R73)月 礫ヽ含む、焼土粒す黄

保銘 E岳墜 端 穏 ,】  聾
,

小礫.焼土プロック含む (S131)ォ
~

-56-



Si30。 31
SPC

SPE
275 5

(SK126・ 132´ヤ 134)
SPC'

SK134

S131 カマ ド上層説明

SK126

SPE'

SK133・ 134 」こ層説明
1 黒褐色砂質土 (10Y硝犯)小礫多含tr、
焼土ブロック多 炭化物含む (貼床)
2 黒褐色砂質土 (10YR3犯 )黄褐色土ブ
ロック多含tr、 炭化物粒含む (貼床)
3 暗褐色砂質土 (10YR3/3)月 礫ヽ.黄褐
色土ブロック 焼土ブロック合も、炭
化物粒合む (琺床)
4 暗褐色砂質土 (10YR34)1ヽ礫、黄拐
色土ブロック,焼土粒含む
5 にぶい黄掲色砂質土QⅣR4か 1環、
黄褐色土ブロック,焼土プロック含む
6 黒褐色砂質土 (10YR27 3)月 礫ヽ 黄褐
色土ブロック含む
7 灰黄掲色砂質土 (10YR4/2)責褐色土
ブロック多含む
8 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色土ブ
ロック多含む
9 オリーブ褐色砂質土 (25Y76)黒褐
色土プロック含む

SK126・ 132 土層説明
1 灰黄褐色砂質土 (1帆 R5/2)焼 土ブロック多含む (SK126)
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)黄 褐色土ブロック多含む (SK126)
3 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)責 褐色土ブロック 焼土ブロック多合む (S(126)
4 黒褐色砂質土 (10Y門/2)黄褐色砂質土ブロック 焼土ブロック含む (S(132)

SK102 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)
黄褐色土プロック多含む

SK102

o    (1/40)    lm

Si31カマド

執1   
卦 ｍヽ

α
∽

EPC
276 6

S133ビ ット1

SPB            SPB'
275 9

逹

写

~

ビッ ト1 カマ ド土層説明
暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土ブロック 炭化物粒合む
掲色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色土プロック,炭化物粒合む

SK1 03
SPA         SPA'
2760__く

コラオ
″

SK103 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/4)
黄褐色土ブロック多含む

SPA'

SK104
SPA          sPA'
2760+

SD104 土層説明
l 褐色砂質土 (10YR4/4)
黄褐色土ブロック多含む

o    (1/40)    lm

Si33 土層説明
a 表土
b にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)刀 礫ヽ含む
c 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含む
d にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)砂礫やや多く含む
i 暗褐色砂質土 (10YR3/3)シ ルト化顕著 小礫少含む、責褐色砂質土プロック含む
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)刀 礫ヽ・戊化物粒 責褐色土ブロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)イ 礫ヽ・炭化物粒・黄褐色土ブロック・焼土粒含む
3 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)刀 礫ヽ 責褐色土ブロック含む

o      (1/60)      2m

第24図 Si30。 31・ 33号竪穴建物跡、SK102′ヤ司04・ 126・ 132′ヤ 134

5 暗掲色砂質土 (10YRV3)黄褐色土ブロック多含む、小礫合む (SK132)
6 にぶい黄褐色砂質土 tllYR4/3)黄褐色土ブロック含む (Sl11%)
7 灰責褐色砂質土 (10YRウリ黄褐色土ブロック多含む、焼土小プロック含む (SK126)
8 暗褐色砂質土 (101Ry3)黄褐色土ブロック多 2～ 3鉤大の小礫やや多く含む (SK132)
9 にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)黄褐色土ブロック多合む、焼土ブロック含む (SKl能 )
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SBl(SKl17・ 118・ 120・ 122´ヤ 125)
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SBl(SKl17・ 118)、 SK125 土層説明
a 表上
b にぶい責b にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)ガ 礫ヽ含む
c 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含む
d にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)砂 礫やや1 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂 礫やや含む
i 暗褐色砂質土 (10YR3/4)シ ルト化顕著 小礫少含む、黄褐色砂質土プロック含む
(117)(SB l柱 掘りかた)(SKl17)(SB l柱 掘 りかた )
1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂 礫多含む、焼土小ブロック・炭化物含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫やや含む、炭化物含む
(SKl1 0(SB l柱 掘りかた)
1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫多含む、焼土小ブロック・炭化物含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫やや含む、炭化物含む
(SK125)
1 褐色砂質土 (10YR4/4)砂 礫含む、黄褐色土プロック多含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)イ 礫ヽ少含む、黄褐色土ブロック多含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)お 礫ヽ含む、責褐色土ブロック多含む
4 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色土プロック多含む

ＳＰＣ

一
７６
．
９ＳＰＢ一脚

SK120
SPB'

SK122    sPc,

o     (1/60)     2m

SK124

SPE          SPE'
276 イ

o    (1/40)    i nl

SK120(SB l柱 掘りかた)上層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫少含む、責褐色土プロック・焼土小ブロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)責褐色土ブロック・炭化物粒含む
3 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色土プロック含む
4 暗褐色砂質土 (10YR3/4)責 褐色土プロック含む

SK122(SB l注 掘りかた)土層説明
1 黒褐色砂質上 (10YR3/2)黄 褐色土プロック・焼土粒・炭化物粒含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)責 褐色土ブロック・焼土粒・炭化物粒含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土プロック・焼土粒・炭化物粒含む
SK123(S81柱掘りかた)土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)責褐色土プロック・焼土粒・λ化物粒含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色土プロック・焼土粒・濃化物粒含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)責 褐色土ブロック・焼土粒・災化物栽含む
SK124(3B l桂 掘りかた)土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色土プロック・焼土粒・炭化物粒含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色土プロック・焼土粒・炭化物辻含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄 褐色土プロック・焼土粒・炭化物粒含む

第25図  SBl号掘立柱建物跡、SKl17・ 118。 120。 122′-125
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M8⌒

SPA

SPA SPA'

ＳＰＡ
一脱

SPA'
276 2

SK7 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3 2)打 礫ヽ多含む、黄
褐色砂質土プロック合む、焼土粒少含む
2 黒褐色砂質土 (10YW/3)責掲色砂質土ブ
ロック・炭化物粒合む   sK21

SPA         SPA'
2762す

SPA276 2

SK8 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3氾)月 礫ヽ多
含む、黄褐色砂質土ブロック含む、
焼土粒少含む
2 黒褐色砂質土 (10YR2潟)黄褐色
砂質土ブロック 炭化物粒含む

SK18 土層説明
1 黒褐色砂質± 00Y貶/D
小礫やや多く含む

SK21 土層説明           4    
‐

1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)ガ 礫ヽやや多く含む、炭化物・焼土粒合む
2 褐色砂質土 (10YR4た )4ヽ礫やや多く含む、炭化物・焼土粒含む
3 灰責褐色砂質土 (10YR4/2)月 礫ヽやや多く含む、災化物粒含む
4 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)ガ 礫ヽやや含む、炭化物含む
5 暗褐色砂質土 (10YR3/4)オ 礫ヽ含む、汎化物含む

SPA'

SPA'

SPA
276コは浬ビ

SK26 土層説明
I 表土
Ⅱ 旧表土
Ⅵ 砂礫
Ⅶ 黒褐色砂礫土 (10YR2/2)4ヽ礫多
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト
質 炭化物粒含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト
質 小礫含む、黄褐色砂質土ブ
ロック・炭化物含む
3 暗褐色砂質土 (10Y隠 /4)シ ルト
質 小礫やや含む、責褐色砂質土
プロック含む

・ω
α
∽

・∞
住
∽

Ｋ２
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２
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卜
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ｍ
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∽

ｌ
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SPA
276 3

1  訥爾
囃呻鰯・

ぎ
少管土 (10YR2/2)や やシル ト管ややシルト質Ⅳ 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄

褐色砂質土プロック含む、炭化物含む
馬            1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂

礫混じり、炭化物含む
 0   (1/40)   lm

2 黒褐色砂質土 (10YR2/2)
SK32 土層説明

デロック多含む、黄褐色砂質土プロック含むl黒 褐色砂質土 QOYRyめ ゃゃシルト質 焼土
遷含む、黄褐色土プロック含む2暗 褐色砂質土 QOYRy働 ゃゃシルト質 焼土
壁粒少含む3 仄黄褐色砂質土 (10YR42)や やシルト質 焼三

第26図  SK7・ 8。 18～ 21・ 26～ 28・ 31。 32・ 41

塾,亀ё聖,

√Ю

土層説明
黒褐色砂質土 (10YR2/2)ガ 礫ヽやや多
黒褐色砂質土 (10YR3/2)責 褐色砂質
土プロック・炭化物含む

ゴ

STlこまf冨瑠毯砂難m醐
シルト質 小礫少・炭化物含む
2 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
シルト質 炭化物・焼土粒含む
3 褐色砂質土 (75YR4/3)焼 土主
体

貶 6 

⌒

,

SK19 土層説明
1 黒褐色砂質土 (1げrR22)月 礫ヽ少
含む、炭化物粒 焼土粒少含む
2 暗褐色砂質土 (1帆 R3麗)黄褐色
砂質土プロック 焼土粒合む

SK20 土層説明
1 黒褐色砂質土(10YR2 2)小 礫少含む、
焼土粒,炭化物粒含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄褐色砂質
土ブロック,焼土粒,炭化物粒含む

SK27

SPA'

SPA        sPA'
2762了

SK27 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ル ト質
小礫含む、黄褐色砂 質土 ブロック・炭

化物粒含む
SK23

―

SPA SPA'
2763

恥
冒
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SK96 ・ 07

つ                1 褐色砂質土 (101R44)黄褐色土
プロック多含む

I  
Ⅷ 鍋

持

SPA
276 1

SK98 土層説明    2
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄 褐色土ブロック多く含む

SPA
276 0

SPA         SPA'
2760-_(コEア~

SK108 土層説明
1 褐色砂質土 (10YR4/4)
責褐色土ブロック多含む

SPA'

SPA'

SPA
276 0

舗
ｔ

．
SPA        SPA'
2760サ

SK109 土層説明
1 褐色砂質上 (10YR4麗 )

SPA SPA'
276 0

SK105 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色
土プロック・小礫多合む
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)
黄褐色土プロック・小礫多含む

SK100 , 113 ・ 114

SK106 土層説明
a 表土
b にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)月 礫ヽ含む
c 黒褐色砂質土 (ЮYR3/2)砂礫含む
e 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含む
1 褐色砂質土 (10YR4/6)黄 褐色土ブロック多・炭化物・焼土粒含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)黄 褐色土ブロック多・炭化物・焼土粒含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土ブロック・焼土粒含む

SKl14

SKl14

第27図 SK96～ 100。 105～ 110。 113。 114
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SKl10 土層説明
a 表土
b にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)打 礫ヽ含む
c 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂 礫含む
e 黒褐色砂質土 (10Y酪/2)砂礫含む
h 黒褐色粘質土 (10YR3/2)シ ルト質 砂礫含
む
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)月 礫ヽ含む、黄褐色
土ブロック少・焼土小ブロック含む
2 暗褐色砂質± 00YR3/3)粘 質やや強い、焼
土小ブロック少`黄褐色土プロック 小礫含
む
3 にぶい黄褐色粘質土 (10YM/3)黄 褐色土プ
ロック多含む

SK100・ 113・ 114 土層説明
1 暗褐色粘質土 (10YR3麗 )黄lB色土ブロック
非常に多く含む、炭化材多量含む、焼土ブロッ
ク合む (SKllll)
2 掲色粘質土 (10YR4/4)黄 掲色土ブロック多
含む、炭化材 焼土ブロック少含む (SK100)
3 にぶい黄褐色粘質土 (10YR4/3)黄 褐色土ブ
ロック多含む、炭化物合む (S【 100)
4 褐色粘質土 (10YR3/4)黄 褐色土ブロック多
く含む、炭化物含む (SK■ 3)
にぶい黄褐色粘質土 (10YR73)責 褐色土ブ
ロック多含む、炭化物含む (SK■ 3)
暗褐色粘質土 (10YR3 4)黄 褐色土ブロック
多く含む、小礫含む、粘土小プロック少含む
(SKl14)

暗褐色粘質土 (10YR3 4)礫 多く合と、黄褐
色土プロック含む (SK■ 4)
褐色砂質土(10YR4 6)小礫多く含む(SK■ 4)

o    (1/40)    lm

SKl13
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抄

SPA
2760

SKlll 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土プロック多含む、礫多 (SK■ 1)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)打 礫ヽやや多、責褐色土ブロック含む (SKlll)
3 暗褐色砂質土 (10YR2/3)粘 質あり 黄褐色土プロック多含む (SKlll)
SKl12 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)黄 褐色土プロック含む (SKl12)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土プロック含む (SKl12)

SKl19

ふ

SKl19 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)責褐色土ブロック含む
2 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)黄褐色土プロック含む

_   S(121

義|

SK121 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)責褐色土プロック多含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)責褐色土プロック・焼土粒含む

打
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SKl15                                             SKl16

SDl15。 116 土層説明
a 表土
b にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)Jヽ礫含む
c 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含む
d にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)砂礫やや含む
i 暗褐色砂質土 (10YR3/3)シルト化顕著 小礫少含む、黄褐色砂質土ブロック含む
(SKl1 0
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄褐色土プロック多含む、焼土粒子含む
2 褐色砂質土 (10YR4/4)
(SKl16〉
1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫多含む、焼土小プロック・炭化物含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫やや含む、炭化物含む
3 黒褐色砂質土 (10YR3/2)黄褐色土プロック合む

SPA
275 6y

SK1 28 土層説明
1 黒褐色砂質上 (10YR2/2)焼 土粒・災化物含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/2)Jヽ 礫・黄褐色土プロッ
ク含む

SPA                              sPA'
2755

SK130
SK129

SK129・ 130 土析巨ヨt明
l 黒褐色砂質土 (10YR3/2)ガ 礫ヽやや多い、黄
褐色土プロック含む (SK129)
2 黒褐色砂質土 (10YR3/3)月 礫ヽ・黄褐色土ブ
ロック含む (SK130)

第28図  SKlll・ 112・ 115。 116・

SK131

SPA'

SK131 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)ガ 礫ヽ多・黄褐
色土プロック含む

o   (1/40)   lm

ＳＰＡ
一榊
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SDl-4、 SKl～ 4
SPA

SDl・ 2,3・ 4、 SKl 土層説明
表土

J

騒古砂ξ上野濡
(10YR3月 )

む啓,ュ空(含む |
黒褐色砂質土   |
(10Y肥氾)
ややシルト質
V瞬
Ⅵ瞬
Ⅷ 黒褐色砂礫土章構色砂礫土  SK1 4
(10Y磁チを)小礫多

S13 s12

SK2侃
D魏
蝦 性す_瞥生__型
(10YRノ 2)

礫多
くSD2〉                  (SDゆ
1 黒褐色砂質土 (1佃躍yl)だ 礫ヽ混じる   1 早褐色砂質土(10YRyl)シルト質 拳大礫、小礫多合む
2 中砂 小礫混じる
3 粗砂 小礫多く混じる
4 中砂
(SD3)
1 オリーブ褐色 (25Y76)中砂

(SKl〉
1 早褐色砂質土(10YRyl)シルト質 責褐色土ブロック合む
2 黒褐色砂質土(10YRy2)シルト質 小礫混じる
3 にぶい黄褐色砂質土 (10Y肥 /3)黒褐色砂質土ブロック含む
4 掲色砂質土 (10ⅥMお)黄褐色砂質土ブロック含む

SPA           sPA'

土警ξ与
~員

ミ≡ラア√

SK3
SPA            sPA'
275 ,ォ

Ｋ２

１

２

黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 小礫混じる
暗灰黄色砂質土 (25Y4/2)黒 褐色砂質土ブロック混じる

SD4
EPA .,  . EPA'
276 0                  ・2

・ ‐ やSK3 土層説明
1 黒褐色砂質土 (XOYR3/1)シ ルト質 小礫混じる

土層説明

o    (1/40)    lm

黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 小礫混じる、黄褐色砂質土ブロッ
ク・炭化物粒含む
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)シ ルト質 小礫混じる、黄褐色砂質土ブ
ロック・炭化物粒含む

Ｋ４

１

　

２

SK9・  10

EPA              EPA'
2766帝

SPA
276 1

SK13 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10Y毘 /2)月 礫ヽ 炭化物粒 黄褐色砂質土ブロック含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)万 礫ヽ・炭化物粒 黄褐色砂質土ブロック含む
S埒 2芸
圭軍説明

工 I日表土
Ⅵ 砂礫
Ⅶ 黒褐色砂礫土 (10YR2/2)ガ 礫ヽ多
Ⅷ 灰責褐色砂質土 (ЮYR4/2)
1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)シ ル ト質 黄褐色砂質土ブロック・炭
化物粒含む
2 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)シ ル ト質 黄褐色砂質土プロッ
ク・炭化物粒含む

SD6・ 7・ 8 土層説明
I 表土
Ⅱ 旧表土
a 黒褐色砂質土 (10YR3/1)シ ル ト質
ブロック含む
b 褐色砂質 シル ト (10YR4/6)ン ル ト質
c 砂礫  1～ 3 cm大 の月ヽ ～中の礫
d 黄褐色砂質 シル ト
e 砂礫  1～ 5 cn大 の礫 中心
f 砂礫  1～ 5 cm大 の礫 中心
くSD6)
1 砂礫  1～ 5 cm大礫中心

小礫少含む、黄褐色砂質土

黒褐色砂質土混 じる

∽
馬      くS?7)褐

色砂質 ンル ト (ЮYR4/6)シ ル ト質 黒褐色砂質土混 じる
2 砂礫  拳大の礫中心
3 砂礫  1～ 3 cll大 の礫中心
(SD8)
1 砂礫  3～ 5 cll大 の礫中心

4・ 6～ 8、 SKl～ 4・ 9。 10。 12・ 13

SD6^ψ 8、  SK9。 10。 12・ 13

SK12

第29図 SDl～
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SD9。 10。 12、 SK14。 15・ 22´や25

・塩
グstt s

| SD10

(1/80)    2m

SPA   SK14     sPA'
76 1

′
土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)責 褐色土プロック混じる、炭化物粒含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色土プロック混じる、炭化物粒含む

SPA   SK22    sPA'                     SPA  SKIS  sPA'鞭
V   ttV

SK22 土層説明                SK15 土層説明
1 黒禍色砂質土 (10YR3/2)Jヽ礫・黄褐色砂質上ブロック含  1 暗褐色砂質土 (10YR3/3)イ 礫ヽ含む
む                         2 黒掲色砂質土 (1側Rグ3)小礫・炭化
2 黒褐色砂質土 (10YR3/3)黄褐色砂質土多プロック含む     物粒・焼土粒含む

SPA  SK25   sPA'
276 3

V
SK25 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)イ 礫ヽ・責褐色砂質土プロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/3)責 褐色砂質土多プロック含む

SDll、  SK16・ 17

彎

ヲ

SD9・ 10・ 12、 SK23・ 24 土層説明
I 表土
Ⅱ 旧表土
Ⅵ 砂礫
Ⅶ 黒褐色砂質土 (10YR2/2)月 礫ヽ多含む
Ⅷ 灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)
(SK23〉
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)ガ 礫ヽ・責褐
色砂質土ブロック含む
2 黒褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色砂質
土多プロック含む

(SD9〉
1 砂礫 黒褐色砂礫 (10YR3/1)
(SD10〉
1 黄褐色砂質土 (25Y5/3)
(SK24・ SD12〉
1 暗褐色砂質土 (10YR3/4)黄 褐色砂質
上プロック含む (SK24)
2 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)責褐
色砂質土プロック含む (SK24)
3 暗褐色砂質土 (10YR3/3)黄 褐色砂質
上・小礫やや含む (SD12)
4 黒褐色砂質土 (10YR2/3)責 褐色砂質
上ブロック・小礫含む (SD12)
5 褐色砂質土 (10YR4/4)小礫少含む、
炭化物粒含む (SD12)

，

辞ヽ

Z

SK14
1

2
SKl S、 SD10

EPA              EPA'
276.3

SD12

EPA                        EPA'
2762

SD9

EPA           EPA'
276 3

ヤ

EPB          EPB'
276 3

ー

SK15

EPB          EPB'
276 3

―

SD10

SD13。 14、

申
SK29

打
年
十

釣
o     (1/60)     2m      0

SK17

SPA       SPA'
276 2   _ _

SK17 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)ガ 礫ヽ含む

EPA              EPA'
2763v

SD14

EPA         EPA'
276_3+

EPB       EP8'

十

S013

EPA        EPA'
2763_

EPB         EPB'
2763_

第30図 SD9～ 14、 SK14～ 17・ 22～ 25。 29

SK16、  SDll

SPA          sPA'
2762璃

SK16 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR2/2)ガ 礫ヽ含 む

(1/40)    lm

-63-
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SD15・ 17、 SK42´Ψ44 SK42
SK42          1

SPA      SPA'
2762添

= 2
EPA EPA'
276 2

土層説明
黒褐色砂質土 (10YR3/2)
シルト質 責褐色砂質土
プロック・炭化物粒含む、
礫少量含む
黒褐色砂質上 (10YR2/2)
シル ト質 黄褐色砂質土
プロック・炭化物粒含む、
礫少量含む
暗褐色砂質土 (10YR3/3)
シルト質 責褐色砂質土
ブロック・炭化物粒含む、
礫少量含む

SK43

SPA          SPA'
276 2

SK43 土層説iSこ
こ三Ξ三三三ラ「

と 黒4B色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 黄褐色砂質土ブ
ロック・炭化物粒・礫少量含む
2 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)シ ルト質 炭化物粒・
礫少量含む

SD17

SPA SPA'

o     (1/60)     2m

SD16

SPB
2762.     f  .1

SK44、  SD15

SPA
276 2              1

SPB'

SK44

SK44・ SD15 」二層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 黄褐色砂質土プロック・礫含む (SK44)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)シ ルト質 責褐色砂質上ブロック・礫含む (SK44)
3 暗褐色砂質土 (10YR3/4)シ ルト質 黄褐色砂質土プロック・炭化物粒含む (SK44)
4 黒褐色砂質土 (10YR2/2)礫含む (SD15)

SD16、 SK30

EPA

o     (1/40)     lm

SD17 土層説明
1 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 責褐色砂質土小プロック
含む、炭化物粒含む
2 にぶい費褐色砂質土 (10YR4/3)シ ルト質小礫多く含む

2762奄

童 ]

EPA                 EPA'
276 2
●

SPA'

SD16
I

Ⅱ
Ⅲ
Ⅳ
1

2
3

o     (1/60)     之m

SD30 土層説明
1 にぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)
2 暗褐色砂質土 (10YR3/4)シルト質 濃化物・小礫少含む

第 31図 SD15。 17、 SK30。 42～ 44

③
ＳＫ３０
塑

Ｗ
Ｗ
Ｖ
Ｖ
Ａ
Ａ
川
＝
‐
‐

暗褐色砂質土 (10YR3/3)月 礫ヽやや多く含む
黒褐色砂質上 (10YR2/2)や やシルト質
黒褐色砂質土 (10YR3/2)
黒褐色砂質上 (10YR2/2)砂礫混じり
褐色砂質土 (10YR4/4)砂礫含む

SPA'

o   (1/40)   lm

土層説明
表土
旧表土
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SD18・ 20。 25・ 26、 SK45´ヤ47・ 63′ヤ65。 67・ 68

|

拶◎
tPA

SK61

SK67

SK51 ・ 52

SPA         SPA'
2746_

SK52  SK61

＼SH6

＼ SD18 。20・ 25'26、  SK67  土
層説明
a 表土
b にぶい黄褐色砂質土 (10YR4潟 )小
礫含む
c 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含む
d にぶい黄褐色砂質土 (10YR4潟 )砂
礫やや含む
e 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含む
e'にぶい黄褐色砂質土 (1ばR73)砂礫
ほとんど含まない
f 褐色砂質土 (10YR4 6)シ ルト質
ほとんど礫含まず
g 暗褐色砂質土 (10YR3れ )シ ルト質
小礫少含む
h 黒掲色砂質土 (10YR3定 )シ ルト質
砂礫合む
i 暗褐色砂質土 (10YR3/3)シ ルト化
顕著 小礫少含む、黄褐色砂質土ブ
ロック含む

砂礫層
砂礫
黒褐色砂質土 (10YR2/3)シ ルト質 炭化物粒・焼土粒,小礫含む (罰 18)
褐色砂質土 (10YR4/6)シ ルト質 小礫少含む (SD18)
褐色砂質土 (10YR4/4)シ ルト質 小礫少含む (SD18)
灰黄褐色砂質土 (10YR4/2)シ ルト質 小礫少含む (SD18)
黒褐色砂質土 (25Yy2)刀 礫ヽ含む (SD18)
黒褐色砂質土 (25Y3/1)細 砂～中砂 (SD18)
砂礫 (SD18)

SK62

EPA      EPA'
274 6

―

均
鳥

EPB                                  壁翌'           な 捨弁リーブ褐色粗砂 (25Y3/3)ガ 礫ヽ多く合む (SD25)2748_              
、       _             9 暗オリーブ褐色砂質土 (25Y3/3)(SD26)

や拙:と号岳縮)

翔 ｀

襲 豆 ォ   2誹
点酔
路 と繊 )野・

6A 戸    肝辞 ゝ プ
W'  

肝評 _、 _十 ~~P'SK46 土層説明

】 畿 瞥縁普I程絲 96χし脈 質
小彬 く含む

   昨
0声。_怖      sT7軽

鞠 色砂疑 25閉
2 暗オリープ褐色砂質土 (25Y3/3)SD19、  SK48・ 49。 51 ・ 52・ 56・ 57・ 59・ 61 ・ 62

0    (1/80)    2m

SK45 土層説明                           SK65、 SD20    sPA'  27P譜

SK46     1 褐色砂質土 (10YR4/4)シルト質           ぅゥ評摯

SK46      SK47 土層説明           SK64   ~ 
中・ ′ ´,W中レネー ヤヤ～～′    2748          ~

ィ瀞   
翌 '19与

捲 報 越井 且   EPA  EPド
    SK68       -、 __/~

|●    ,7』 A4    ′~             EPA       EPA'

ゥ を解軸 与↑盈野歿 些 ガ ーSK65    2
K65 土層説明                     sD26

ち誹万ご号粥旨留縁墨
Z解
:)3常
聴む
肝評    壁r'SK46      SK47 土層説 明            SK64

<SK67>
1 褐色砂質上 (10YR4/4)

SK47 土層説明           SK64
1 褐色砂質土 (10YR4/4)   EPA     I

^ 立之Ⅲ纂諄4畔忽ヽ拿,、  2746]、  フ
「

sK57ノ、  ′~   / 1 SK48 土層説明           SK56 土層説明
も 領災〆苦簿アくヽ ξ

ぶ
∠ 井 業 Tデ イ |ヤ

.1.~ガ
丁啓歩名色砂質土 ¢5Y4/働  

ψ
イ
▼
が丁鞠 色砂質土 ⑫5Y7め

SPA
SK49、  SD19 SK59

EPA         EPA'
274 6

3(ノ r――

274 6

SD10     SK49

SK49。 SD19 土層説明

/ 堅 が
些 rド

応

用

|1 
打
札 込 ゴ

'野
穐 ガ

'野
ユ
礁 ン が

'

SK48

!謡義甕朝鮮品
の野<枠 '

0      (1/60)     2m
SK51 ・52 土層説明

l′ 穿サ三び叡凱唱圭1多:説チ酬億露】 ヒ市_翠型上__判“

界32図  SD18-20・ 25。 26、 SK45′ヤ49・ 51 ・52・ 56・ 57・ 59。 61-65・ 67・ 68
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SD21～ 23、 SK69。 70
SD22

SPA'

SK69 土層説明 i
l にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4)黄褐色土プロック・炭化物含

SK70
SPA
2758

SK70 土層説明
1 暗褐色砂質土 (10Y隔 /4)黄褐色砂質土プロック 焼土粒含む
2 灰黄褐色砂質土 (10YR72)黄 褐色土砂質土プロック・焼土粒含む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR5/4)黄 褐色土ブロック 炭化物含む

o     (1/40)    lm

EPB'   EPC
274 9

にぶい黄褐色砂質土 (10Ⅵ随/3)砂礫含む
黒掲色砂質土 (10YR3/2)砂礫合む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4 3)砂礫やや含む
黒褐色砂質土 (10YR3混 )砂礫合む

僣名竃縁春」!訛 4イし

'旱

ゴ
よ
ふ森チ督怠
まず

黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質 砂礫含む
暗褐色砂質土(101Ry3)シ ルト化顕著 小礫少合む、
黄褐色砂質土ブロック合tr

SD21
(壁面検出)

SD28

SPA                    SPA'
275 4               1

o     (1/40)     lm

(25Y4/2)砂 礫多含む
(25Y4/2)砂 礫多含む

ＳＰＡ
一蜘

ＥＰＢ
一蜘

o     (1/40) Im b

SD21・ 22・ 23 土層説明
a 表土

SH8

Υ
ル

ル勘］］
Ｄ２

１

２

試
掘
ト
レ
ン
チ

諜 望 EPA
275 6

Sttfttf説明       sD27
b にぶい黄褐色砂質土 (10YR73)4ヽ礫含む
c 黒褐色砂質土 (10YR32)砂 礫合む
d にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/3)砂礫やや含む
e 黒褐色砂質土 (10YR3/2)砂礫含む
e'に ぶい責褐色砂質土 (10YR4/3)砂礫ほとんど含まない
i 暗褐色砂質土 (10YR3/3)シルト化顕著 小礫少含む、責褐色砂質土ブロック含む
l 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫多く含む
2 暗褐色砂質土 (10YR3/3)砂礫やや多く含む、焼土小プロック・炭化物含む
3 黒褐色砂質土 (10Y毘 /2)砂礫少含む
4 にぶい黄褐色粘質土 (ЮYR4/3)砂礫多含む
① 暗褐色砂質土 (10YR3/3)焼上粒・黄褐色土プロック含む (SK Noな し)

弗33図] SD21-23・ 27。 28、  SK69・ 70。 72～ 83

SK75

21 S  sD22        h

o    (1/80)   2m

i粟霧ピ鰯:諄ど鞠観卿醐
(SD23〉

SD27・ 28、 SK72′-88
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SK80

SPA    SPA'

鏡誰 壮解酬 款穣多謎

邪4す
s呼。

にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/2)やや
砂礫含む、黄褐色土プロック含む

SPA    sK81・ 82
275 4

EPA
275 4

し 丞 K72 土層説明
l 暗褐色砂質シルト(10YRV3)
焼土小ブロック・炭化物多含むSK73

M3藉プ
'1籐

継
鮨

1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫多含む
2 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫少含む
3 黒褐色砂質土 (10YR3/2)シ ルト質

SK74

武ごア
~S77

SK72

SK75

2

SK78・ 79 sPA'

土層説明
黒褐色シルト(10YR2氾 )
黄褐色土プロック含む、
やや砂礫含む

EPA' SPA'
SK76

SPA     SPA'h4v予
2

SK77
SPA       SPA'
275 4

a動 i博踵鉾軸 t脇階む
3 にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/2)や や砂礫
含む、黄褐色土プロック含む

土層説明           SK82 土層説明
黒褐色シルト(10YR2/2)黄褐色±   1 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫多含む
ブロック含む、やや砂礫含む      2 黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫少含む
黒褐色シルト(10YR3/2)黄褐色土    SK83
ブロック含む、やや砂礫含む    壁塗      EPA'

275 3

帯

o    (1/40)
Ｋ７

１

２

３

　

４

SPA `      ISPA'
27M

土層説明
黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫多含む
黒褐色砂質土 (10YR2/3)砂礫少含む
にぶい黄褐色砂質土 (10YR4/2)
やや砂礫含む、責褐色土ブロック含む
褐色砂質土 (10Yttk)

EPB
275 2

SPA
275 4

ーSK78  SK79
SK78 土層説明
1 黒褐色 シル ト (10YR2/2)

SK79 土層説明
1 黒褐色 シル ト (10YR2/2)

黄褐色土ブロック含む、やや砂礫含む

黄褐色土プロック含む、やや砂礫含む

Im

S134

SPA'

o      (1/60)     2m

EPB'

壁」 S127・ 34,SD31 土層説明 SD31
砕石
a 表土
b にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)小礫含む
i 暗褐色砂質土(10YR3/3)シ ルト化顕著 小礫少含む、黄褐色砂質土プロック含む
1 黒褐色砂質土 (10YR3//2)小礫少量含む、黄褐色土ブロック(S134)
2 黒褐色砂質土(25YR3/2)炭 化物層(S134)
3 焼土層 (S134)
4 黒褐色砂質土(10YR3/2)小礫含む、責褐色土ブロック含む(S127)
5 黒褐色砂質土(10YR3/2)小礫含む、砂礫主体(S127)
6 暗褐色砂質土(10YR3/3)砂礫多含む、炭化物含む(S127)
7 にぶい黄褐色砂質土(10YR4/3)砂礫含む、焼土粒子含む(S127)
8 灰黄褐色砂質土(10YR4/2)(S127)
(SD31〉
① 黒tB色砂質土(10YR3/2)小礫やや多く含む
② 暗褐色砂質土(10YR3/3)λ化物・小礫含む
③ 黒褐色砂質土(25YR3/2)黒 褐色土プロック含む
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図版 1

1 東出口遺跡景観空中写真 1(東から)

2東出口遺跡景観空中写真 2(西から)



図版 2

5 重機による トレンチ掘削風景 1

7 調査区 (1ト レンチ)完掘近景1(南西から)8 調査区 (1ト レンチ)完掘近景2(北西から)

9 調査区 (1ト レンチ)完掘近景3(西から)

12 調査区 (2ト レンチ)完掘近景1(東 から) 13 調査区 (2ト レンチ)完掘近景2(南東から)14 調査区 (3ト レンチ)完掘近景1(北西から)

ゑ

3 遺跡調査前状況 1(南西から) 4  遺星亦言周査前】犬況 2 (南東から)

6 重機による トレンチ掘削風景 2

鰯

!鶴

i電麟

15 調査区 (3ト レンチ)完掘近景2(北から) 16 調査区(3ト レンチ)完掘近景3(北東から) 17 調査区 (3ト レンチ)完掘近景4(西から)



図版 3

27 S15完掘】犬況 (南力)ら )
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ri咎

22 Sl遺 物出土状況・セクション(東 から)23 S11カ マ ド内遺物出土状況

25 S14、 SD3・ 4、 SKl～4完掘状況 (西から)26 S14カ マ ド完掘状況

静
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19 調査風景 218 調査風景 1 20 ラジコンヘリによる空撮実施状況
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鯵1練ご蔭
S11完掘状況 (西から)

24 S12 ・3:藉り司剪犬浙己(ゴヒ西から)

28 S15カ マ ド内遺物出土状況 1 29 S15カ マ ド内遺物出土状況 2

31 S16遺物出土状況 可30 S16完掘状況及び遺物出土状況 (西 から) 32 S16遺物出土状況 2



図版 4

33 S17 ・8;記事己
"(,兄

 (F菊東から) 34 S17・ 8遺物出土状況 1(南東から) 35 S17遺物出土状況 1(東から)

S17遺物出土状況 2 37 S17遺物出土状況 3 38 S17カ マ ド完掘状況 (西から)

39 S17カ マド内遺物出土状況 S18カ マ ド完掘状況 41 S18カ マ ド内遺物出土状況

42 S19セ クション内検出状況 (北東から) 44,S110完 掘状況43 S19カ マ ドセクション (北から)

46 S110カ マ ド内遺物出土状況 1 47 S110カ マド内遺物出土状況 245 SHOカ マ ド完掘状況 (西から)



完掘状況 (南 から)

S112完掘状況 (北東)

52 S111カ マ ド内遺物出土状況 1

S112西面セクション

図版 5

50 Slll遺 物出土状況近景

53 S111カ マ ド内遺物出土状況 2

56 S112遺 物出土状況全景 (北西から)

午ｉ義歳
五

49 S111遺 物出土状況 (南 から)

51 S111カ マ ド完掘状況

57 S112内 遺物・礫出土状況 1(西から) 58 S112内 遺物・礫出土状況 1(東から) 59 S112カ マ ド周辺遺物出土状況

60 S112遺 物出土状況 1 61 Sl1 2遺 物出土状況 2 62 S112遺 物出土状況 3



図版 6

63 S112遺 物 (62に同じ)出土状況 4 64 S112緑 釉陶器香炉片出土状況

70 S114・ 15、 SK33～ 40遺物出土・完掘
】犬況 (南 力ゝら)

73 S115内 SK37～ 39完掘・遺物出土状況
(F衛 から)

65 S112カ マ ド完掘状況

74 SH5内 SK40完掘 。遺物出土状況
(F衛 から)

72 S115遺 物出土状況 2
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67 S112カ マ ド内遺物出土状況 266 S112カ マ ド内遺物出土状況 1 68 Si12カ マ ド内遺物出土状況 3

i募工1警綾

SH3完掘メ犬況 (耳とから) 71 S115遺 物出土状況 1

75 S116完 掘軒犬況 (西から) 76 S117:藉 tFR】犬
"己

(封ヒカヽら) 77 S117遺 物出土状況 (南西から)



図版 7

30_S117鉄 滓出土状況79 S117鉄 製品出土状況78 Sl17遺 物出土状況 (南壁際)

87 S118:藉 tFB"じ兄 (引ヒ西から)

85 S117カ マ ド内遺物出土状況及び煙道部
セクション

83 S117棚 状施設遺物出土状況 381.S117棚 状施設遺物出土状況 1 32 S117棚 状施設遺物出土状況 2

84 Sl17カ マ ド完掘状況 86 SH7カマド内遺物出土状況

籍
―
群1韻

88 S118遺 物出土状況 1(西から) 89 S118遺 物出土状況 2

90 S118遺 物出土状況 3 91 S118カ マ ド完掘状況 (北から) 92 Sl18南 面セクション (北西から)



図版 8

94 S119遺 物出土状況

庫

９３ S119完掘・遺物出土状況 (南東から)

99 S121完 掘 。遺物出土状況 (西 から)

95 S120完 掘】犬況 (西 から)

が

98 S120カ マ ド内遺物出土状況

カマ ド周辺遺物出土状況

S120鉄製品出土状況 97 S120カ マ ド完掘状況

101 S121遺物出土状況

O02 S121鉄 製品出土状況 103 S122完 掘・遺物出土状況 (北西から) 104 S122焼■硬化面確言忍】犬況

105 S122炭化材検出状況 106 S122鉄滓出土状況 107 S122土錘出土状況



108 S123:藉 〕冒メ犬所己(J[西 力ゝら) 109 S123遺物出土状況 (北西から) 110 S123カ マ ド1完掘状況 (西 から)

11l S123カ マ ド1内遺物出土状況1(西 から) 112 S123カ マ ド1内遺物出土状況 2 113 S123カ マ ド1内遺物出土状況 3

114 S123カ マ ド1前面灰釉陶器出土状況 115 S123カ マ ド1北脇鉄製品出土状況

11翠

1鶴ぽ

116 S123カ マ ド2完掘状況 (南西から)

117 Si23カ マ ド2内遺物出土状況 1
(南西から)

120 S124・ 29・ 32遺物出土状況全景
(F肯 から)

118 S123カ マ ド2内遺物出土状況 2 119 S124・ 29。 32号寇J冒】犬所と(F菊から)

121 S124・ 29北面セクション 1 122 S124・ 29北面セクション 2



図版10

123 S124遺物出土状況 (南西から) S124遺物出土状況 1 125 S124遣物出土状況 2

127 Si32遺 物出土状況全景 (南 から) 128 Si32遺物出± 1

129 S132遺物出土状況 2 130 Si32遺物出土状況 3 131 Si32カ マ ド状掘りかた完掘状況
(南西から)

S125完掘メ犬況 (南西から) 133 S125遺物出土状況 (南西から) 134 S125カ マ ド完掘状況及び遺物出土状況

135 S125カ マ ド内遺物出土状況 136 S125カ マ ド掘りかた検出状況 137 S126完掘】犬況 (西から)



図版 11

138 S126カ マ ドセクション (北から) 139 S126遺物出土状況全景 (西から) 140 S126遺物出土状況近景 (北西から)

143 S127・ 28遺物出土状況 (西 から)

144 S127遺 物出土状況及び北面セクション 145 S128遺物出土状況

147 S128完 IFB完掘】犬況 149 Si30・ 31:藉〕冨剪犬所と(西 力ゝら)

S126遺物出土状況 142 S126竪 穴掘りかた検出状況 (西から)

146 S128南面セクション

(口罰から) 148 S128カ マ ド完掘状況

1 51 Si30遺 物出土状況 1 Si30遺物出土状況 2150 Si30・ 31遺物出土状況全景 (西から)



図版 12

153 S130遺物出土状況 3 カマ ド完掘状況

■■―■:■諄準
S131北東コーナー部土坑検出状況

157 Si31カ マ ド内遺物出土状況 2 158 Si30・ 31掘 りかた検出状況 (南 から)

Si30。 31床 T土坑 (SK1 32等 )
セクション

160 Si30・ 31床下土坑 (SK132等 )
土錘出土状況

161  S133:起〕冨】犬所と(F萄 力ゝら)

162 S133遺物出土状況全景 (南から) S133遺物出土状況 1 164 Si33遺物出土状況 2

165 Si33馬歯出土状況 SB l完掘状況

167 SBl完 掘】犬況 (東 から)



図版 13

169 SBl柱穴掘りかた(SKl18)セ クション

172 SK7・ 8:藉〕晟ガ犬
"と

(引と東から)

(南西から)

179 SK32:藉 IFB粥犬所と 併菊F巧から)

171  SK5:需〕Ξ】犬
"と

(司ヒから) 173 SK15～ 20・ 25。 26完掘状況 (南から)

174 SK16～ 19完掘状況 (東 から) SK20完掘メ犬況 176 SK21完 IFB】犬況 (南 力ゝら)

177 SK31:宅 ,ヨ】犬
"と

(南から) 178 SK31焼土検出状況 (南 から)

1 81  SK34(Sl1 5内 )遺物出■メ犬況 182 SK41)豊 彩DE上労犬
"己

(南 F巧から)180 SK34(S115内 )完掘状況 (北西から)
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183 SK41出 土馬歯出土状況 司84 SK44完掘】犬況 (南東から)

186 SK88・ 89 (S127内 ) 187 SK92遺 物出土状況 1(北東から)

189 SK92遺 物出土状況 3

SK99遺物出土状況 (西 から)

185 SK72焼土・炭化物検出状況 (南 から)

Ⅲ

194 SK100遺 物出土状況 1(東から)

確認状況 188 SK92遺物出土状況 2

SK94遺物出土状況 (北 から) SK95遺物出土状況 (北から)

197 SKヽ 11遺物出土状況 (南 から)195 SK100炭 化材・土器覆土内混入状況  196 SK100遺物出土状況 2
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201 SKl16検出状況 (南から)
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(西から)

202 SK125検出状況 (南から)
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205 SD2西 面セクション

208 SD5完掘状況 (北西から)209 SD6～ 8、 SK9。 10完掘
(封とから)

203 SK127遺物出土状況 (東から)

204 SDl完 掘】犬況 (】し東力ゝら)

206 SD3完 tFH刀 ,ヽ兄  (F町力】ら)

210 SD7・ 8完掘状況 (南西から) SK9・ 10完掘】犬況 212 SD9完 tFB状 ,兄  (東から)21l SD8、



図版 16

216 SD12完掘】犬況
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219 SD15。 17、 SK42～ 44完掘状況 (南から) SD15遺物出土状況

224 SD16遺物出土状況 2
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214 SD9・ 12、 SK24セ クション (ラ霜から) 215 SD10・ 11完掘完掘労犬況 (】ヒから)

217 SD12遺物出土状況 218 SD13■ 4、 SK27～ 29完掘状況(北東から)

221 SD17遺物出土状況

SD16遺物出土状況

222 SD16:記 J己】犬
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(南から)

225 SD18完掘】犬況 (南 から) 227 SD19及 び周辺SK群完掘状況 (南 から)SD18君ヒ面セクション
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1/25,000地 図 名 小笠原
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調 査 面 積 778だ (部分的に2面調査を実施したため実質 933.6だ )

調 査 原 因 宅地造成 (分譲住宅)

種 牙J 散布地
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